製品ガイド FMV-D 5220、 FMV-D3220 


目次 


本書をお読みになる前に . 7 

本書の表記 . 7 

商標および著作権について . 10 

第1章各部名称 

1各部のを称と働き . 12 

パソコン本体前面 . 12 

パソコン本体背面 . 16 

パソコン本体巧部 . 19 

メィ ンみ 、—卜 . 21 

第2章八ードウエア 

1疲れにくい使い方 . 24 

ディスプレイ . 25 

使用時間 . 25 

入力機器 . 25 

机と椅子 . 25 

作業スぺース . 25 

2マウスについて . 26 

マウスの巧い方 . 26 

USB マウス（光学式）について . 28 

3キーボードについて . 29 

4 CD/DVD について . 32 

巧り巧い上の;'主意 . 32 

使用できるディスク . 35 

DVD-RAM への書き込み/書き換えについて . 43 

ディスクをセットする/取り出す . 45 

5フロッピーディスクについて . 49 

取り扱い上の;'主意 . 49 

フロッピーディスクをセットする/取り出す . 49 

6ハードディスクについて . 51 

を意事項 . 51 

7 CPU について . 52 

8ハードウエアのお手入れ . 53 

パソコン本体のお手入れ . 53 

マウスのお手入れ . 54 

キーボードのお手入れ . 55 

フロッピーディスクドライブのお手入れ . 56 

9售体の七キュリティ . 57 





































製品ガイド FMV-D 5220、 FMV-D 3220 


パソコン本体前面の施錠方法 . 57 

パソコン本体背面の施錠方法 . 58 

第3章増設 

1周の機器を取り付ける前に . 60 

巧り巧い上の;'主意 . 60 

2本体カバーを取り外す . 62 

本体カバーの取り外し方 . 62 

3 メモリを取り付ける . 63 

メモリの取り付け場所 . 64 

巧り付けられるメモリ . 65 

メモリを取り付ける . 66 

4拡張力ードを取り付ける . 68 

拡張力ードの取り付け場所 . 69 

巧り付けられる化張力ード . 69 

拡張力ードを取り付ける . 70 

第4章機能 

1ディスプレイ関連 . 74 

解像度と色数について . 74 

全画面表示と通常表示の切り替え . 76 

表示装置の切り替え . 77 

マルチモニタ機能 . 79 

2音量の設定 . 83 

画面上の音量つまみで設定する . 83 

再生時/録音時の音量設まについて . 83 

3通信 . 88 

LAN について . 88 

無線 LAN (IEEE 802.11 a、IEEE 802.1 1g 準拠）について . 89 

4 ドライブ関連 . 91 

ドライブ構成 . 91 

DMA の設ま . 91 

5省電力 . 93 

スタンバイと休止状態 . 93 

を意事項 . 93 

省電力の設ま . 96 

スタンバイまたは休止状態にする . 97 

スタンバイまたは休止状態からのレジューム . 98 

ACPI のスタンバイモードを設まする . 99 

第5章七キュリティ 

1七キュリテイについて . 102 

2ネットワーク接続時の七キュリティ . 103 







































製品ガイド FMV-D 5220、 FMV-D 3220 


コンピュータウイルス対策 . 103 

Windows やソフトウェアのアップデート . 105 

セキュリティセンター . 106 

ファイアウオール . 107 

通信データの暗号化 . 107 

無線 LAN 使用時の通信データの暗号化 . 108 

3不正使用からの七キュリティ . 109 

Windows のパスワード . 109 

管理を権限とューザーアカウント . 109 

アクセス権と暗号化 . 109 

BIOS のパスワード . 110 

セキュリティチップ . 110 

スマートカードリーダ/ライタ . 110 

Portshutter. 111 

ェグゼキュート-ディスェーブル■ビット機能 . 111 

4パソコンのを難防止 . 112 

5パソコン本体廃ま時のセキュリティ . 113 

パソコンの廃棄-譲;度時のハードディスク上のデータミ肖去に関するごを意. 113 
ハードディスクのデータミ肖去サービスについて . 114 

第6章ソフトウェア 

1ソフトウェアー覧 . 116 

各ソフトウェアの紹介 . 117 

アンインス！ル方ま . 129 

2ドライバ . 130 

第7章 BIOS 

1 BIOS 七ットアップとは . 132 

2 BIOS 七ットアップの操作のしかた . 133 

BIOS セットアップを起動する . 133 

設定を変更する . 134 

各キーの役割 . 134 

BIOS セットアップを終了する . 135 

3 メニュー詳細 . 136 

Main メ ニュー . 136 

Advanced メ ニュー . 138 

Security メ ニュー . 143 

Power メ ニユー . 147 

Boot ^ —a. — . 149 

Info メ ニュー . 151 

Exit メ ニュー . 152 

4 BIOS のパスワード機能を使う . 153 

パスワードの種類 . 153 








































製品ガイド FMV-D 5220、 FMV-D 3220 


パスワードを忘れると . 

パスワードを設定する . 

パスワードを設定した後は . 

パスワードを変更/削除する . 

5七キュリティ機能を使うには . 

セキュリティチップ . 

スマートカード . 

6 BK ) S が表示するメッ七ージー覧 . 

メッセージが表示されたときは . 

メッセージー覽 . 

第8章技術情報 

1仕様一覧 . 

本体仕様 . 

LAN 機能 . 

2コネクタ仕様 . 

第9章トラブルシューティング 

1トラフ V レに備えて . 

テレビ/ラジオなどの受信障害防止について 

Windows のセットアップ後の操作 . 

修正プログラムの適用について . 

データのバックアップ . 

ドキュメントの確認 . 

2トラブル発生時の基本操作 . 

本パソコンや周辺機器の電源を確認する.... 

な前の状態に戻す . 

Safe モードで起動する . 

ハードウ; L アの競合を確認する . 

バックアップを行う . 

メッセージなどが表示されたらメモしておく 

診断/修正プログラムを使用する . 

リカバリ . 

3起動-終了時のトラブル . 

4 Windows -ソフトウエア関連のトラブル 

5八ードウエア関連のトラブル . 

ハードウエア関連のトラブルー覧 . 

BIOS. 

メモリ . 

内蔵 LAN. 

ハードディスク . 

デバイス . 

CD / DVD. 


3455667111 8845 000111222334447 B1 33445788 
5555が5566目 S 目7の g 88888 55 88888888 55 9 b 59999999 









































製品ガイド FMV-D 5220、 FMV-D 3220 


フロッピーディスク . 200 

ディスプレイ . 201 

サウンド . 202 

^— /t' — K . 202 

マウス . 203 

USB. 203 

本体カバーキー . 204 

プリンタ . 204 

その化 . 205 

6それでも解ホできないときは . 206 

お問い合わせ先 . 206 

索引 . 207 
















Memo 



製品ガイド FMV-D 5220、 FMV-D3220 


本書をお誘みになる前に 


本書の表記 


■ 警告表示 

本書では、いろいろな絵表示を使っています。これは本製品をを全に正しくお使いいただき、 
あなたや化の人々に加えられるおそれのある危害や損害を、未然に防止するための目巧となる 
ものです。その表示と意ホは次のようになっています。内容をよくご a 解のうえ、お読みくだ 
さい。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り极いをすると、人が死 t する可能性または 
重傷を負う可能性があることを示しています。 

A を意 

この表示を無視して、誤った取りあいをすると、人が傷害を負う可能性があ 
ること、および物的損害のみが発生する可能性があることを示しています。 


また、危害や損害の内容がどのようなものかを示すために、上記の絵表示と同時に次の記号を 
使っています。 


A 

A で示した記号は、警告•注意を促す内容であることを告げるものです。記 
号の中やその脇には、具体的な警告内容が示されていまず。 

0 

〇で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるも 
のです。記号の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。 

〇 

•で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるものです。 
記号の中やその脇には、具体的な指示内容が示されています。 


■ 本文中の記号 

本文中に記載されている記号には、次のような意ホがあります。 


記号 

意口未 

巧重要 

お使いになる際の注意点や、してはいけないことを記述しています。必ずお 
読みください。 

P POINT ' 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 

—» 

参照ページや参照 マニュアルを 示しています。 


■ キーの表記と操作方法 

本文中のキーの表記は、キーボードに書かれているすべての文字を記述するのではなく、説明 
に必要な文字を次のように記述しています。 

例：【如1】キ ー 、 Enter 】 キ ー 、 【一】キーなど 

また、複数のキーを同時に押す場合には、次のように「+」でつないで表記しています。 

例：に川+ [ F 3] キー、 【 Shift 】 +【 t 】キーなど 
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■ コマンド入力（キー入力） 

本文中では、コマンド入力を次のように表記しています。 

diskcopy a ： a ： 
t t 

• T の箇所のように文字間隔を空けて表記している部分は、 【 Space 】 キーを1回押してくださ 

い。 

また、上記のようなコマンド入力を英小文字で表記していますが、英大文字で入力しても 
かまいません。 

• CD / DVD ドライブなどのドライブ《を、 [ CD / DVD ドライブ]で表記しています。入力の際 
は、お使いの環境に合わせて、ドライブ名を入力してください。 

例： [CD/DVD ドライブ ] ： ¥setup. exe 

■ 連続する操作の表記 

本文中の操作手順において、連続する操作手順を、「^」でつなげて記述しています。 

例：「スタート」ボタンをクリックし、「すべてのプログラム」をポイントし、「アク七サ 
リ」をクリックする操作 

「スタート」ボタン^「すべてのプログラム」^「アクセサリ」の順にクリックします。 

■ BK ) S 七ットアップの表記 

本文中の BIOS セットアップの設定手順において、各メニューやサブメニューまたは項目を、 
「一」 （ハイフン）でつなげて記述する攝合があります。また、設定値を「：」（コロン）の後 
に記述する場合があります。 

例： 「 Security 」 メニューの 「Password on Boot 」 の 項目を 「 Disabled 」 に設定します。 

i 

「 Security」 — 「Password on Boot」 ： Disabled 

■ 画面例およびイラストについて 

表記されている画面およびイラストは一例です。お使いの機種やモデルによって、実際に表示 
される画面やイラスト、およびファイルをなどが異なることがあります。また、 この マニュア 
ルに表記されているイラストは説明の都合上、本来接続されているケーブル類を省略している 
ことがあります。 

■ CD - ROM の使用について 

本文中の操作手順において、 CD - ROM を使用することがあります。 

操作に必要なドライブが搭載されていないモデルをお使いの場合は、必要に応じて別売の周辺 
機器を用意してください。使用できる周辺機器については、富±通製品情報ページ内にある 
FMV - ESP 民 IMO の「システム構成図」 （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / product / syskou /) をご覧 
ください。 

また、周辺機器の使用方法については、周辺機器のマニュアルをご覧ください。 
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■ カスタムタイドオプションについて 

本文中の説明は、すべて標準仕様に基づいて記載されています。 

そのため、カスタムメイドで選択のオプションを取り付けている場合、メモリを量やハード 
ディスク容量などの記載が異なります。ご了承ください。 

■ FMV バリユーシリーズについて 

本文中の説明は、お使いのモデルの仕様とは異なる情報が記載されている場合があります。 
FMV バリューシリーズで選択したモデルの仕様に読み替えてご覧ください。 

また 、 Office 2003モデルを選択されたホは 、 「FMV マニュアル」 にある『アプリケーション補 
足説明書 Microsoft ® Office 2003 Editions 』 もご覧ください。 

■ 製品の呼び方 

本文中の製品を称を、次のように略して表記します。 

なお、本書ではお使いの機種、または OS な外の情報もありますが、ご了承ください。 


製品名称 

本文中の表記 

FMV-DK20 

D5220 

本パソコン 
パソコン本体 

FMV-D3220 

D3220 

FMV バリュー 
シリーズ 

本パソコン 
パソコン本体 

FMV-K5220 

K5220 

FMV-E3220 

E3220 

FMV バリューシリーズ 

Microsoft® Windows® XP Professional 

Windows XP 

Professional 

Windows XP 

Windows 

Microsoft® Windows® XP Home Edition 

Windows XP 

Home Edition 

Microsoft® Windows® 2000 Professional 

Windows 2000 

Microsoft® Windows® XP 曰本語版 Service Pack 

SP 

Microsoft® Windows® 2000 曰本語版 Service Pack 

Norton AntiVirus™ 2006 

Norton AntiVirus 

Roxio DigitalMedia SE 

Roxio DigitalMedia 

InterVideo WinDVD™ 5 

WinDVD 

Adobe® Reader™ 7.0 

Adobe Reader 

Macromedia Shockwave® Player 

Macromedia Shockwave 

Macromedia Flash™ Player 

Flash Player 


■ モデルの表記 

本文中のモデルを、次のように略して表記します。 

なお、本書ではお使いのモデルな外の情報もありますが、ご了承ください。 


モデル 

本文中の表記 

有線 LAN 搭載 

LAN 搭載モデル 

無線 LAN 搭載 

無線 LAN 搭載モデル 

セキュリティチップ搭載 

セキュリテイチップ搭載モデル 
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■ お問い合わせ先/ URL 

本文中に記載されているお問レ、合わせ先やインターネットの URL アドレスは2006年8月現在 
のものです。を更されている場合は、「富±通パーソナル製品に関するお問合せを 口」へ お問 
い合わせください『取极説明書』)。 


商標およびき作権について 


Microsoft 、 Windows は、ホ国 Microsoft Corporation の、ホ国およびその他の国における登録商標または商標です。 
インテル、 Intel 、 Pentium および Celeron は、アメリカ合ま国およびその他の国における Intel Corporation またはその 
子会社の商標または登録商標です。 

Macromedia 、 Shockwave 、 ならびに Flash は、 Macromedia , Inc . のホ国およびその他の国における商標です。 

その他の各製品名は、各社の商標、または登録商標です。 

その他のを製品は、を社の著作物です。 

All Rights Reserved , Copyrigh 惊 FUJITSU LIMITED 2006 

画面の使巧に際してホ国 Microsoft Corporation の許諾を得ています。 



第 1 章 

各部を称 

各部の名称と働きについて説明しています。 


1各部の名称と働き 


12 
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1各部の名汾と働き 


ここでは、パソコン本体、メインボードの各部の名称と働きを説明します。 

P POINT 

► これが降の記述については、縦置きを前提としています。横置きにする場合は、読み替え 
てください。 

パソコン本体前面 

参カスタムメイドで CD - ROM ドライブ （40 倍速）を選択した場合 
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♦カスタムメイドで CD - ROM ドライブロ 4倍速）を選択した場合 


1通風孔 

パソコン 本体内部の熱を外部に逃すための開化部があります。物を載せるなどしてふさ 
がないようにご注意ください。横置きにする場合は、通風孔のある面を、壁などから 10 cm 
な上離して設置してください。 

2電源ボタン（の） 

次の場合に押します。 

. パソコン 本体の電源を入れるとき 
•スタンバイ 状態（省電力が態）にするとき 
「電源オプシヨンのプロパティ」ウィンドウの設ををを更してください。 

「機能」一「省電力」 （^ P .93) 

.スタンバイ状態から復帰（レジューム）するとき 
3電源ランプ（①） 

パソコ ン本体の電源の状態を表しています。 

緑色にお灯しているときは、電源が入っています。 

オレンジ色に点げしているときは、スタンバイ状態（省電力が態）です。 
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4ディスクアクセスランプ （0) 

ハー ドディスクにデータを書き込んだり、 ハー ドディスクからデータを読み出したりし 
ているときに点げします。また、 CD - ROM ドライブによっては、 CD にアクセスしてい 
るときに点げする場合があります。 

5スマートカードベイ （ /^) 

カスタムメイドで選択したスマートカードリーダ/ライタを取り付けます。 

6 USB コネクタ（•■■ち 0 

USB 規格の周辺機器を接続します。 USB 2.0 に準拠しています。 

7マィク端子 （/) 

ホ版のコンデンサマイクを接続します。 

8へッドホン端子 （0) 

ホ版のへッドホンを接続します。 

ヘッドホンを接続している間は、パソコン本体のラインアウト端子からは、音が出ませ 
ん。 

9 CD/DVD 取り出しボタン 

CD - ROM や音楽 CD を七ットするときや取り出すときに押します。パソコン本体の電源 
が入っているときにお使いになれます。 

CD アクセスランプが点なしているときは、押さないでください。 

10 CD-ROM ドライブ 

CD - ROM のデータやプログラムを読み出したり、音楽 CD を再生したりします。 

カスタムメイド、または FMV バリューシリーズの選択によって、次のドライブが取り付 
けられています。 

- CD - ROM ドライブ 
- DVD - ROM ドライブ 
- DVD - ROM & CD - R/RW ドライブ 

• スーパー マルチ ドライブ 

レ、ードウエア」一 「 CD / DVD について」（一 P .32) 

11 CD アクセスランプ 

CD - ROM からデータを読み込んでいるときや音楽 CD を再生しているときに点灯します。 

12鍵穴 

カスタムメイドで本体カバーキー追加を選択している場合、添付の本体カバーキーで、本 
体カノ^ ■ 一 を施錠します。 

レ、 ー ドウ エア」一 「管体のセキュリティ」（一 P .57) 

が重要 

► 施錠する場合は、お客巧の責任で、本体カバーキーを紛失しないようにして〈ださい。 

► 本体カバーキーを紛失した場合は、引取修理による本体カバーの交換が必要となります。 
「富±通ハードウXア修理相談センター」にご連絡ください。 

なお、保証期間にかかわらず、鍵の紛失による本体カバーの交換は有償となります。 

► 本体カバーキーを紛失した場合は、訪問修理の際も即日修理ができません。 

引取修理になりますので、あらかじめご了承〈ださい。 

13フット 

本 パソコンを お使いになるときに取り付ける台座です（一『取お説明書』)。 
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14フロッピーディスクドライブ 

カスタムメイドで内蔵 FDD 追加を選択している場合、 フロッピー ディスクにデータを書 
き込んだり、 フロッピー ディスクからデータを読み出したりします。 

「ハードウェア」一「フロッピーディスクについて」 （^ P .49) 

15フロッピーディスクアクセスランプ 

カスタムメイドで内蔵 FDD 追加を選択している場合、フロッピーディスクにデータを書 
き込んだり、フロッピーディスクからデータを読み出したりしているときに点灯します。 
16フロッピーディスク取り出しボタン 

カスタムメイドで内蔵 FDD 追加を選択している場合、フロッピーディスクを取り出すと 
きに押します。 

フロッピーディスクアクセスランプが点げしているときは、押さないでください。 
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パソコン本体背面 



1アウトレット 

ディスプレイの電源ケーブルを接続します。 
2インレット 

電源ケーブルを接続します。 

3セキュリティ施錠金具 

ホ版の鍵を取り付けます。 

レ、ードウエア」一「霞体のセキュリティ J 
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4拡張力ードスロット 

本パソコンの機能をあ張する各種あ張カードを取り付けます。 PCI に対応したあ張カード 
を使えます。 

SCSI カードを取り付けると、本パソコンで外付けのハードディスクや化磁気ディスクド 
ライブなどが使えるようになります。 

なお、カスタムメイドの選択によっては、あ張カードが取り付けられている場合があり 
ます。 

「増設 J - 「お張カードを取り付ける」（一 P .68) 

5を難防止用ロック取り付け穴 

お版の盗難防止用ケーブルを接続します。 

6 メインスイッチ 

パソコン本体の電源を完全に切る場合に「オフ」にします。 「 I 」 側が「オン」で「〇」 
側が「オフ」です。 

「オフ」にすると、電源ボタンを押しても、パソコン本体の電源は入りません。通常は 
「オン」のままお{吏いください。 

ただし、長期間お使いにならない場合は、「オフ」にしてください卜『取な説明書』)。 

7パラレルコネクタ（昼） 

プリンタやスキャナなどを接続します。 

8シリアルコネクタ（医回） 

RS -232 C 規格に巧応した機器を接続します。 

9ディスプレイコネクタ（回） 

ディスプレイを接続します。アナログ RGB 規格のディスプレイケーブルが使用できます。 

10 USB コネクタ（-^) 

USB 規格の周辺機器を接続します。 USB 2.0 に準拠しています。 

11 LAN コネクタ （ S ) 

LAN ケーブルを接続します。 


巧 led 

LED の意ホは、次のとおりです。 



下部 LED ( Link / Act ) 

上部 LED ( Speed ) 

1000 Mbps で LINK を確立 

緑色お灯'^ 

ホレンジ点灯 

100 Mbps で LINK を確立 

緑色お灯^ 

緑色点、灯 

10 Mbps で LINK を確立 

緑色点げ& 

消灯 


を:データ転送中：緑色点滅 


12マウスコネクタ（か 

PS /2 マウスを接続します。 

レ、ードウェア」一「マウスについて」（一 P .26) 

13キーボードコネクタ( I 王 I ) 

PS /2 キーボードを接続します。 

「ハードウェア」一「キーボードについて」（一 P .29) 

14ラインイン端子（((【命） 

サウンド入力用端子です。オーディオ機器の出力端子と接続します。 
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15ラインアウト端子（(((寺） 

サウンド出力用端子です。オーディオ機器の入力端子と接続します。 

スピーカーを直接接続する場合は、アンプ機能内蔵のものをお使いください。 

なお、ヘッドホン端子にヘッドホンを接続している場合、ラインアウト端子からはをが 
出ません。 
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パソコン本体内部 



参カスタムメイドで CD - ROM ドライブロ 4倍速）を選択した場合 
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1拡張力ードスロット 

本 パソコ ンの機能をあ張するを種あ張カードを取り付けます。 PCI に巧応 したあ張カード 
を使えます。 

SCSI カードを取り付けると、本パソコンで外付けのハードディスクや光磁気ディスクド 
ライブなどが巧えるようになります。 

なお、カスタムメイドの選択によっては、あ張カードが取り付けられている場合があり 
ます。 

「増設 J - 「お張カードを取り付ける」 （^ P .68) 

2 電源 ユニット 
3内蔵ハードディスク 

SerialATA 規格の ハード デ ィス クです。 
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メインボード 


(背面) 



1内蔵バッテリ 

本 パソコ ンの時計機能と BIOS 七ットアップで設をした設を値を保をするための バ ッテリ 
です。標準の使用が態 （1 日約8時間）で拘5年間お使ぃになれます。 

2シリアル ATA コネクタ 

標準のハードディスクドライブが接続されてぃます。 

3フロッピーコネクタ 

カスタムメイドで内蔵 FDD 追加を選択してぃる場合、 フロッピー ディスクドライブが接 
続されてぃます。 

4 IDE コネクタ （ IDE 1) 

カスタム メイド、または FMV バリューシリーズで選択した CD - ROM ドライブが接続さ 
れてぃます。 

5 CPU / ヒートシンク （ CPU フアンの下にあります） 

6 DIMM スロット 

メモリを取り付けます。 

パソコン 本体の前面から見て右から、 DIMM し DIMM 2 と並んでぃます。 DIMM 1 には、 
標準のメモリが搭載されてぃます。 

「増設」一「メモリを取り付ける」い P .63) 
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第 2 章 


八ードウエア 

本パソコンをお使いになるうえで必要となる基 
本操作や基本事項を説明しています。 


1 疲れにくい巧い方 . 24 

2マウスにつし、て . 26 

3キーボードについて . 29 

4 CD / DVD について . 32 

5フロッピーディスクについて . 49 

6ハードディスクについて . 51 

7 CPU について . 52 

8ハードウエアのお手入れ . 53 

9憧 体のセキュリティ . 57 
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1おれにくい使い方 


パソコンを長時間巧い続けていると、目が疲れ、首や肩や腰が痛くなることがあり 
ます。その主な原因は、長い時間同じ姿勢でいることや、近い距離で画面やキーボー 
ドを見続けることです。パソコンをお使いの際は姿勢や環境に;'主意して、疲れにく 
い状態で操作しましょう。 


使巧中に休憩をとる 



ブラインドや力ーテ 
ンで、かホが直接目 
に入ったり画面に映 
り込んだりしないよ 
うにする 


目は、画面から 40cm 
Ja 上離し、画面の高さ 
は水平より下になるよ 
うにする 


背もたれのついた椅子 
を使巧し、足や腰を支 
える 


机やがかけを利巧して 
手首やがを支える 


お分なスぺースを確 
保する 


足の裏がぴったりホに 
つ〈ように、座面の高 
さを調節する 


足元のスぺ ースを 確保 
する 



P POINT 

► 富±通では、独立行政法人産業医学総合研究所の研究に協力し、その成果が「パソコン利 
巧のアクション■チェックポイント」としてまとめられています。 

詳し〈は、富± 通ホームぺージ （http://design.fujitsu.com/jp/universal/ergo/vdt/) の解説を 
ご幫〈ださい。 
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ディスプレイ 


• 外光が直接目に入ったり画面に映り込んだりしないように、をにブラインドやカーテンを 
取り付けたり、画面の向きやちまを調整しましょう。 

• 画面の輝度や文字の大きさなども見やすく調整しましょう。 

• ディスプレイの上端が目の位置と同じかやや低くなるようにしましょう。 

• ディスプレイの画面は、顔の正面にくるように調整しましょう。 

• 目と画面の距離は、 40 cm な上離すようにしましょう。 


使用時間 


• 1時間な上続けて作業しないようにしましょう。続けて作業をする場合には、1時間に10〜 
15分程度の休憩時間をとりましょう。また、休憩時間までの間に！〜2分程度の小休止を 
1—2 回取り入れましょう。 


入力機器 


• キーボードやマウスは、肘のち度が90まな上になるようにして使い、手首や肘は机、椅子 
の肘かけなどで支えるようにしましよう。 


化と椅子 


• 高さが調節できる机や椅子を巧いましょう。調節できない場合は、次のように工夫しましょ 

5。 

•机が高すぎる場合は、椅子を高く調節しましょう。 

•椅子が高すぎる場合は、足置き台を使用し、低すぎる場合は、座面にクッションを敷き 
ましよう。 

■椅子は、背もたれ、肘かけ付きを{吏用しましょう。 


作業スペース 


• キ几上のパソコンの配置スペースと作業領域は、充分確保しましよう。 

スペースが 狭く、腕の置き場がない場合は、椅子の肘かけなどを利用して腕を支えましよ 
う。 
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2マウスについて 



P POINT' 

► マウスは，ま期的にクリーニングして〈ださい（一 P.54)。 


マウスの使い方 


■ マウスの動かし方 

マウスの左ちのボタンに指がかかるように手をのせ、机の上などの平らな場巧で滑らせるよう 
に動かします。マウスの動きに合わせて、画面上の矢印（これを「マウスポインタ」といいま 
す）が同じように動きます。画面を見ながら、マウスを動かしてみてください。 




■ボタンの操作 

•クリック 

マウスの左 ボタンを1回カチッと押します。 

また、右ボタンをカチッと押ずことを「右クリック」といいます。 


カチッ 
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• ダブルクリック 

マウスの 左ボタンを2回連続してカチカチッと押します。 



• ポイント 

マウス ポインタを メニュー などに合わせます。 マウス ポインタを合わせた メニューの 下に 
階層がある場■合 （メニュ'一 の右端に►が表示されています)、その メニュ ■ 一 が表示されます。 



• ドラッグ 

マウスの 左ボタンを押したまま マウスを 移動し、希望の位置でボタンを離します。 



因 




• スク ロール 

. スクロールホイールを 前後に操作す る ことで、ウインドウ内の表示を スクロールさせる 
ことができます。また、第3のボタンとして、押して使うこともできます。 

. スクロール 機能は、巧応したソフトウェアで巧うことができます。 

P POINT 

► 上記のボタン操作は、「マウスのプ□パティ」ウィンドウでち巧き巧（ちな機能に左側のボ 
タンを使用）に設をした場合の操作です。 
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USB マウス（光学式）について 


USB マウス（化学式）は、を面からのホい光により照らし出されている陰影をオプティカル 
(光学）センサーで検知し、マウスの動きを判断しています。このため、机の上だけでなく、 
衣類の上や紙の上でも使用することができます。 

が重要 

► オプティカル（光学）センサーについて 

-マウス底面から発せられているホい光を直接見ると、眼に悪い影響をちえることがあり 
ますので避けてください。 

-センサー部分をミモしたり、傷を付けたりしないで〈ださい。 

-発光部分を他の用途に使用しないでください。 

P POINT 

► USB マウス（光学ま）は、次のようなものの表面では、正し〈動作しない場合があります。 
-鏡やガラスなど反き寸しやすいもの 

■ 光沢のあるもの 

-濃淡のはっきりした縮模おや柄のもの（木目調など） 

-網点の印刷物など、同じパターンが連続しているもの 
► マウスパッドをお使いになる場合は、明るい色の無地のマウスパッドをお使いになること 
をお割めします。 

► USB マウス（光学ま）は、お接牠でマウスの動きを検知しているため、特にマウスパッド 
を必要としません。ただし、マウス本体は接触しているので、傷がつきやすい机やテーブ 
ルの上では、傷を防止するためにマウスパッドをお使いになることをお勧めします。 
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3キーボードについて 


キーボード （109A 日本語キーボード）のキーの役割を説日月します。 


P POINT 

► お使いになる ソフトウェア により、 キーの 役割がをわることがあります。 
ソフトウエアのマニュアルをご覧ください。 


123 456789 10 11 
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1 [Esc ] キー 

ソフトウェアの実行中の操作を取り消します。また、 【 Ctrl 】 + 【 Shift 】 キーと一緒に押 
すと、 「Windows タスクマネージャ」ウィンドウが表示され、ソフトウェアを強制終了で 
きます。 

之【半角/全角】キー 

文字の入力時に、半角と全巧を切り替えます。 

3 [F1] ~ [F12 ] キー 

ソフ トウェアごとにいろいろな役割が割り当てられています。 

4 [Enter ] キー 

入力した文字を確定したり、文を改行したり、コマンドを実行したりします。 

リターンキー、または改行キーとも呼ばれます。 

5 [Back Space 】 キー 

力 ーソルの 左にある 文字や選択した範囲の文字を削除します。 

6 [Insert ] キー 

文字の入力時に、「挿入モード」と「上書きモード」を切り替えます。 

7 [Print Screen 】 キー 

画面のコピーをクリップボードに取り込みます。また、 【 Alt 】 キーと一緒に押すと、アク 
ティブになっているウィンドウのコピーをとることができます。 
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8 [ Home ] キー 

力 ー ソルを行の最初に一まに移動し ます。 

【 Ctrl 】 キーを一緒に押すと、文章の最初に一度に移動します。 

9 [Page Up ] キー 

前の画面に切り替えます。 

10 インジケータ 

【Num Lock 】 キー、 [ Shift ] + に apsLock 英数】 キー 、 【Scroll Lock 】 キーを押すと点灯し、 
をキーが機能する状態になります。再び押すと消え、各キーの機能が解除されます。 

11 [Num Lock ] キー 

テンキーの機能を切り替えます。再ま押すと、解除されます。 

12 【Caps Lock 英数】キー 

[ Shift ] キーと一緒に押して、アルファベットの大文字/小文字の入カモードを切り替え 
ます。 

Caps Lock を ON にすると大文字、 OFF にすると小文字を入力できます。 

13 [ Ctrl ] キ ー 

化のキーと組み合わせて使います。 

14 [ Shift ] キ ー 

化のキーと組み合わせて使います。 

15 【な】 （ Windows ) キー 

「スタ'—卜 J メニュ ■ —を表示します。 

16 [ Alt ] キ ー 

化のキーと組み合わせて使います。 

17 に pace 】 キー 

空白を入力します（キーボード手前中央にある、何も書かれていない横長のキーです)。 
18 【旨】（アプリケーシヨン）キー 

選択した項目のショートカットメニューを表示します。 

マウスの右クリックと同じ役割をします。 

19 [ Delete ] キー 

力ーソルの 右に ある 文字や選択した範囲の文字、または選択した アイコン や ファイルな 
どを削除します。 

また、 【 C じ1】+ [ Alt ] キーと一緒に押すと、 「 Windows タスクマネージャ」ウィンドウま 
たは 「 Windows のセキュリティ」ウィンドウが表示され、システムを強制終了できます。 

20 End 】 キー 

カーソルを 行の最後に移動します。 

【C じ 1】 キーと一緒に押すと、文章の最後に移動します。 

21 力ーソルキー 

力ーソルを移動します。 

22 [Page Down ] キー 

次の画面に切り替えます。 

23 テンキー 

「 NumLock 」 インジケータ点げ時に数字が入力できます。 

「Num Lock 」 インジケータ消げ時にキー下段に刻印された機能が有効になります。 
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P POINT 

► キーボード底面にあるチルトフットを起こすと、キーボードに角度をつけることができます。 



チルトフット 
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4 CD/DVD について 


CD / DVD の取り扱いやセツト方法、取り出し方法について説明します。 

が重要 

► ここでは、 CD-ROM、 音楽 CD および CD-R/RW ディスクをまとめて CD、DVD-ROM や DVD- 
Video などをまとめて DVD と呼んでいます。また、 CD や DVD をまとめてディスクと呼 
びます。 

► カスタムメイド、または FMV バリューシリーズで選巧したドライブによって、使巧できる 
ディスクは異なります。 

► WinDVD、Roxio Digi ね IMedia、「DVD-RAM ドライバーソフト」については「ソフトウェ 
ア」一「ソフトウェアー覧」（一 P.11 日）をご幫〈ださい。 


取り扱い上のを意 


■ディスクご使用時のを意事項 

• ディスクは両面ともラベルを貼ったり、ボールペンや鉛筆などで字を書いたりしないでくだ 
さい。 

• データ面をさわったり、傷をつけたりしないでください。 

• 曲げたり、重いものを載せたりしないでください。 

• 巧れたり、水滴がついたりしたときは、少し湿らせた布で中央から外側へ向かっておいた 
後、乾いた布で巧き取ってください。 

• コーヒー などの液体がかからないようにしてく ださい。 

• 高温や低温の場所に保管しないでください。 

• 湿気やほこりの多い場所に保管しないでください。 

• パソコン本体の CD アクセスランプが点げ中は、振動や衝撃を与えないでください。 

■ CD 自動挿入機能（オートラン）が有効に設をされていると、正しく書き込みができないラ 
イティングソフトウェアがあります。ソフトウェアの指示に従って CD 自動挿入機能を設 
定してください。 

• ディスクに書き込み中は、パソコン本体の電源を切ったり、再起動したり、 CD / DVD 取り 
出しボタンを押したりしないでください。また、 【 C 扛1】+ [ Alt ] + 【 Delete 】 キーを押す 
操作もしないでください。 

• 書き込み中にディスクのディスク面に傷を検出した場合、書き込みを中断することがあり 
ます。 

• ディスクへの書き込みを行うときは、自動的にスタンバイまたは休止が態にならないよう 
に、省電力の設ををを更してください。 

•ディスクへの書き込み中は、化のソフトウェアを起動しないでください。化のソフトウェ 
アを起動している場合は、そのソフトウェアを終了させてください。 
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■ DVD-Video ご使用時のを意事項 

• 次の DVD - Video がお使いになれます。 

• DVD - Video に記録されているリージョンコードに「2」が含まれているか、 「 ALLJ と書か 
れているディスク 

■ディスクの種類によっては、専用の再生ソフトが添付されている場合があります。ディス 
クに添付の再生ソフトをインストールした場合、 「 WinDVD 」 での再生は保証いたしません。 
また、ディスクに添付されている再生ソフトについても、弊社では保証いたしません。 

• リージョン（地：®)コードについて 

. リージョン（地巧）コードのを更は4回までです。 

リージョン（地域）コードを4回'変更すると、最後に設定したリージョン（地孤コー 
ドに固定され、その化のリージョン（地域）コードの DVD - Video は再生できなくなりま 
す。固をされたリージョン（地虹で）コードを'変更するホ法はありませんのでご注意くだ 
さい。 

•前回再生した DVD - Video と、リージョン（地城）コードが異なる DVD - Video を再生しよ 
うとすると、リージョン（地嫩コード'変更を確認するメッセージ画面が表示されます。 
このメッセージ画面で 「 OK 」 をクリックすると、リージョンけ也城）コードの設をが'変 
更されます。 

. ご購入時のリージョン（地が）コードは 「2」 です。 

■ DVD のディスクの種類によっては、著作権保護のため、コピープロテクトがかかっている 
場合があります。 「 WinDVD 」 では、著作権保護として、デスクランブル機能および申目互認 
証 （ Authentication ) 機能が用意されています。著作権保護のされたデータなどをコピーし、 
再生しても、申目互認証エラ ■ — (Authentication Error ) となり、再生できません （This DVD 
can't be played in this Region . と表示されます)。 

■ DVD ディスク再生時のを意事項 

• 再生する DVD - Video によっては、コマ落ちをする場合があります。 

• rwinDVDJ の設定を'変更した直後は、 DVD-Video の再生が不ををになる場合があります。 
• キャプション表示とサブタイトル表示を、同時に表示することはできません。 

• MPEG 1 のデータによっては再生できないものがあります。 

■市販されているウイルス対策ソフトと 「 WinDVD 」 を同時に起動することはできません。 
自動検索の機能を持つウイルス対策ソフトに関しては、 「 WinDVD 」 を起動する前に一時的 
に起動しないようにしてください。なお、本パソコンに添付のアンチウイルスソフトは問 
題ありません。 

• DVD - Video の再生中に化のソフトウェアを起動すると、コマ落ち/音飛びする場合があり 
ます。コマ落ち/音飛びを防ぐために、起動しているソフトウェアはすべて終了してくだ 
さい。 

なお、定巧的に自動起動して、ウイルスチェック、ディスクメンテナンス、データベース 
更新およびデータ送受信処 a などを行うソフトウェアについても、その頻度により音や映 
像の再生に影響が出ますので、必要に応じて終了してください。 

• DVD ディスクおよびビデオ CD によっては、再生される映像データが表示エリア全体に表示 
されないものがあります。この場合は、表示の一部が黒くなります。 

• マウスカーソルの デザインによっては、 DVD 再生画面の上に移動したときに マウスカーソ 
ルが点滅することがあります。このような時は、 「マウスのプロパティ」の 「ポインタ」夕 
ブで、「デザイン」の設定を「なし」に変更してください。 

• 縦横比が16:9で録画されている DVD - Video をフルスクリーン表示をさせた場合、ズーム機能 
が巧用できないことがあります。 
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■ ドライブのを意事項 

■本パソコンは、円形のディスクのみお使いになれます。円形な外の異形ディスクは、お使 
いにならないでください。ホ障の原因となることがあります。異形ディスクをお使いにな 
り故障した場合は、保証の対象外となります。 

• 「ディスクご使用時の注意事項」が守られていないディスク、ゆがんだディスク、割れた 
ディスク、ヒビの入ったディスクはお巧いにならないでください。故障の原因となること 
があります。これらのディスクをお{まいになりか障した場合は、保証の対象外となります。 
• DVD 規格では媒体の厚さを 1.14 mm 〜 1.5 mm と規をしています。 

記録面が薄 V 、媒体など、一部でもこの範囲外の厚さになっている媒体をお使 V 、になるとホ 
障する場合があります。 

規格外の DVD 媒体をお巧いになり故障した場合は保証の対象外となります。 

• 巿販の CD - ROM クリーニングディスクを使ってクリーニングを行うと、レンズにゴミなどが 
付着することがあります。 CD - ROM クリーニングディスクはお使いにならないでください。 
• コピーコントロール CD は、現状の音楽 CD の規格に準拠していない特殊なディスクのため、 
本パソコンでの再生および動作保証はできません。コピーコントロール CD のご{ま用中に 
不具合が生じた場合は、各コピーコントロール CD の発売元にお問い合わせください。 

なお、正式な音楽 CD 規格に準拠した CD には、次のようなロゴが表示されています。 


团陌區曲目阻な 


P POINT 

► DVD-ROM ドライブ、 DVD-ROM &CD-R/RW ドライブまたは スーパーマルチ ドライブをお 
使いの場合は、ホの点にごを意ください。 

-不正コピー防止の仕梯に準拠していない DVD ディスクやビデオ CD は、正常に再生で 
きない場合があります。 

-本パソコンでは DVD-Audio など「使用できるディスク」 （一 P.35) に記載されていない 
ディスクの再生および動作な証はできません。 

► 「WinDVDj では DVD-Video および DVD-VR/+VR フホーマツ トの デー タのみ再生できます。 
その他のおまで フホーマツ トされた デー タの再生および動作な証はできません。 
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使用できるディスク 


本 パソコンで 使用できるディスクは、カスタムメイドまたは FMV バリューシリーズの選択に 
よつて異なります。お使レ、のドライブの表をご覧ください。 

なお、 DVD - RAM / R / RW 、 DVD-R DL 、 DVD + R/RW および DVD+R DL は 、 「PC データ用」を 

お使いになることをお勧めします。 

P POINT 

► 本パソコンでは 8 cm および 12cm のディスクをお使いになれます。ただし、カスタムメイド 
で CD-ROM ドライブ （40 倍速）を選巧した場合に 8cm のディスクをお使いになるとき 
は，パソコン本体を横置きにして〈ださい。 


□ CD-ROM ドライブの場合 
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□ DVD-ROM ドライブの場合 
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ま1:- DVD-RAM は、力ートリッジなしタイブまたは力ートリッジからディスクが巧り出せるタイブをご購入くださ 
い。 

カートリッジに入れた状態で使用するタイブ （Type1) は使用できません。また、無理に取り出して使わない 
でください。 

- 2.6GB および 5.2GB のディスクは、使用できません。 

ま2 : DVD-RAM2 は、5倍速までの従来規格の DVD-RAM と異なり、6、8、12、16倍速に対応した DVD-RAM です。 
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□ DVD-ROM & CD-R/RW ドライブの場合 



読み込み 

書き込み 

書き換え 

CD-ROM 

团腹區 


〇 

X 

X 

音楽 CD 

团腥面 

DIGITAL AUDIO 

曲呂陌な 

DIGITAL AUD に 


〇 

X 

X 

ビデオ CD 

nCOMPACT 

面旧歷 

fD に ITAL video! 


〇 

X 

X 

CD- 民 

nCOMPACT 

曲離 

[Recordable 1 


〇 

〇 を 1 

X 

CD-RW 

口 COMPACT 

耐自阳 

jncOMPACT'S 

も旧旧 1 


〇 

G 注 1 注 2 

G 注 1 注 2 

(Rewritable 1 

(ReWdta 日 le 悼‘ 

DVD-ROM 

ijyi> 

ROM 


〇 

X 

X 

DVD-Video 


〇 

X 

X 

DVD-R 

(for Authoring) 
(3.95GB/4.7GB) 

a7VE> 


〇 

X 

X 

DVD-R 

(for General) 

(4.7GB) 



〇 

X 

X 

DVD- 民 DL 

(8.5GB) 


X 

X 

X 

DVD- 民 W 

巡 

R W 


〇 

X 

X 

DVD+R (4.7GB) 

聊 

〇 

X 

X 

DVD+R DL 

C8.5GB) 


〇 

X 

X 

DVD+R 耶 (4.7GB) 

BIB 

DVDRewritable 

〇 

X 

X 

DVD-RAM 注 3 
C4.7GB / 9.4GB) 

巡 

RAM 


〇 

X 

X 

DVD-RAM2 注 4 


X 

X 

X 

















































































製品ガイド FMV-D 5220、 FMV-D3220 


ま1: CD - R や CD - RW へのデータの追記は 「Roxio Digi ね IMediaJ で巧います。なお、データの追記を行うためには、 
「Roxio DigitalMediaJ を使って CD / DVD にデータの書き込みを行う際に、 CD / DVD を追記可能の状態にしておく 
必要があります。 

詳し〈は 、 「Roxio Digi ね IMediaJ のへ ルブをご覧ください。 

ま2 : CD - RW に書き込んだデータを削除するには、ディスクに書き込まれているデータをすべて消去する必要があり 
ます。 

ま3 : ■ DVD - RAM は、力ートリツジなしタイプまたは力ートリツジからディスクが取り出せるタイプをご購入くださ 
い。 

力ートリツジに入れた状態で使用するタイプ （ Type 1) は使用できません。また、無理に取り出して使わない 
でください。 

- 2.6 GB および 5.2 GB のディスクは、使用できません。 

ま4 : DVD - RAM 2 は、5倍速までの従来規格の DVD - RAM と異なり、6、8、12、16倍速に対応しと DVD - RAM です。 
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□ スーパーマルチドライブの場合 
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ま1: CD-R や CD - RW 、 DVD - R 、 DVD - RW 、 DVD + R 、 DVD+R DL 、 DVD+RW への データの追記は 「Roxio DigitalMediaJ 
で行います。なお、データの追記を行うためには、 「 RoxioDigi ね IMediaJ を使って CD / DVD にデータの書き込み 
を行う際に、 CD / DVD を追記可能のが態にしておく必要があります。 

詳し〈は 、 「Roxio DigitalMediaJ のへ ルブをご覧ください。 

ま2 :書き換え速度については、最大10倍速までを保証します。 


ま3 : CD - RW 、 DVD - RW 、 DVD + RW に書き込んだデータを削除するには、ディスクに書き込まれているデータをすべ 
て消去する必要があります。 

ま4 : DVD - RDL には追記はできません。 


を5 


を6 


- DVD - RAM は、カートリッジなしタイブまたはカートリッジからディスクが取り出せるタイブをご購入くださ 
い。 

力ートリッジに入れた状態で使巧するタイブ （ Type 1) は使巧できません。また、無理に取り出して使わない 
でください。 

- 2.6 GB および 5.2 GB のディスクは、使巧できません。 

DVD - RAM 2 は、5倍速までのがホ規格の DVD - RAM と異なり、6、8、12、16倍速に対応した DVD - RAM です。 
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□推舆ディスク 


本 パソコンで 書き込み、書き換えを行う場合は、次のディスクをお使いになることをお勧めし 
ます。なお、使用できるディスクは、カスタムメイドや FMV バリューシリーズの選択によつ 
て異なります。 

CD - 民 


太陽誘電 ： CD 民- 74 WTY 、 CD 民- 74 WPY 、 CD 民- 80 WTY 、 CDR -80 WPY 

CD-RW 

兰菱化学メディア： SW 74 QU し SW 74 EUU SW 80 QU し SW 80 EU 1 
DVD - 民 


兰菱化学メディア 
太陽誘電 

DVD-R DL 

兰菱化学メディア 

DVD - 民 W 

日本ビクター 
DVD+R 

兰菱化学メディア 
太陽誘電 

DVD+R DL 

兰菱化学メディア 

DVD+RW 


: DHR 47 JP 

: DVD - R 47 WPY 、 DR -47 WTY 
: DHR 85 YP 1 
: VD - W 47 F 、 VD - W 47 H 
: DTR 47 JP 

: DVD + R 47 TY , DR +47 WTY 
: DT 民 85 N し DTR 85 H 1 


リコー ： D 民 WD -4 XPC 、 D 4 民 WD - S 1 CW 

兰菱化学メディア： DTW 47 U 1 
DVD-RAM 

日立マクセル ： D 民 M 47 C .1 P (4.7 GB 、 カー トリ ッジ 無）、 

D 民 MC 47 C .1 P (4.7 G 巨、 カートリッジ有、取り出し可）、 

D 民 MC 94 C .1 P (9.4 G 巨、 カートリッジ有、取り出し可） 

上記が外の記録型ディスクをお使いの場合は、書き込み、書き換え速度の低下や正常に書き込 
み、書き換えができない場合があります。 


P POINT 

► カスタムメイドまたは FMV バリューシリーズで DVD-ROM&CD-R/RW ドライブまたはスー 
パーマルチドライブを選択した場合は、次のことにご ミ 主意〈ださい。 

-本パソコンで作成した CD-R/RW は、お使いになる CD ブレーヤーによっては再生でき 
ない場合があります。 

-本パソコンで作成した DVD-RAM、DVD-R/RW、DVD-R D し DVD+R/RW および DVD+R 
DL は、お使いになる DVD プレーヤーによっては、再生できない場合があります。 

また、再生に対応した DVD プレーヤーをお使いの場合でも、ディスクの記録状態によっ 
ては再生できない場合があります。 

-ウイルス対策ソフトなどを常駐し、ファイルアクセスの監視を巧った状態でディスクに 
書き込むと、書き込み速度が低下する場合があります。 
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DVD - RAM への書き込み/書き換えについて 

本パソコンのスーパー マルチ ドライブで DVD - RAM を作成する場合には、あらかじめ DVD - 
RAM ディスクをフォーマット（初期化）する必要があります。 

9.4 G 巨の両面タイプの DVD - RAM ディスクについては、片面ごとにフォーマツトしてください。 
2.6/5.2 G 巨の DVD - RAM ディスクについては使用できません。 

■ DVD-RAM の フオーマツトお式 

DVD - RAM ディスクのフォーマツトには、次のものがあります。 

□ FAT お式 

Windows の標準フォーマットで、ハードディスクなどでも使用されています。 

• FAT 32 

Windows の標準フオーマットです。 


□ UDF (Universal Disk Format ) お式 

DVD の統一標準フォーマットです。 UDF 形式でフォーマットした DVD-RAM メディアでは、 
エラーチェックツール や最適化（デフラダ） ツールは 実行できません。 

• UDF 1.5 

DVD - RAM ディスクの標準フォーマットです。 

• UDF 2.0 (「 DVD - RAM ドライバーソフト」のみ選択可能） 

DVD フォーラム策定の「ビデオレコーディングフォーマット規格」準拠のフオーマットで 
す。 


■ ソフトウエアについて 

本パソコンのスーパーマルチドライブで DVD - RAM に書き込み、書き換えする場合は、次の 
ソフトウェアがお使いになれます。 

• Windows 標準のドライノく 

Windows が標準でサポートしているドライバで DVD - RAM の書き込み、書き換えを行うこ 
とができます。 

DVD - RAM の フォーマッ ト形式は、 FAT 32 に対応しています。 

「 DVD - 民 AM ドライバーソフト」をインストールすると、機能が強化されます。 

• DVD - RAM ドライバーソフト 

ハードディスクと同様の操作で DVD - RAM に書き込み、書き換えを行う場合は、 「 DVD - 
RAM ドライバーソフト」をインストールしてください。インストールする場合は、 「 DVD - 
RAM ドライバーソフト」 CD - 民 OM を用意してください。 

インストール方法は、「ソフトウェア」一「ソフトウェアー覧」（一 P .116) をご覧ください。 
DVD - RAM のフォーマット形式は、 FAT 32、 UDF 1.5 および UDF 2.0 に対応しています。 
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■ DVD - RAM ディスクに書き込むための準備 

DVD - RAM ディスクに書き込む前に、ドライブの設ををを更し、 DVD - RAM ディスクをフォー 
マットしてください。 

• 初めて DVD - RAM ディスクに書き込む場合は、次の手順でドライブの設ををを更してくださ 

い。 

1. 「スタート」ボタン^「マイコンピュータ」の順にクリックします。 

2. DVD - RAM を割り当てているドライブを右クリックし、 「プロパティ」 をクリックしま 
す。 

3. 「書き込み」タブで「このドライブで CD 書き込みを有効にする」のチェックを外します。 

4. 「 OK 」 をクリックします。 

• DVD - RAM ディスクをフォー マッ トする場合は、お{まいになる目的にあわせて、フォー マッ 
卜形式を選んでください。 
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ディスクを七ットする/取り出す 


A ミ主意 




• CD や DVD をセツトするとき、および取り出すときには、 CD/DVD ドライブのトレーに指など 
を入れないでください。 

けがの原因になることがあります。 


ディスクを七ットする 

□ カスタムメイドで CD-ROM ドライブ （ 40 倍速）を選択した場合 

t CD / DVD 取り出しボタンを巧します。 

CD / DVD ボタンを押すと、ディスクを七ットするトレーが出てきます。 


CD/DVD 取り出しボタ 




2 ディスクをセットします。 

ディスクのレーベル 面を左にしてト レーの 中央に置き、 ディスクの 落下を防止するため 
のツメ （4 ヶ巧）で固をします。 
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3 CD / DVD 取り出しボタンを押します。 

トレーがパソコン本体に入り、ディスクがセツトされます。 



P POINT 

► ディスクをセットすると、 CD アクセスランプが点なします。 CD アクセスランプがミ肖えた 
ことを確認してから、ホの操作に進んでください。 

► トレーが入っている途中で CD/DVD 取り出しボタンを押すと、トレーが正し < セットされ 
ません。 

► ディスクをセットしてから使巧可能となるまでしばら<時間がかかります。また、マルチ 
セッションディスクの場合、通常のディスクをお使いになるときと比べ、セットしてから 
使用可能となるまで、多少時間がかかることがあります。 

□ カスタムメイドで CD-ROM ドライブ （ 24 倍速）を選択した場合 

1 CD / DVD 取り出しボタンを巧します。 

CD / DVD 取り出しボタンを押すと、ディスクを七ットするトレーが少し出てきます。 
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2 トレーを手で引き出します。 

図のようにトレーの中央を持って引き出してください。 



3 ディスクをセットします。 

ディスクのレーベル面を左にして、トレーの中央の突起にディスクの穴を合わせ、レく 
チン」という音がするまでしっかりとはめ込んでください。このとき、パソコン本体が 
転倒しないようトレーを手で押さえてください。 

きちんとはめ込まないと、再生できなかったり、ディスクが取り出せなくなったりする 
ことがあります。 
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4 トレーを手で「カチッ」という音がするまで押します。 

トレーがパソコン本体に入り、ディスクが 七ッ トされます。 



P POINT 

► ディスクをセットすると、 CD アクセスランプが点なします。 CD アクセスランプがミ肖えた 
ことを確認してから、ホの操作に進んでください。 

► トレーを入れるときに CD/DVD 取り出しボタンを押すとトレーが正し < セットされませ 
ん。 

► ディスクをセットしてから使巧可能となるまでしばら〈時間がかかります。また、マルチ 
セッションディスクの場合、通常のディスクをお使いになるときと比べ、セットしてから 
使用可能となるまで、多少時間がかかることがあります。 


■ディスクを取り出す 

ディスクを取り出す場合は、 CD アクセスランプが消えていることを確認してから、 CD/DVD 
取り出しボタンを押してください。 
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5フロッピーディスクについて 


フロッピーディスクの取り扱いやセット方法、取り出し方法を説巧します。 

が重要 

► カスタムメイドの選巧によっては、フ□ッピーディスクドライブは搭載されていません。 


取り扱い上のま意 


故障の原因となりますので、フロッピーディスクをお{吏いになるときは、次の点に注意してく 
ださい。 

• コーヒーなどの波体がかからないようにしてください。 

• シャッタを開いて中のディスクにさわらないでください。 

• 曲げたり、重いものをのせたりしないでください。 

• 磁石などの磁気を帯びたものを近づけないでください。 

• 固いホなどに落とさないでください。 

• 高温や低温の場所に保管しないでください。 

• 湿気やほこりの多い場所に保管しないでください。 

• ラベルを何枚も重ねて貼らないでください（ドライブにつまる原因になります)。 

• 結露させたり、濡らしたりしないようにしてください。 


フロッピーディスクを七ットする/取り出す 


A ミ主意 

A * フロッピーディスクをセットするとき、および取り出すときには、フロッピーディスクドラ 
イブの差し込み口に指などを入れないで〈ださい。 

けがの原因になることがあります。 

P POINT 

► DOS/V フォーマット済みのフロッピーディスクをお使いくださし、。その他のフロッピーディ 
スクをお使いになると、動作が保証されません。 
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■ フロッピーディスクを七ットする 

1 ラベル面を左にしてシャッタのある側から、フロッピーディスクドライブに差 
し込みます。 

「カシャツ」と音がして、フロッピーディスク取り出しボタンが飛び出します。 



■ フロッピーディスクを取り出す 



P POINT 

► フロッピーディスクアクセスランプの点な中に、フ□ッピーディスクを巧り出さないで〈 
ださい。データが破壊される可能性があります。 


2フロッピーディスク取り出しボタンを巧します。 

フロッピーディスクが出てきます。 
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6ハードディスクについて 


ハードディスクの取り扱いについて、気をつけていただきたいことを説明します。 


ま意事項 


故障の原因となりますので、次の点に注意してください。 

•ハードディスクの 内部では、情報を記録する ディスクが 高速に回転しながら、情報の読み 
書きをしています。非常にデリケートな装置ですので、電源が入ったままの状態で本パソ 
コンを持ち運んだり、衝撃やお動を与えたりしないでください。 

• 極端に温度'変化が激しい場所でのご使用および保管は避けてください。 

■直が日光のあたる場所や発熱器具のそばには近づけないでください。 

• 衝撃や振動の加わる場所でのご巧用および保管は避けてください。 

• 湿気やほこりの多い場所でのご使用および保管は避けてください。 

• 磁石や強い磁界を発生する装置の近くでのご使用および保管は避けてください。 

• 分解したり、解体したりしないでください。 

• 結露させたり、濡らしたりしないようにしてください。 

P POINT 

► 取り扱い方まによっては、ディスク内のデータが破壊される場合があります。重要なデー 
夕は必ず/くックアップを取っておいてください。 

► 同ータイプのハードディスクでも若干の容量差があります。ハードディスク単位ではな< 
ファイル単位、または区画単位でのバックアップをお勧めします。 
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7 CPU について 


本パソコンに搭載されている CPU で使用できる機能は、次のとおりです。 


が重要 

► ここで説明する CPU のを機能は 、 Windows XP モデルで、 Mic の soft ® Windows ® XP Service 
Pack 2セキュリティ強化機能搭載（が降 、 Windows XPSP 2) をインストールした場合の 
みお使いになれます。その他の OS をお使いになる場合の動作保証はいたしません。 

なお、 WindowsXP モデルには、あらかじめ WindowsXPSP 2 がインス I ルされています。 

お使いのパソコンに搭載されている CPU をご覧ください。 



Intel ⑥ 
Pentium® 4 
プロセッサ 
640 

3.20 GHz 

Intel® 
Pentium® 4 

プロセッサ 

630 

3.0 GHz 

Intel ⑥ 
Pentium® 4 
プロセッサ 
521 

2.80 GHz 

Intel ⑥ 

Celeron® D 

プロセッサ 

336 

2.80 GHz 

Intel® 
Pentium® 4 
プロセッサ 
541 

3.20 GHz 

Intel ⑥ 

Pentium® 4 

プロセッサ 

524 

3.06 GHz 

エグゼキュート.デイス 
エーブル.ビット機能 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ハイ パ ■ —.スレツデイング. 

テクノロジ機能 

〇 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 


■ エグゼキユート-ディスエーブル■ビツト機能 

エグゼキュート•デイスエーブル.ビツト機能は、 Microsoft ® Windows ® XP Service Pack 2七 
キュリティ強化機能搭載似降 、 Windows XP SP 2) のデータ実行防止 （ DEP ) 機能と連動し、 
悪意のあるプログラムが不正なメモリ領域を使用することを防ぎます。 

この機能を有劾にするか無効にするかは、 BIOS セットアップで設定します。ご購入時は、有 
効に設定されていまず。 

この機能を有劾にした攝創ま、次のようになります。 

•「システムのプロパティ」ウィンドウの「全般」タブに、「物理アドレス拡張」というメツ 
セ'ージが表示されます。 

• データ実行防止 （ DEP ) 機能がウィルスやその他の脅威を検出した場合、「データ実行防止」 
ウィンドウに「コンピュータの保護のため、このプロダラムは Windows により終了されま 
した。」というメッ七ージが表示されます。 

この場合は、「データ実行防止」ウィンドウの「その他の詳細情報を表示します。」をクリッ 
クして表示される対処方法に従ってください。 

■ハイパー-スレツディング-テクノロジ機能 

ハイパー. スレッディング.テクノ ロジ 機能は、1 つの CPU を2 つ あるかのように見せかけ 
ることによってソフトウェアの複数処 a の性能を高め、作業効率を上げることができます。 
この機能を有効にするか無効にするかは、 BIOS セットアップで設をします。ご購入時は、無 
効に設定されています。設をを'変更する方法などは、『取极説明書』をご覧ください。 













8 八ードウエアのお手入れ 
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パソコ ン本体のお手入れ 


A 警告 

A 


• お手入れをする場合は、パソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プラグ 
をコンセントから抜いた後に巧ってください。 

この手順を守らずに作業を巧うと、感電-火災または故障の原因となります。 


柔らかい布で、から拭きします。から拭きで落ちない汚れは、中性洗剤をしみ込ませ固く 
しぼった布で拭きます。汚れが落ちたら、水に浸して固くしぼった布で、中性洗剤を拭き 
取ります。拭き取りのときは、パソコン本体に水が入らないようにご注意ください。 
中性洗剤な外の洗剤や溶剤などをお使いにならないでください。パソコン本体を損傷する 
原因となります。 

パソコン 本体内部にほこりがたまると、故障の原因となります。通風孔にほこりがたまら 
ないように定期的に清掃してください。 
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が重要 

► パソコン本体内部のほこりがたまりやすい箇所です。故障の原因となりますので、ほこり 
がたまらないように定期的に清掃して〈ださい。 



► パソコン本体内部の部品には邮れないでください。 

異音や故障の原因となりますので、 CPU ファンの羽根およびその他のパソコン本体内部の 
部品には、極力手を触れないで〈ださい。 

► 清掃時には、お分に換気して〈ださい。 

清掃時には、ほこりなどを口や鼻から吸い込まないように、窓を開けたり、換気扇を回し 
たりするなどして、お分に換気してください。 


マウスのお手入れ 


表面の汚れは、柔らかい布でから拭きします。 

汚れがひどい場合は、水または水で薄めた中性洗剤を含ませた布を、固く絞って拭き取ってく 
ださい。中性洗剤を使用して拭いた場合は、水に浸した布を固く絞って中性洗剤を拭き取って 
ください。また、拭き取りの際は、マウス内部に水が入らないよう充分に注意してください。 
なお、シンナーやベンジンなど揮発性の強いものや、化学ぞうきんは絶対に使わないでくださ 

い。 

また、 PS /2 マウスのボールがスムーズに回転しないときは、ボールを取り外してクリーニン 
ダします。ボールのクリーニング方法は、次のとおりです。 
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t マウスの裏ブタを取り外します。 

マウス底面にある裏ブタを、矢巧の方向に回して取り外します。 



2ボールを取り出して、水洗いします。 

マウスをひっくり返し、ボールを取り出します。その後、ボールを水洗いします。 



3 マウス内部をクリーニングします。 

マウス内部、および裏ブタを、水に浸して固くしぼった布でおきます。 
ローラ ■ 一は、綿をで巧きます。 



4ボール、裏ブタを取り付けます。 

ボール と マウスの 内部をホ分乾燥させたら、 ボール と裏ブタを取り付けます。 


キーボードのお手入れ 


キーボードの巧れは、乾いた柔らかい布で怪く巧き取ってください。 

汚れがひどい場合は、水または水で薄めた中性洗剤を含ませた布を、固く絞っておき取ってく 
ださい。中性洗剤を使用してないた場合は、水に浸した布を固く絞って中性洗剤をなき取って 
ください。また、おき取りの際は、キーボード内部に水が入らないようホ分に注意してくださ 
い。なお、シンナーやベンジンなど揮発性の強いものや、化学ぞうきんは絶巧に使わないでく 
ださい。 

キーボードのキーとキーの間のほこりなどを取る場合は、圧縮空気などを使ってゴミを吹き飛 
ばしてください。なお、掃除機などを使って、キーを強い力で引っ張らないでください。 
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フロッピーディスクドライブのお手入れ 


が重要 

► カスタムメイドの選巧によっては、フロッピーディスクドライブは搭載されていません。 

フロッピーディスクドライブは、長い間使用していると、ヘッド（データを読み書きする部 
品）が巧れてきます。ヘッドが巧れると、フロッピーディスクに記録したデータを正常に読み 
書きできなくなります。別売のクリーニングフロッピーを使用して、3ヶ月に1回程まの割合 
でクリーニングしてください。 

■ 用意するもの 

商品を： クリーニングフロッピィマイクロ 
商品番号： 0212116 

クリーニン グ フロッピィマイクロは、 富±通サプライ品です。お問い合わせ先にっいては、『取 
な説明書』をご覧ください。 

■ お手入れのしかた 

1 クリーニングフロッピーをセットします。 

2 デスクトップの「マイコンピュータ」アイコンをダブルクリックします。 

「マイ コンピュータ」 ウィンドウが表示されます。 

3 「3.5インチ FD ( A :) J をクリックします。 

フロッピーディスクドライブのクリーニングが開始されます。 

4 「ドライブ A のディスクは フホーマット されていません。今すぐ フォーマットし 
ますか？」の メッセー ジが表示されたら、「いいえ」をクリックします。 

5 フロッピーディスクへのアクセスが終了したことを確認し、クリーニングフ 
ロッピーを取り出します。 

6 「マイコンピュータ」ウィンドウを閉じます。 
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9售化の七キユリテイ 


パソコン内部のデバイスレ、ードディスクや CPU など）を盗難から守るため、本パソコンに 
施錠できます。 

パソコン本体前面の施錠方法 


が重要 

► カスタムメイドの選択によっては、本体力/くーキーは搭載されていません。 

t パソコン本体前面の鍵穴に、添付の本体カバーキーを差し込み、ちに回します。 



が重要 

► 施錠する場合は、お客様の責任で、本体カバーキーを紛失しないようにしてください。 

► 本体カバーキーを紛失した場合は、引取修理による本体カバーの交換が必要となります。 
「富±通ハードウ X ア修理相談センター」にご連絡ください。 

なお、保証期間にかかわらず、鍵の紛失による本体カバーの交換は有償となります。 

► 本体カバーキーを紛失した場合は、訪問修理の際も即日修理ができません。 

引取修理になりますので、あらかじめご了承ください。 












製品ガイド FMV - D 5220、 FMV - D 3220 


パソコン本体背面の施錠方法 


1 アッパーカバーがきちんと取り付けられていることを確認します。 



P POINT 

► セキュリティ施錠金具の巧径は、ホ 8 mm です。 

2セキュリティ施錠金具に、市販の鍵を取り付けます。 





P POINT 

► セキュリティ施錠金具には、ホのセキュリティワイヤも使用できます。 

商品名：セキュリ□ックワイヤ . TOP 
商品番号：1690290 

セキュリロックワイヤ. TOP は、富±通サプライ品です。お問い合わせ先については，『巧 
巧説明書 J 1 をご覧ください。 



































第 3 章 

増設 

本パソコンに取り付けられている（取り付け可 
能な）周巧機器について、基本的な取り扱いち 
などを説明しています。 

1周辺機器を取り付ける前に . 60 

2本体 カバーを 取り外す . 62 

3 メモリを取り付ける . 63 

4拡張カードを取り付ける . 68 
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1周辺機巧を巧り付ける前に 

本パソコンは、さまざまな周辺機器を接続または内蔵して、機能を拡張できまず。 

/ K 警告 

© • 周辺機器のケーブルは、このマニュアルをよ〈読み、正しく接続してください。 

誤った接続が態でお使いになると、感電■火災の原因となります。また、パソコン本体およ 
び周辺機器が故障する原因となります。 

A ミ主意 

• 周辺機器などの取り付け、取り外しを行う際は、指をされた場所が外のネジは外さないでく 
ださい。 

指定された場所が外のネジを外すと、けがをするおそれがあります。また、故障の原因とな 
ることがあります。 

• 電源を切った直後は、パソコン本体内部の装置が熱くなっています。電源を切り、電源プラ 
グをコンセントから抜いた後お分に待ってから作業を始めてください。 

火傷の原因となることがあります。 


取り扱い上のま意 _ 

周辺機器を取り付けるときは、次のことに注意してください。 

• 周辺機器の中には、お使いになれないものがあります 

ご購入の前に富±通製品情報ページ内にある FMV - ESP 民 IMO の「システム構成図」 （ http :// 
www . fmworld . net / biz / fmv / product / syskou /) をご覧になり、その周辺機器がお使いになれるか 
どうかを確認してください。 

• 周辺機器は、葬社純正品をお使いいただくことをお勧めします 

純正品が外を取り付けて、正常に動かなかったり、パソコンが故障しても、保証の対象外 
となります。 

純正品が用意されていない機器については、本パソコンに対応しているかどうかをお使い 
の周辺機器メーカーにご確認ください。 

弊社純正品が外の動作については、サポートしておりません。 

• 一度に取り付ける周辺機器は1つだけにして〈ださい 

一度にネ复數の周辺機器を取りイ寸けると、ドライバのインストールなどが正常に行われない 
おそれがあります。1つの周辺機器の取り付けが終了して、動作確認を行った後、別の周辺 
機器を取り付けてください。 

•パソコンおよび接続されている機器の電源を切ってください 

安全のため、必ず電源プラグをコンセントからおいてください。パソコンの電源を切った 
が態でも、パソコン本体内部には電流が流れています。 

• 内蔵の周辺機器について 

標準搭載、カスタムメイドまたは FMV バリューシリーズの選択によって搭載された機器 
は、ご購入時の状態から搭載位置やケーブルの接続先などを変更することをサポートして 
おりません（マニュアルなどに指示がある攝合を除く）。 


0 

A 
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• 電源ユニットは分解しないでください 

電源ユニットは、パソコン本体内部の背面側にある箱形の部品です。 

詳しくは、「各部夕称」ーレくソコン本体内部」 （^ P .19) をご覧ください。 

• 内部のケーブル類や装置の扱いに;'主意してください 

傷つけたり、加工したりしないでください。 

• 柔らかい布の上などで作業してください 

固いものの上に直接置いて作業すると、パソコン本体に傷が付くおそれがあります。 

• 静電気に;'主意してください 

内蔵周辺機器は、プリント基板や電子部品がむきだしになっています。これらは、人体に 
発生する静電気によって損傷を受ける場合があります。取りなう前に、一度大きな金属質 
のものに手を触れるなどして静電気を放電してください。 

• プリント基板表面やはんだ付けの部分、コネクタ部分には手を触れないでください 

金具の部分や、プリント基板のふちを持つようにしてください。 

• 周迈機器の電源について 

周辺機器の電源はパソコン本体の電源を入れる前に入れるものが一般的ですが、パソコン 
本体より後に電源を入れるものもあります。周辺機器のマニュアルをご覧ください。 

• ACPM こ対応した周边機器をお使いください 

本パソコンは、 ACPI (省電力に関する電源制御規格の1つ）に巧応しています。 

ACPI 対•応の OS で周辺機器をお使いになる場合、周辺機器が ACPI に対応しているか周辺 
機器の製造元にお問い合わせください。 ACPI に対応していない周辺機器を使うと 、バソコ 
ンおよび周辺機器が正常に動作しないおそれがあります。 

• ドライバーを用意してください 

周辺機器の取り付けや取り外しには、プラスのドライバーが必要な場合があります。 

ネジの頭をつぶさないように、ネジのサイズに合ったドライバーをご用意ください。 
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2本化カバーを巧り外す 


周辺機器を取り付けるときは、アッパーカバーを取り外して、内部が見える状態に 
します。 


A 警告 


0 


• 本体カバーの取り付けや取り外しを巧うときは、パソコン本体および接続されている機器の 
電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いた後に巧ってください。 

この手順を守らずに作業を巧うと、感電-义災または故障の原因となります。 


A ミ主意 


0 


• 本体カバーの取り付け、取り外しを巧う際は、指定された場所レ:>1外のネジは外さないでくだ 
さい。 

指定された場所が外のネジを外すと、けがをするおそれがあります。また、故障の原因とな 
ることがあります。 


本体 カバーの 取り外し方 


フット （^ P .14) を取り付けている場合は、パソコン本体からフットを取り外し、横置きにし 
てから アッパーカバーを 取り外してください。 


1 パソコン本体両側のロックボタンを巧しながら、アッパーカバーを取り外しま 
す。 

パソコン本体前側にスライドさせてから、上に持ち上げて取り外します。 

お使いの機種により、アッパーカバーの取り外しが硬く感じる場合があります。 



P POINT 

► アツパーカバーを取り付ける場合は、アツパーカバーをパソコン本体の上に下ろし、パソ 
コン本体背面側に、突き当たるまでしっかりとスライドさせて〈ださい。 










ゾモリを巧り付ける 
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本 パソコンのメモリを 増やす と、一 度に読み込める データの 量が増え、 パソコンの 
処理能力があがります。 

P POINT 

► ご購入後、メモリを取り付ける場合は、 Windows のセットアップをしてから、一度電源を 
切った後に取り付けて < ださい『取极説巧書 J 1)。 


A 警告 


Q 


• メモリの取り付けや取り外しを行うときは、パソコン本体および接続されている機器の電源 
を切り、電源プラグをコンセントから抜いた後に行ってください。 

この手順をずらずに作業を巧うと、感電-火おまたは故障の原因となります。 


A ミ主意 


0 


• メモリの取り付け、取り外しを巧う際は、指定された場所レ：>1外のネジは外さないでくださし、。 
指をされた場所レ:>1外のネジを外すと、けがをするおそれがあります。また、故障の原因とな 
ることがあります。 



• パソコン本体内部の突起物、および指定されたスイッチ J ^> l 外には、手を舶れないでくださし、。 
けがをするおそれがあります。また、故障の原因となることがあります。 


0 


メモリは何度も抜き差ししないでくださし、。 
故障の原因となることがあります。 


A 


電源を切った直後は、パソコン本体内部の装置が熱〈なっています。電源を切り、電源プラ 
グをコンセントから抜いた後あ分に待ってから作業を始めて〈ださい。 

火傷の原因となることがあります。 
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メモリの取り付け場所 
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取り付けられるメモリ 


本 パソコンに メモリを増設する場合は、弊社純正品の「拡張 RAM モジュール DDR 2 SDRAM 
PC 2-4200 対応 （ ECC なし）」をお使いください。 

■ メモリの組み合わせ表 

本 パソコンには、 最大で 2 GB のメモリを取り付けることができます。 

メモリを増設するときは、次の表でメモリの容量と スロッ トの組み合わせを確認し、正しく取 
り付けてください。 

□ D5220 


DIMM 1 

DIMM 2 

総容量 

256 MB 

- 

256 MB (標準） 

256 MB 

256 MB 

512 MB 

512 MB 

512 MB 

1 GB 

1 GB 

1 GB 

2 GB 


□ D3220 


DIMM 1 

DIMM 2 

総容量 

256 MB 

- 

256 MB 注 

512 MB 

- 

512 MB 注 

256 MB 

256 MB 

512 MB 

512 MB 

512 MB 

1 GB 

1 GB 

1 GB 

2 GB 


を： ご 購入時に選がしたメモリが取 y 付けられています。 


が重要 

► この表の組み合わせなかで、メモリを取り付けないでくださし、。 
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メモリを取り付ける 


が重要 

► メモリは、静電気に巧して非常に弱い部品で構成されており、人体にたまった静電気によ 
り破壊される場合があります。メモリを取り扱う前に、一度金属質のものに手を牠れて、 
静電気を放電して〈ださい。 

► メモリは次図のようにんちを持ってください。金色の線が入っている部分（端子）には、 
絶対に手を巧もれないでください。 

この部分には手を触れないで〈ださい。 



► メモリの取り付け/取り外しを巧う場合は、メモリが補助金具などに触れないようにミ主意 
してください。 

1 パソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プラグをコンセン 
卜からおきます。 

2 アッパーカバーを 取り外します （一 P .62)。 

3 スロットの両側のフックを外側に開きます。 
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4 メモリをスロットに差し込みます。 

メモリの切り欠け部分と スロッ トの切り欠け部分を合わせるようにして、 スロッ トに垂 
直に差し込みます。 

正しく差し込まれると、スロットの両側のフックが起きます。このとき、フックがメモ 
リをしっかり固定しているか確認してください。 



5 アツパーカバーを取り付けます。 


P POINT 

► メモリが正し〈取り付けられているかどうかは、かの手順で確認してください。 

1. 巨 IOS セットアップを起動します。 

起動の手順については、 「 BIOS 」一「 BIOS セットアップを起動する」（一 P .133) を 
ご賣ください。 

2. 「 Info 」一 「 Total Memory 」一 「 Slot 1 Ch A」 、「 Slot 2 Ch B 」 でメモリの容量を確認します。 
メモリの容量が正しくない場合は、取り付けたメモリが本パソコンで使用できることを確 
認後、もう一度やり直して〈ださい。 

► メモリを取り外す場合は、取り付ける手順を参照してください。なお、取り外したメモリ 
は、静電気防止袋に入れて大切に保管してください。 

► ス□ットの兩側のフックを外側に開くときは、勢いよ〈開かないようにミ主意して〈ださし、。 
フックを勢いよ〈外側に開〈と、メモリが飛び抜け、故障の原因となることがあります。 
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4拡張カードを巧り付ける 


拡張力ードは、本パソコンの機能を拡張します。 

P POINT 

► ご購入後、拡張力ードを取り付ける場合は、 Windows のセットアップをしてから、一度電 
源を切った後に巧り付けて < ださい『取扱説明書 J 1)。 


A 警告 


0 


• 扼張カードの取り付けや取り外しを巧うときは、パソコン本体および接続されている機器の 
電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いた後に巧ってください。 

この手順をずらずに作業を巧うと、感電-火災または故障の原因となります。 


A ミ主意 


0 


• 拡張カードの取り付け、取り外しを巧う際は、指定された場所レ:>1外のネジは外さないでくだ 
さい。 

指をされた場所が外のネジを外すと、けがをするおそれがあります。また、故障の原因とな 
ることがあります。 



• パソコン本体内部の突起物、および指定されたスイッチが外には、手を角もれないでくださし、。 
けがをするおそれがあります。また、故障の原因となることがあります。 


A 


電源を切った直後は、パソコン本体内部の装置が熱〈なっています。電源を切り、電源プラ 
グをコンセントから抜いた後お分に待ってから作業を始めて〈ださい。 

火傷の原因となることがあります。 
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拡張カードの取り付け場所 


技:張カードは、パソコン本体内部のあ張カード スロッ トに取り付けます。 



取り付けられる拡張カード 


本 パソコンには、 PCI 規格の拡張 カードを 取り付けられます。 

PCI 1 〜2のスロットには、最大長 176 mm の拡張カード（ハーフサイズ）を取り付けることが 
できます。 


P POINT 

► カスタムメイドで拡張カードを選択した場合には、あらかじめ施張力ードが接続されてい 
ます。 

► 増設する PCI カードが起動 ROM (BIOS) を搭載している場合、その種類や増設数により、 
システム 起動時に 「 Error loading operating system 」 等の エラーメツセー ジが表示され、起 
動できない場合があります。この場合は、増設する PCI カードの BIOS を無効にすること 
により、現象を回避できることがあります。増設する PCI カードの BIOS を無効にする方 
法は、 PCI 力ードの マニュアルを ご幫〈ださい。 
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拡張カードを取り付ける 


P POINT 

► この手順で説明しているイラストは、カスタムメイドで CD - ROM ドライブ （40 ち连）を選 
巧した場合です。お使いの機種にあわせて読み替えてください。 

1 パソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プラグをコンセン 
卜からおきます。 

2 アツパーカバーを 取り外します （一 P .62)。 

3 拡張カード取り付け金具を取り外します。 

あ張カード取り付け金具は真上に引き上げてください。 

すでにあ張力ードが増設されている場合は、増設されたあ張カードに接続されている 
ケーブルを抜いてから、取り外してください。 



(これな降のイラストは機種や状況により異なります) 

4 スロットカバーロックを 巧し上げます。 
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5スロットカバーをす又り外します。 



P POINT 

► 取り外した スロッ トカ/く一は大切に保管してください。 

拡張カードを取り外してお使いになる際、パソコン内部にゴミが入らないよう取り付けま 
す。 


6拡張力ードをコネクタに差し込みます。 

あ張力ードをコネクタにしっかりと差し込み、手順 4 で押し上げたロックを戻して固を 
します。 



7 拡張カード取り付け金具を取り付けます。 

ツメがきちんと背面にかかるように、垂直に取り付けてください。 



8 アツパーカバーを取り付けます。 
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9 電源プラグをコンセントに差し込み、本パソコンの電源を入れます。 

デバイスドライバとリソースが自動的に設定され、拡張カードが使えるようになります。 

P POINT 

► 扼張カードを取り外す場合は、取り付ける手順を参照して〈ださい。 

► 扼張カードの取り付け後に画面にメッセージが表示された場合は、メッセージに従って操 
作してください。詳しくは、扼張力ードや周辺機器のマニュアルをご幫〈ださい。 

► 施張カードを使巧する前に、デバイスマネージャに正しく登録されていることを確認して 
〈ださい。詳しくは、施張力ードや周辺機器のマニュアルをご覧〈ださい。 





第 4 章 

化が 
が化 

本パソコンでお使いになれる機能について説明 
しています。 


1ディスプレイ関連 . 74 

2音量の設定 . 83 

3 通信 . 88 

4ドライブ関連 . 91 

5省電力 . 93 
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ディスプレイ関連 


解像度と色数について 


本 パソコンでは、 Windows の「画面の プロパティ」 ウィンドウの「設定」 タブで 次の解儉度、 
色数を選択/変更できます。 

なお 、 Windows XP の色數は「中」が6万5千色、「最高」が1677万色です。 

•「 D 5220、 D 3220 の場合」（一 P .74) 

•「 K 5220 の場合」（一 P .75) 

•「 E 3220 の場合」（一 P .75) 

■ D5220 、 D3220 の 場合 


解像度（ピクセル） 

色数 

Windows XP 

800 X 600 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 

1024 X 768 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 

1280 X 1024 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 

1600 X 1200 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 


P POINT 

► 必ず化のソフトウ I アガイドや常駐しているソフトウ I アをすべて終了してから、解像度 
や色数を変更して〈ださい。また、変更後は必ず Windows を再桓動してください。再起 
動しない場合、本パソコンの動作が不ままになる場合があります。 

► 色数やリフレッシュレートを変更すると、画面がディスプレイ中央に表示されない場合が 
あります。この場合は、ディスプレイの仕巧を確認して適切なリフレッシュレートを設を 
するか、ディスプレイの設を機能を使用して調整してください。 

► ディスプレイによって、設をできる解像度が異なります。詳細はディスプレイのマニュア 
ルをご覧ください。 
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■ K5220 の場合 


解像度（ピクセル） 

色数 

Windows XP 

800 X 600 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 

1024 X 768 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 

1280 X 1024 

中 （16 ビット） 

〇注1 

最高 （32 ビット） 


ま1:15インチのディスプレイ搭載の場合は選択できません。 

PPOINT^ 

► 外部ディスプレイのみに表示する場合は、そのディスプレイのサポートしている解像度に 
依存します。 

► 必ず他のソフトウ X アや常駐しているソフトウ X アをすべて終了してから、解像度や色数 
を変更して〈ださい。また、変更後は必ず Windows を再起動してください。再起動しな 
い場合、本パソコンの動作が不安定になる場合があります。 

► 色数やリフレッシュレートを変更すると、画面がディスプレイ中央に表示されない場合が 
あります。この場合は、ディスプレイの仕様を確認して適切なリフレッシュレートを設を 
するか、ディスプレイの詰を機能を使巧して調整して〈ださい。 

► ディスプレイによって、設定できる解像度が異なります。詳細はディスプレイのマニュア 
ルをご賣ください。 

■ E3220 の場合 


解像度（ピクセル） 

色数 

Windows XP 

800 X 600 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 

1024 X 768 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 

1280 X 1024 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 


P POINT 

► 必ず他のソフトウェアや常駐しているソフトウェアをすべて終了してから、解像度や色数 
を変更して〈ださい。また、変更後は必ず Windows を再起動してください。再起動しな 
い場合、本パソコンの動作が不安定になる場合があります。 

► 色数やリフレッシュレートを変更すると、画面がディスプレイ中央に表示されない場合が 
あります。この場合は、ディスプレイの仕巧を確認して適切なリフレッシュレートを設定 
するか、ディスプレイの設定機能を使用して調整して〈ださい。 

► ディスプレイによって、設定できる解像度が異なります。詳細はディスプレイのマニュア 
ルをご幫〈ださい。 
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全画面表示と通常表示の切り替え 


画面の解像ををご購入時の設を （15 インチのディスプレイ搭載の場合は1024 X 768、17イン 
チのディスプレイ搭載の場合は口80 X 1024)な外に設をすると、ディスプレイ全体にあ大し 
て表示する全画面表示と、ディスプレイ中央に表示する通常表示を切り替えることができま 
す。 


■ K5220 の場合 

が重要 

► 本パソコンを営巧目的、または公をに視聴させることを目的として喫茶店、ホテルなどに 
置< 場合、全画面表示機能を使って画面の化大、圧縮、または映像の一部カットを行った 
状態で使用すると、著作権法上で保護されている著作権の権利を侵害するおそれがありま 
す。 

P POINT 

► ご購入時の設をは、画面が拡大して表示される全体表示です。 

1 デスクトップ上でちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面の プロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

2 「設定」タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

3 「 Intel(R) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile」 タブをクリックし、「グ 
ラフィックプロパティ」をクリックします。 

「 Intel(R) Graphics Media Accelerator Driver for mobile] ウインドウが表示されます。 

4 「ディスプレイ設定」タブをクリックします。 

5 「ディスプレイの拡張」の設定を変更します。 

「全画面表示（枠なし）」にチェックが付いている場合は、画面があ大して表示される全 
体表示になります。「デスクトップの中央」にチェックが付いている場合は、画面が中 
央に表示される通常表示になります。 

6 「適用」をクリックします。 

「デスクトップの'変更を確認」ウィンドウが表示されます。 

7 roKj をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 
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表示装置の切り替え 


標準で使用するディスプレイな外にディスプレイを増設することで、ディスプレイ表示を切り 

替えることができます。 

■ K 5220 の 場合 

K 5220 の標準搭載液晶ディスプレイとは別に接続したディスプレイに、画面を表示するか法を 

説明します。 

□ ま意事項 

• 「両方のディスプレイに画面を表示する」、「標準搭載の液晶ディスプレイにのみ画面を表示 
する」の設を時に使用できる最大の解像度は、15インチのディスプレイ搭載の場合は1024 
X 768、17インチのディスプレイ搭載の場合は1280 X 1024です。 

• 「外部ディスプレイにのみ画面を表示する」の設をから「両方のディスプレイに画面を表示 
する」の設定にを更する場合は、あらかじめ画面の解像度、画面のリフレッシュレートを 
1024 X %8、 60 Hz にを更してください。画面が正常に表示されない場合があります。 

■本 パソコンの 電源を入れる前に、外部 ディスプレイの 電源を入れてください。本 パソコン 
の 電源を入れてから外部 ディスプレイの 電源を入れた場合、外部 ディスプレイ に画面が表 
示されない場合があります。 

□ 用意するもの 

アナログディスプレイ1台 

□ディスプレイを接続する 

t ディスプレイを「ディスプレイコネクタ」に接続します。 

接続方法については、ディスプレイのマニュアルをご覧ください。 

2ディスプレイの電源ケーブルを接続します。 

接続方法については、ディスプレイのマニュアルをご覧ください。 

3 ディスプレイの電源を入れます。 

4パソコン本体の電源を入れます。 

5管理を権限を持ったユーザーとしてログオンします。 

続けて 「2 つのディスプレイに画面を表示する（同時表示）」 い？' 11) 、 「1 つのディスプレイ 

に画面を表示する」 （^ P .78) をご覧になり、設をしてください。 


□ 2 つのディスプレイに画面を表示する（同時表示） 

t デスクトップ上で右クリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面の プロパティ」 ウィンドウが表示されます。 




2 「設定 j タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

「プラグアンドプレイ モニタと Mobile Intel (民） 915 GM/GMS 夕 10 GML Express Chipset 
Family のプロパティ」ウインドウが表示されます。 


3 「 Intel(R) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile」 タブをクリックし、「グ 
ラフィックプロパティ」をクリックします。 

「 Intel (民） Graphics Media Accelerator Driver for mobile J ウインドウが表示されます。 

4 「ディスプレイデバイス」タブをクリックします。 

5 nntel(R) デュアル■ディスプレイ■クローン」にチェックを付けます。 

6 「プライマリデバイス」でプライマリモニタとして使用するモニタを選択しま 
す。 

P POINT 

► ネ刀期設をのままお使いいただいて問題ありません。必要に応じて変更して<ださい。 

7 「ディスプレイ設定」タブをクリックします。 

8 「PC モニタ」タブまたは 「LCD Panel」 タブをクリックし、次の項目を設定し 
ます。 

• 画面の色 
-画面の解像度 

• リフレッシュレ ■ —卜 

P POINT 

► 「画面の色」、「画面の解像度」が設定できるのは、プライマリモニタのみです。 

セカンダリモニタでは、「リフレッシュレート」のみ設定できます。 

9 「適用」をクリックします。 

「デスクトップの'変更を確認」ウィンドウが表示されます。 

10 「0 K 」 をクリックし、すべてのウインドウを閉じます。 


□ 1つのディスプレイに画面を表示する 

標準搭載の液晶ディスプレイ、または外部ディスプレイにのみ表示する方法について説明しま 
す。 

1 デスクトップ上でちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ J ウィンドウが表示されます。 

2 「設定」タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

「（マルチモニタ） と Mobile Intel (民） 91 5 GM/GMS 夕 10 GML Express Chipset Family のプロ 
パティ」ウィンドウが表示されます。 
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3 「 Intel ( R ) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile 」 タブをクリックし、「グ 
ラフィックのプロパティ」をクリックします。 

r Intel ( R ) Graphics Media Accelerator Driver for mobile J ウィンドウが表示されます。 

4 「ディスプレイデバイス」タブをクリックします。 

5 「PC モニタ」 または 「LCD Panel 」 にチェックを付けます。 

標準搭載の液晶ディスプレイにのみ表示させる場合は FlCD PanelJ にチェックを付け 
ます。 

外部ディスプレイにのみ表示させる場合は 「 PC モニタ」にチェックを付けます。 

6 「適用」をクリックします。 

「デスクトップのを更を確認」ウィンドウが表示されます。 

7 roKj をクリックし、すべてのウインドウを閉じます。 


マルチモニタ機能 


Windows には、1をのパソコンに複数のディスプレイカードとディスプレイを接続して、複数 
台のディスプレイで1つのデスクトップを表示できる「マルチモニタ機能」があります。 
ここでは、例として、2台のディスプレイでマルチモニタ機能を使うホ法を説明します。 

■ D 5220、 D 3220、 E 3220 の 場合 

□ ま意事項 

■ディスプレイカードを選ぶときは次の点にご注意ください。 

. 本パソコンには AGP の空きスロットがないため、 AGP 規格のディスプレイカードは使用 
できません。 

-お使いになっている Windows に対応しているディスプレイカードであっても、添付され 
ているディスプレイドライバがマルチ モニタ 機能に巧応していない場合があります。 
マルチ モニタ 機能に対応しているかどうかを製造元のメーカーにお問い合わせくださ 
い。 

• 自己診断 （ POST ) 時、セーフモード時などのマルチモニタ機能が有効ではない状態では、 
プライマリアダプタに接続したディスプレイに画面が表示されます。 

• 複数のディスプレイカードを増設した場合、 PCI スロットの番号が大きい順にアダプタが割 
り当てられます。 

• マルチモニタ機能を使用する前に BIOS 七ットアップで次の項目になっていることを確認し 
てください。 

• D 5220、 D 3220 ■■- r Advanced ] —「 Video Features 」一 「Primary Video Adapter J : Auto 
• E 3220の場合 … r Advanced ] — 「Integrated PeripheralsJ — rinit Display First J : Onboard 
■マルチモニタ{ま用時、七カンダリモニタに表示できない場合があります。マルチモニタ設 
定後、一度システムを再起動してください。 

• WinDVD の画面を七カンダリモニタに移動する時は、 DVD の再生を停止した後で移動して 
ください。 
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□巧意するもの 

• マルチモニタ機能に巧応している PCI 規格のディスプレイカード 
• マルチモニタ機能巧応のディスプレイドライバ 

( Windows にあらかじめ登録されていないディスプレイカードの場合) 
• ディスプレイ 


□ディスプレイカードとディスプレイを接続する 

ディスプレイカードを取り付けてディスプレイを接続し、ディスプレイドライバをインストー 
ルします。 


P POINT 

► マルチモニタをを効にする場合は、一度リフレッシュレートを 60 Hz に設をしてから巧うよ 
ラにしてください。 

1 ディスプレイカードを本パソコンに取り付けます。 

取り付ける手順にっいては、「増設」（一 P .59) をご覧ください。 

2取り付けたディスプレイカードに、ディスプレイを接続します。 

接続方法につレ、ては、ディスプレイとディスプレイカードのマニュアルをご覧ください。 

3 ディスプレィの電源ケーブルを接続します。 

接続ち法については、ディスプレイのマニュアルをご覧ください。 

4ディスプレイの電源を入れます。 

5本パソコンの電源を入れます。 

6 管理を権限を持ったユーザーとしてログオンします。 

ディスプレイカードが自動的に検出され、ディスプレイドライバがインストールされま 
す。 Windows にあらかじめ登録されていないディスプレイカードの場合は、メッセージ 
に従ってディスプレイカードに添付されているディスプレイドライバをインストール 
します。 

7 「スタ ー ト」ボタンをクリックし、 「マィコン ピュ ー タ」をちクリックして「プ 
ロパティ」をクリックします。 

「システムのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

8 「ハードウエア」タブをクリックし、「デバィスマネージャ」をクリックします。 

「デバイスマネージャ」ウィンドウが表示されます。 

9 「ディスプレィアダプタ」をダブルクリックし、取り付けたディスプレイカー 
ドが表示されている ことを確認します。 

10 すべてのウィンドウを閉じます。 

続けて「マルチモニタ機能を設定する」（一 P .81) をご覧になり、設定してください。 
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□ マルチモニタ機能を設定する 

t デスクトップ上でちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

2 「設定」タブをクリックします。 

3 「2」のディスプレイをクリックします。 

4 「 Windows デスクトップをこのモニタ上で移動できるようにする」 を子： l ツク 
します。 


5 接続したディスプレイの解像度と色数を設定します。 

6 「適用」をクリックします。 

7 roKj をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 
8 本パソコンを巧起動します。 

■ K 5220 の場合 

□ 用意するもの 

• アナログディスプレイ1を 



□ディスプレイを接続する 


P POINT 

► マルチモニタ機能を使う場合は、ディスプレイカードを増設する必要はありません。 

1 ディスプレイを「ディスプレイコネクタ」に接続します。 

接続ホをについては、ディスプレイのマニュアルをご覧ください。 

2ディスプレイの電源ケーブルを接続します。 

接続方法については、ディスプレイのマニュアルをご覧ください。 

3 ディスプレイの電源を入れます。 

4 本パソコンの電源を入れます。 

5 管理を権限を持ったユーザーとしてログオンします。 


□ マルチモニタ機能を設定する 

1 デスクトップ上でちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 
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2 「設定」タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

「プラグアンドプレイモニタと Mobile Intel ( R ) 915 GM / GMS ,910 GML Express Chipset 
Family のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

3 「 Intel ( R ) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile 」 タブをクリックし、「グ 
ラフィックプロパティ」をクリックします。 

「 Intel ( R ) Graphics Media Accelerator Driver for mobile J ウインドウが表示されます。 

4 「ディスプレイデバイス」タブをクリックします。 

5 「拡張デスクトップ」にチェックを付けます。 

6 「プライマリデバイス」でプライマリモニタとして使用するモニタを選択しま 
す。 

7 「ディスプレイ設定」タブをクリックします。 

8 「PC モニタ J タブまたは 「LCD Panel 」 タブをクリックし、次の項目を設定し 
ます。 

• 画面の色 
-画面の解儉度 

• リフレッシュレ ■ ー ト 

9 「適用」をクリックします。 

「デスクトップのを更を確認」ウィンドウが表示されます。 

10 「0 K 」 をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 
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2音量の設定 


スピーカーやへッドホンの音量は、画面の音量つまみで調節します。 

また、音声入出力時のバランスや音量の設定は、音量を設定するウィンドウで行い 
ます。 


が重要 

► スピーカーが故障する原因となる場合がありますので、音量はスピーカーから聞こえる音 
がひずまない範囲に誤をや調整をして < ださい。 

画面上の音量つまみで設定する 


1 画面ち下の通知領域にある「音量」アイコンをクリックします。 

音量を調節する画面が表示されます。 

P POINT 

► 通知領域に「音量」アイコンが表示されない場合は、次の手順を実行して〈ださい。 

1. 「スタート」ボタンー「コント□—ルパネル」の順にクリックします。 

2. 「サウンド、音声、および才ーディオデバイス」をクリックします。 

3. 「サウンドと才ーディオデバイス J をクリックします。 

「サウンドと才ーディオデバイスのプロパティ J が表示されます。 

4. 「音量 J タブをクリックします。 

5. 「デバイスの音量 J の「タスクバーに音量アイコンを配置する」のチ I ックを付けます。 

6. roKj をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

2音量つまみを上下にドラッグして、適当な音量に調節します。 

「ミュート」をチェックするとをが消え、画面右下の通知領由での表示もをわります。 

3 デスクトップの何もないところをクリックします。 

音量を調節する画面が消えます。 

消えなかった場合は、いったん音量つまみをクリックしてから、デスクトップの何もな 
いところをクリックしてください。 


再生時/録音時の音量設定について 


■ 再生時の音量設定方法 


1 通な領域の「音量」アイコンをダブルクリックします。 

音量を設をするウィンドウが表示されます。 

2バランスや音量などを調節します。 
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■ 録音時の音量設定方法 

□ D5220、D3220 の場合 

1 画面右下の通知領域にある「音量」アイコンをダブルクリックします。 

音量を設定するウィンドウが表示されます。 

2 「オプション」メニュ ーー > 「ブロパティ」の順にクリックします。 

「プロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

3 「ミキサーデバイス」から 「Realtek HD Audio input 」 を選択します。 

4 roKj をクリックします。 

5バランスや音量などを調節します。 

P POINT 

► バランスや音量を設定しても再生時/録音時の音量がかさい、または大きい場合は、音量 
を設定するウィンドウでマイクボリュームを設定してください。なお、録音時と再生時で 
それぞれ設をする必要があります。 

1. 「オプション」メニュ ーー »「卜ーン調整」の順にクリックします。 

2. 「マイクボリュー ム」 の「卜ー ン」 をクリックします。 

3. 「そのほかの調整」で「マイクブースト」のチェックを確認して〈ださい。 

音量を大きくしたい場合はチ X ックを付けます。 

音量をかさくしたい場合はチ X ックを外します。 

□ K5220、E3220 の場合 

1 画面ち下の通知領域にある「音量」アイコンをダブルクリックします。 

音量を設定するウィンドウが表示されます。 

2 「オプション」メニュ ーー > 「プロパティ」の順にクリックします。 

「プロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

3 「音量の調整」の「録音」をクリックし、 「0 K 」 をクリックします。 

4 バランスや音量などを調節します。 



製品ガイド 


■ 各機種の設定 

ご購入時の音量設定は、次のようになっています。 

•「 D 5220、 D 3220 の場合」（一 P .85) 

•「 K 5220 の場合」（一 P .86) 

•「 E 3220 の場合」（一 P .87) 

P POINT 

► 各項目で表示される名称や順番は os により異なる場合があります。 

► 表示されていない項目を表示させる場合は、次のように詰をします。 

1. 「オプション」メニュ ーー »「プロパティ」の順にクリックします。 

2. 次のように設定します。 

- D 5220、 D 3220 の場合…「ミキサーデバイス」から 「Realtek HD Audio output 」 また 
は 「Realtek HD Audio input 」 を選おします。 

- K 5220、 E 3220 の場合…「音量の調整」で、「再生」または「録音」をチェックします。 

3. 「表示するコント□-ル」で、項目をクリックしてチェックします。 

項目が表示されるようになります。 


□ D 5220、 D 3220 の場合 

• 再生時の音量設定 

- :ご 購入時の設定はミュー ト ではありません 


項目 

ご購入時の 
表示状態 

ご購入時 
の設ま 

設定する音量 

マスタ音量 

表示 

- 

パソコン全体の再生音量 

WAVE 

表示 

- 

Wave 音源の再生音量 

SW シンセサイザ 

表示 

- 

本パソコン内蔵のソフトウェア MIDI の再生 

化 
曰里 

CD プレーヤー 

表示 

- 

(表示されますが、音量調節できません） 

ライン音量 

表示 

- 

ライン入力の再生音量 

マイクボリューム 

非表示 

ミュート 

マイク端子に接続したマイクの再生音量 


• 録音時の音量設定 

ご購入時、「録音 コントロール」 ウインドウの「選択」は「マイクボリューム」に設定され 
ています。 


項目 

ご購入時 
の表示の 
状態 

設定する音量 

ライン音量 

表示 

ライン入力の録音音量 

マイクボリューム 

表示 

マイク端子に接続したマイクの録音音量 

ステレオミキサー 

非表示 

ステレオ再生音全体の録音を量 
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□ K 5220 の場合 

• 再生時の音量設定 

-:ご購入時の設定はミュートではありません 


項目 

ご購入時の 
表示状態 

ご購入時 
の設定 

設定する音量 

ボリュームコント 

口 一/レ 

表示 

- 

パソコン全体の再生音量 

WAVE 

表示 

- 

Wave 音源の再生音量 

SW シンセサイザ 

表示 

- 

本パソコン内蔵のソフトウエア MIDI の再生 
音量 

SPDIF 

非表示 

ミュート 

(本パソコンでは{ま用できません） 

ビデオ 

非表示 

ミュート 

(本パソコンでは{ま用できません） 

CD プレイヤー 

非表示 

ミュート 

(本パソコンでは使用できません） 

ライン入力 

表示 

- 

ライン入力の再生音量 

マイク 

非表示 

ミュート 

マイク端子に接続したマイクの再生音量 

電話線 

非表示 

ミュート 

(本パソコンでは使用できません） 

PC スピーカー 

非表示 

ミュート 

BEEP 音の再生音量 


• 録音時の音量設定 

ご購入時、「録音 コントロール」 ウインドウの「選択」は 「Stereo Mix 」 に設定されています。 


項目 

ご購入時 
の表示の 
状態 

設定する音量 

Mono Mix 

非表示 

モノラル再生音全体の録音音量 

Stereo Mix 

非表示 

ステレオ再生音全体の録音音量 

ビデオ 

非表示 

(本パソコンでは使用できません） 

CD プレイヤー 

表示 

(表示されますが音量設定できません） 

ライン入力 

表示 

ライン入力の録音音量 

マイク 

表示 

マイク端子に接続したマイクの録音音量 

電話線 

非表示 

(本パソコンでは使用できません） 
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□ E3220 の場合 

• 再生時の音量設定 

-:ご購入時の設定はミ ュート ではありません 


項目 

ご購入時の 
表示状態 

ご購入時 
の設定 

設定する音量 

ボリュームコント 

口ール 

表示 

- 

パソコン全体の再生音量 

WAVE 

表示 

- 

Wave 音源の再生音量 

SW シンセサイザ 

表示 

- 

本パソコン内蔵のソフトウェア MIDI の再生 
音量 

ビデホ 

非表示 

- 

(本パソコンでは巧用できません） 

CD プレーヤー 

表示 

- 

(表示されますが、音量調節できません） 

ライン入力 

表示 

- 

ライン入力の再生音量 

マイク 

非表示 

ミュート 

マイク端子に接続したマイクの再生音量 

電話線 

非表示 

- 

(本パソコンでは巧用できません） 

PC スピーカー 

非表示 

- 

(本パソコンでは巧用できません） 


• 録音時の音量設定 

ご購入時、「録音 コントロール」 ウインドウの「選択」は 「Stereo Mix 」 に設定されています。 


項目 

ご購入時 
の表示の 
状態 

設定する音量 

Mono Mix 

非表示 

(本パソコンでは巧用できません） 

Stereo Mix 

非表示 

ステレオ再生音全体の録音音量 

ビデホ 

非表示 

(本パソコンでは巧用できません） 

CD プレーヤー 

表示 

(表示されますが、音量調節できません） 

ライン入力 

表示 

ライン入力の録音を量 

マイク 

表示 

マイク端子に接続したマイクの録音音量 

電話線 

非表示 

モデムの録音音量 
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3通信 


通信機能をお使いになる場合は、ウイルスや不正アクセスからパソコンを守るため、セキュリ 
ティ対策を実行してください卜 P .101)。 


LAN について 


LAN の設定にっいては、ネットワーク管 a をに確認してください。 

■ 対を機種 

LAN 搭載モデル 

■ LAN を接続する 

本 パソコンには、 下記に巧応した LAN が内蔵されています。 

•10 BASE-T (圧 EE 802.3準拠） 

•100 BASE-TX (IEEE 802.3 U 準拠） 

• 1000 BASE-T (圧 EE 802.3 ab 準拠 ） （Gigabit E 化 emet を搭載している場合） 

/ K 警告 

•近くで落雷のおそれがある場合は、パソコン本体の電源を切り、電源コードをコンセントから 
抜き、 LAN ケーブルをコネクタから抜き、雷が止むまで取り付けないでください。 

そのまま使用すると、落雷による感電-火災の原因となります。 

A ミ主意 

LAN コネクタに指などを入れないでください。 

感電の原因となることがあります。 

© • LAN ケーブルを接続する場合は、必ず LAN コネクタに接続してください。 

接続するコネクタを間違えると、故障の原因となることがあります。 

1 パソコン本体の電源を切ります『取扱説明書』）。 

2パソコン本体の LAN コネクタとネットワークを、 LAN ケーブルで接続します。 

コネクタの形を互いに合わせ、まっすぐに差し込んでください。 

LAN コネクタにっいては、「各部を称」一 r 各部のを称と働き」 HP .12) をご覧ください。 

が重要 

► ネットワークを使巧中に省電力機能が働いてしまうと、他の装置からアクセスできなく 
なったり、ソフトウ X アの不具合が発生したりする場合があります。 

その場合は、「機能」一「省電力の設定」 い P .96) をご覧になり、省電力機能を解除して 
ください。 
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P POINT 

► LAN コネクタからプラグを取り外すときは、ツメを押さえながら引き抜いてください。ツ 
メを押さえずに無理に引き抜くと破損の原因となります。 



コネクタの向きは機種 
により異なります。 


無線 LAN (IEEE 802.11 a . IEEE 802.11 q 準拠）について 

無線 LAN を使うと、 LAN ケーブルを使わずにネットワークに接続することができます。本パ 
ソコンに内蔵されている無線 LAN は 、 IEEE 802.1 la ( J 52/ W 52/ W 53) 、 圧 EE 802.1 lb および IEEE 
802.1 Ig に準拠しており、 圧 EE 802.1 la ( J 52/ W 52/ W 53). 圧 EE 802.1 lb および 圧 EE 802.1 Ig に準 
拠した無線 LAN 機器と接続することができます。 

ネットワーク接続などの詳しい設定方法に ついては、 『圧 EE 802.11 a/g 準拠内蔵無線 LAN をお使 
いになる方へ』をご覧ください。設定する場合は、ネットワーク管理者に確認の上、実行して 
ください。 

■ 対象機種 

無線 LAN (IEEE 802.11 a 、 圧 EE 802.1 Ig 準拠）搭載 モデル 

■ 通信を行うためのミ主意 

本 パソコンの 無線 LAN を巧って通信するとき の 注意事項について説明します。 

• 本パソコンに内蔵されている圧 EE 802.1 la 準拠 （ J 52/ W 52/ W 53) の無線 LAN は、電波法のを 
めにより屋外では使用できません。本パソコンを屋外でご使用になる場合は、 5 GHz 帯の電 
波を停止してください。 

• 最大で規格値 54 Mbps 無線 LAN に対応しています。ただし、実際の通信速をはお使いの環境 
によりちなります。 

表示の数値は、無線 LAN 規格の a 論上の最大値であり、実際のデータ転送速度を示すもの 
ではありません。 

• パソコン本体と通信申目手の機器との推奨する最大通信距離は、圧邸802.1 la 準拠 ( J 52/ W 52 / 
W 53) (5 GHz 帯）では見通し半径 15 m な内、 圧 EE 802.1 lb 準拠、 圧 EE 802.1 Ig 準拠 （2.4 GHz 
帯）では見通し半径 25 m な内となります。ただし、無線 LAN の特性上、ご利用になる建 
物の構造や材質、障害物、ソフトウェア、設置状況、または電波状況等の使用環境により 
通信距離は異なります。また、通信速度の低下や通信不能となる場合もあります。 

• 本パソコンの巧用中、特に無線 LAN で通信中はアンテナ部分に極力触れないでください。 
また、本パソコンを設置する場合には、周囲が金属などの導体（電気を通しやすいもの）で 
できている場所を避けてください。通信性能が低下することがあります。 

• 本パソコンに内蔵されている無線 LAN は、無線 LAN 製品の申目互接続性を検証する 「 Wi-Fi 
Alliance 」 が定義する、無線 LAN 標準の 「 Wi - Fi ®」 に準拠しています。 




• 本パソコンに内蔵されている 圧邸 802.11 b 、 圧邸 802.1 Ig 準拠の無線 LAN と B 山 etoo 化® は、同 
一周波数帯 （2.4 GHz ) を{ま用するため、パソコン本体の近辺で巧用すると電波干渉が発生 
し、通信速度の低下や接続不能になる場合があります。この場合、次のように巧策してくだ 
さい。 

.B 山 etoo 比® 機器とパソコン本体との間は 10 m な上離して{ま用する 
- 10 m な内で{ま用する場合は、パソコン本体または Bluetoo 化® 機器の一方の電源を切る 
• LAN 機能を{吏ってネットワークに接続中は、スタンバイや休止が態にしないことをお勧め 
します。お{吏いの環境によっては、ネットワークへの接続が正常に行われない場合があり 
ます。 

なお、本パソコンを使用していない場合は、電源を切ってください。 

• 有線 LAN と無線 LAN で、 TCP / IP の設をなどが競合しないように注意してください。 
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4ドライブ関連 


ドライブ構成 


ドライブ 

容量 

備考 

C 

全容量の約50% 

NTFS 

D 

全容量の約50% 

NTFS 

E 

CD - 民 OM をドライブ 

CD - ROM 搭載時 


ミ主：カスタムメイド、または FMV バリューシリーズの場合は、選択したドライブ （ CD - ROM 、 DVD - ROM 、 DVD - 
ROM & CD - R / RW 、 スーパーマルチ）になります。 


戶 POINT ' 

► ファイルシステムを NTFS から FAT 32 に変換することはできません。 


DMA の設定 


「デバイスマネージャ」で DMA の設ををを更することができます。 

■ DMA 設定対応表 

DMA 設定対応表をご覧になる前に、次の操作に従って「デバイスマネージャ」ウィンドウを 
「デバイス（接続別)」に'変更してください。 

1 「スタート」ボタンをクリックし、「マイコンピユータ」をちクリックして「プ 
ロパティ」をクリックします。 

2 「ハードウ エア」 タブの「デバイスマネー ジャ」 をクリックします。 

「デバイスマネージャ」ウィンドウが表示されます。 













3 「表示」メニュ ー- > 「デバイス（接続別）」の順にクリックします。 

本パソコンのデバイスが接続別に表示されます。 


•:ご購入時 DMA 設定一:増設不可 


機種名 

デバイス 

プライマリ 

セカンダリ 

0 

1 

0 

1 

D 5220. 

D 3220 

Intel (民）82801 FB/FBM Ultra ATA Storage 

Contro り ers -266 F 

CD/DVD 

♦ 

♦注 1 

- 

— 

Intel (民）82801 FB UltraATA Storage Controllers -2651 

SATA HDD 

- 

- 

>注1注2 

- 

K 5220 

Intel (民)82801 FBM Ultra ATA Storage Controllers - 

2653 

SATA HDD 、 

CD/DVD 

♦ 

- 

♦ 

_ 

E 3220 

SiS PCI IDE Controller 

IDE HDD 、 

CD/DVD 

♦ 

♦ 

- 

- 


を1:カスタムメイドで選がした場合は，設を可能になります。 

を 2 : Serial ATA/150 。 シリアル ATA ハードディスクは「転送モード J の影響は受けません。最高 150MB/S の転 
送が可能です。 

■ DMA の設定方法 

1 「スタート」ボタンをクリックし、「マイコンピュータ」をちクリックして「プ 
ロパティ」をクリックします。 

2 「ハードウ エア」 タブの「デバイスマネー ジヤ」 をクリックします。 

3 「表示メニュー」一「デバイス（接続別） J の順にクリックします。 

4設定するデバイスの「プライマリ IDE チヤネル」、または「セカンダリ IDE チヤ 
ネル」をちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

5 「プライマリ（またはセカンダリ） IDE チヤネルのプロパティ」ウィンドウの 
「詳細設定」タブをクリックします。 

6 「 DMA の設定」の表を参照して設定を変更します。 

7 roKj をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 
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5省電力 


ご購入時は ACPI (Advanced Configuration and Power Interface ) モードに設定され 
ています。 

ここでは 、 ACPI モー ドに関する;'主意事項と、スタンバイ モー ドのを更方ま（一 P .99) 
を説明します。 


スタンバイと休止が態 


スタンバイまたは休止が態を巧用すると、 Windows を終了しないで節電できます。 



電カミ肖 費 

レジューム 

~動作.作業状態 ) 大 

1 

-スタンバイ) 

- ( 休止 

， V 

状態^ か 


• スタンバイ 

実行中のプログラムやデータを、 システム RAM (メモリ）に保持してパソコンの動作を中 
昕させます。スタンバイ中は、電源ランプがオレンジ色に点げします。休止状態よりも短 
い時間で、中断やレジュームを行うことができます。スタンバイ中は、わずかに電力を消 
費していて、電源は AC 電源から供給されます。 

• 休止状態 

実行中のプログラムやデータを、ハードディスクに書き込んで保存し、パソコン本体の電 
源を切ります。電源を自動的に切るため、スタンバイよりも中断/レジュームにかかる時 
間が長くなります。なお、休止が態に入るようにするには、「電源オプションのプロパティ」 
ウインドウで設をする必要があります。 


ま意事項 


■ 共通のま意事項 

•パソコンを お使いのが況 によって は、スタンバイや休止状態、レジュ ームに 時間がかかる 
場合があります。 

■スタンバイまたは休止状態にした後は、すぐにレジュームしないでください。必ず、10秒 
な上たってからレジュームするようにしてください。 

• 接続している周辺機器のドライバが正しくインストールされていない場合、スタンバイや 
休止が態にならないことがあります。 
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• スタンバイ時や休止が態移行時またはレジューム時に、一時的に画面が乱れる場合があり 
ます。 

•次のが態でスタンバイが態に移行させると、スタンバイまたは休止が態にならない、スタ 
ンバイまたは休止が態からレジュームしない、レジューム後に正常に動作しない、データ 
が消失するなどの問題が発生することがあります。 

- Windows の起動処理中または終了処 a 中 

•パソコンが何か処 a をしている最中（プリンタ出力中など）、および処 a 完了直後 
.ファイルアクセス中（フロッピーディスク、ハードディスク、 CD - ROM ドライブのアク 
七スランプまたはが態表示 LCD が点げ中） 

• モデムやネットワ' —クの通信中 

-オートラン CD-ROM (七ットすると自動で始まる CD - ROM ) を{吏用中 
-ビデオ CD や DVD - Video などを再生中 
-音楽 CD やゲームソフトなどのサウンドを再生中 

.サウンドや動画の再生中 （ MIDI / WAVE / AVI / MPEG / DAT 形式のファイルの再生中や音楽 
CD の再生中） 

• CD - R 、 CD - RW 、 DVD - 民、 DVD + 民、 DVD - RW や DVD + RW に書き込みまたは書き換え中 
-ドライバのインストールが必要な周辺機器を接続しているが、対象のドライバのインス 
トールが終 T していないとき 

.ネットワーク環境で TCP / IP プロトコルな外のプロトコルを使用中 
. マウスの操作中 

• ACPI にが応していない別売の機器（あ張カード、周辺機器）を増設している場合 

• BIOS 七ットァップの省電力に関する設をは、一部を除いて無効となります。を設をの詳細 
は 、 「BIOSJ - 「メニュー詳細」（一 P .136) をご覧ください。 

• 高まな省電カモード （ACPI S 3) をサポートすることにより、ご購入時のが態では、スタン 
バイ時の消費電力を数ワットにすることを実現しています。 

事前に、接続する周辺機器が ACPI に対•応しているか、また 、 ACPI S 3 / ACPI S 1 モード対•応 
かを周辺機器のメーカーに確認してください。従来の周辺機器（プリンタ、 USB 機器等）、ま 
たは ACPI モードに対応していない周辺機器を接続すると、次のが態になる場合があります。 
-周辺機器が使用できない 
. スタンバイが態からレジュームできない 
-本体がスタンバイが態から復帰した後に、正常に動作しない 

この場合は、 「 ACPI のスタンバイモードを設をする」 （^ P .99) をご覧になり、スタンバイ 
モードを高ま (ACPI S 3) から標準 （ ACPIS 1) に切り替えてお使いください。 

また、内蔵ドライブユニットについても 、 ACPI S 3 モードに巧応していない場合がありま 
す。同様に、スタンバイモードを標準 （ ACPIS 1) に切り替えてお使いください。 

なお、最新ドライバにを更することで ACPI に巧応できる周辺機器もあります。詳細は周辺 
機器のメ ■ — 力. —に確認してください。 

• PCI あ張カードを増設する場合は、そのあ張カードおよびドライバが 「 IRQ シェァリング(割 
り込みの共有)」をサポートしている必要があります。増設する PCI カードが IRQ シェアリ 
ングをサポートしているかどうかは、を PCI カードメーカーに確認してください。 

• ネットワーク環境によっては、省電力機能を巧用できない場合があります。 

• CD - ROM 読み込み中にスタンバイや休止が態に移行すると、レジューム時にエラーメッセー 
ジが表示される場合があります。この場合は、 【 Enter 】 キーを押してください。 
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• ネットワーク環境で LAN 着信によるレジューム機能 （ WakeuponLAN 機能）を{ち用すると、 
ホストコンピュータまたは化のコンピュータからのアクセスにより、スタンバイまたは休 
止が態のコンピュータがレジュームする可能性があります。次の手順でタイマ値を設をす 
ることをお勧めします。なお設を値が20分より短いと、本パソコンがレジュームしてしま 
うことがあります。20分な上の値に設をしてください。 

し「電源オプションのプロパティ」ウィンドウを表示します卜 P .96)。 

2. 「電源設定」タブの「システムスタンバイ」および「システム休止が態」を「20分後」 
な上に設をします。 

■スタンバイまたは休止状態へ移行させるときは、手動（電源ボタンを押す、終了ウィンド 
ウで「スタンバイ」または「休止状態」を選択する（一 P .97)、 などの操作）ではなく次の 
ように設定することをお勧めします。この設定を行うと、ファイルアクセス中や通信中な 
どに省電力状態になってしまうことを回避できます。 

. 「電源設定」タブの「システムスタンバイ」または「システム休止状態」で移行するまで 
の時間（例えば「30分後」）を設をします。 

• ネットワーク環境下で省電力機能を使用する場合、次の条件下では、使用するプロトコル 
やソフトウェアによっては、不具合（スタンバイおよび休止が態からの復帰時に正常に通 
信できないなど）が発生することがあります。 

. TCP/IP プロトコルな外のプロトコルを 使用 している 場合 

•ネットワーク環境で通信中に、手動（電源ボタンを押す、終了ウィンドウで「スタンバ 
イ」または「休止状態」を選択する（一 P .97)、 などの操作）によりスタンバイおよび休 
止が態に移行した場合 

•ネットワーク上でファイルの共有を設定し、手動（電源ボタンを押す、終了ウィンドウ 
で「スタンバイ」または「休止が態」を選択する （^ P .97)、 などの操作）によりスタン 
バイが態に移行したときに、次のメッセージが表示されて「はい」をクリックした場合 
「このコンピュータに接続しているユーザーが次のファイルを開いています。 

[フアイルタ]〜〜 

このまま続けるとファイルを閉じますが、ファイルを開いている ユーザーは データを失 
うかも知れません。続けますか？」 

• 「電源オプションのプロパティ」ウィンドウにある「モニタの電源を切る」、レ、ードデ ィス 
クの電源を切る」の設をはネットワークに影響しません。 

• OpenGL を使用した スクリーン七ーバーが 起動しているときには、 スタンバイ および シス テ 
ム休止状態への移行はできません。 

■ スタンバイ時のを意事項 

• 電源ボタンなどで本パソコンをスタンバイ状態に移行させても、まれにすぐにレジューム 
することがあります。その場合には、いったんマウスを動かしてから、再びスタンバイ状 
態に移行させてください。 

• TCP / IP の設定で DHCP が有効の場合、スタンバイが態移行時に DHCP サーバーから割り当て 
られた IP アドレスのリース巧限が切れたとき、パソコン本体がレジュームすることがあり 
ます。 

この場合は、 DHCP サーバーの IP アドレスのリース巧間を延長するか、または DHCP の使 
用を中止し固定 IP をご使用ください。 
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• スタンバイが態に移行する際、「デバイスのドライバが原因でスタンバイが態に入れませ 
ん。ソフトウェアをすべて閉じてから、もう一まやり直してください。問題が解巧しない 
場合は、そのドライバを更新することをお勧めします。」の警告ウィンドウが表示されて、 
スタンバイが態に移行できない場合があります。これは、プログラムが動作中でスタンバ 
イが態に移行できないが態を示します。スタンバイが態に移行させるためには、動作中の 
プログラムを終了してください。 

■ 休止状態のま意事項 

• ハードディスクに必要な空き容量がない場合、休止状態は使用できません。 

• プリンタなどの周辺機器を接続したが態で休止が態にすると、レジューム時に周辺機器の 
情報が初期化されるため、中断する前の作業が態に戻らないことがあります。 


省電力の設定 


■「電源オプションのプ□パティ」ウィンドウの表示 

本パソコンの電源を管 a することができます。 

f 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」一「パフォーマンスとメンテナ 
ンス」の順にクリックします。 

2 「電源オプション」をクリックします。 

「電源オプションのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

■ 設定を変更する 

お使いの状況に合わせて、をタブで設をを変更し、「適用」をクリックしてください。 

□ r 電源設定」タブ 

本 パソコ ンの電源を入れたが態で一を時間使用しなかつた場合に、省電力機能が働くまでの時 
間を設をします。 

スタンバイが態に移行するまでの時間は「システムスタンバイ」で設をしてください。 
「休止が態」タブで休止が態を有効にした場合、休止が態までの時間は「システム休止が態」 
で設をしてください。 


□ r 詳細設定」タブ 


電源ボタンを押したときの、パソコン本体の動作状態を設をします（ご購入時には、電源を切 
るように設をされています)。 

次のように設をできます。 

• 「コンピュータの電源ボタンを押したとき」 

:電源ボタンを押したときのが態を設をできます。 

• 「スタンバイから回復するときにパスワードの入力を求める」 

:スタンバイ状態からレジュームするときにパスワードの入力をホめるメッセージを表示 
させる設をを行います。 
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□ r 化止状態」タブ 


本パソコンを終了する前に メモリ の内容を すべてハー ドディスクに保存するかを設をします。 
「休止が態」タブの「休止状態を有効にする」をチェックすると、「詳細設定」タブの「電源ボ 
タン」の項目で「休止が態」が選択できるようになります。 

■各機能の設定について 

□ Enhanced Halt State 機能 

次の機種の CPU は 、 Enhanced Halt State 機能に巧応しています 。 Enhanced H 址 State 機能は本 
パソコンのアイドリング時に、自動的に CPU の速まを一時的に遅くし、消費電力をかえるこ 
とができる機能です。 

.05220、 D 3220 ( Intel ® Pentium ® 4プロセッサの CPU を搭載している機種） 

• 設定ホ法 

設定する必要はありません。本パソコンの出荷時に有効に設定されています。 


スタンバイまたは休止状態にする 


■「コンピュータの電源を切る」ウィンドウを使う 

終了ウインドウを使用してスタンバイ、または休止状態にする場合は、次のように操作してく 
ださい。 

P POINT 

► 「コンピュータの電源を切る」ウィンドウの「休止状態」を使巧可能にするには、「電源才 
プションのプ□パティ」ウィンドウト P ぶ 6) で、■(木止状態をち効にして〈ださい。 

1 「スタート」ボタンー「終了オプション」の順にクリックします。 

2 「スタンバイ」または「休止状態」を選択します。 
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スタンバイまたは休止状態からのレジューム 


■ スタンバイおよび休止状態からのレジューム条件 

ACPI モードの標準 ( ACPIS 1) /高度 (ACPI S 3) のスタンバイおよび休止が態から、次の表 
で〇になっているレジューム要因で通常の状態にレジュームさせることができます。 

P POINT 

► 電源ボタンを押す方法が外で標準 (ACPI S 1) /高度 (ACPI S 3) のスタンバイ状態から 
レジュームさせると、 OS の仕巧により画面が表示されない場合があります。 

その場合は、キーボードかマウスから入力を巧うと画面が表示されます。画面が表示され 
ないままの状態で一定時間経過すると、本パソコンは再度スタンバイが態に移行します。 


レジューム要因 

ACPI モード標準 

ACPI モード高度 

休止が態 

(ACPI S 1) 

(ACR S 3) 

(ACPI S 4) 

電源ボタンを押す 注 1 

〇 

〇 

〇 

PS/2 キーボードのキーを押す、 

PS/2 マウスを動かす 注 2 

〇 

X 

X 

USB キーボードのキーを押す、 

USB マウスを動かす 注 3 

〇 

〇 

〇 を 8 

タイマでレジューム時刻指定する 注 4 

〇 

〇 

〇 

LAN 着信 注 5 

〇 

〇 

〇 

モデム着信 （Ring Indicator 信号） 注 6 

〇 

X 

X 

PCI 拡張カード （PME# 信号）経由の着信注7 

〇 

〇 

〇 


を1:「電源オプションのプロパティ J ウィンドウー「詳細設定 J タブー「電源ボタン J の「コンピュータの電源ボタン 
を巧したとき J を「シャットダウン J に設定した場合でも、電源ボタンを巧すとスタンバイが態からレジュームし 

ます。 

ま2:「デバイスマネージャ J 一「キーボード J または「マウスとそのほかのポインティングデバイス J の PS /2 キーボ ー 
ドまたは PS /2 マウスのプロパティで「電源の营理 J タブが表示される場合は、次の項目をチェックする必要があり 
ます。 

-「このデバイスで、 コン ピュータのスタ ン バイ状態を解除できるようにする J 
ミ主3:「デバイスマネージャ J 一「キーボード J または「マウスとそのほかのポインティングデバイス J の USB キーボ ー 
ドまたは USB マウスのプロパティの「電源の管理 J タブが表示される場合は、次の項目をチェックする必要があ 
ります。 

-「このデバイスで、 コン ピュータのスタ ン バイ状態を解除できるようにする J 
ま4:「タスク J を使用した場合、タイマでレジュームさせることができます。 

ま5 :「デバイスマネージャ J 一「ネットワークアダプタ J の LAN コントローラのプロパティの「電源の管理 J タブの次 
の項目をチ X ックする必要があります。 

-「電力の節約のために、コンピュータでこのデバイスの電源をオフにできるようにする J 
-「このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする J 
ま6:通信ソフトを起動し、着信待ちが態にしておく必要があります。 

ま7: PME # 信号をサポートした PCI 拡張力ード （PCI Revision 2.2 規格に準拠）を搭載した場合、着信によるレジュー 
ムをさせることができます。 

ま8 : K 5220 の場合、休止状態から USB キーボードまたは USB マウスを使ってレジュームさせることはできません。 
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ACPI のスタンバイモードを設定する 


■概要 

ACPI のスタンバイモードには、次の2種類があります。 

• 高ま （ACPI S 3) '''メモリな外の装置の動作を停止します。標準 （ ACPIS 1) と比較し、省 
電力に優れる ー ホでレジュームには時間がかかります。 

•標準 （ ACPIS 1) ''' CPU の動作を停止します。 

ご購入時には、高ま （ ACPIS 3) に設をされています。スタンバイモードをを更するホ法は、 
次のとおりです。 

P POINT 

► 増設する周辺機器は高度 (ACPI S 3) に対応している必要があります。 

対応していない周辺機器を接続する場合は，標準 （ACPI S 1) に切り替えてお使いくださ 
い。 

■ スタンバイモードを高度から標準に変更する 

t BIOS セットアップで、スタンバイモードを標準 （ ACPIS 1) に設定します。 

BIOS セットアップについては、 「 BIOS 」一「 BIOS セットアップの操作のしかた」（一 
P .133) をご覧ください。 

参 D 5220、 K 5220、 D 3220 の場合 
rPowerJ - 「ACPI Sleep ModeJ : SI 
参 E 3220 の場合 

「 AdvancedJ —「Power Management SetupJ — 「 ACPI Suspend TypeJ : SlfPOS ) 


P POINT 

► この操作を行うと、電源管理の設定がご購入時の状態に戻ります。設定を変更していた場 
合は、「電源オプションのプロパティ」ウィンドウで、再設をしてください（一 P .9 目)。 

■ スタンバイモードを標準から高度に変更する 

標準から高まに'変更するには、 BIOS セットアップの設をを元に戻してください。また、設を 
を変更した後は、リカバリが必要となります。手順に従って操作してください。 

1 BIOS セットアップで、次の設定を変更します。 

BIOS セットアップについては 、 「BlOSj _ 「 BIOS セットアップの操作のしかた」（一 
P .133) をご覧ください。 

参 D 5220、 K 5220、 D 3220 の場合 
rPowerJ - 「ACPI Sleep ModeJ : S 3 
参 E 3220 の場合 

「AdvancedJ — 「Power Management SetupJ — 「 ACPI Suspend TypeJ : S 3( STR ) 

2 変更を、リカバリを実行します『取扱説明書』）。 




Memo 



第 5 章 


七キユリテイ 

本パソコンで使用できるセキユリテイ機能につ 
いて紹介します。他人による不正使用や情報の 
漏えいなどを防ぐために、曰ごろからセキュリ 
ティ対策をむがけて〈ださい。 


1セキュリティについて . 102 

2ネットワーク接続時のセキュリティ . 103 

3不正巧用からのセキュリティ . 109 

4パソコンの盗難防止 . 112 

5パソコン本体廃棄時のセキュリティ . 113 
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1七キュリテイについて 


パソコンの 使用増加に伴って、 コンピュータウイルス による システム 破壊、情報の漏えい、不 
正使用、盤難などの危険も増えてきています。これらの危険から大切な情報を守るために、本 
パソコンでは さまざまな セキュリティ 機能が用意されています。 

ここでは、どんな危険があるか、またトラブルに備えてやっておくことについて、説明してい 
ます。 


が重要 

► 当社ではセキュリティ機能を使巧されたこと、または使用できなかったことによって生じ 
るいかなる損害に関しても、一切の責任を負いかわます。 

セキュリティ対策は、本パソコンを使巧している方が責任をもって巧ってください。 

► セキュリティは一度巧えばまむできるものではありません。パソコンを使用している方が 
曰ごろから関むをもって、最善のセキュリティ環境にしておくことが必要です。 

■ コンピュータウイルス 

パソコンにトラブルをひき起こすことを目的として作られたプログラムです。インターネット 
や電子メールなどを通じてパソコンに感染することにより、パソコンのシステムやデータの破 
壊、情報の漏えいといった被害を与えます。 

■ 情報の漏えい 

ネットワークなどを通してパソコンに不正に侵入され、重要なデータを流出されたり、破壊さ 
れたりすることがあります。また、特殊なソフトウェアを巧用することにより、廃棄したパソ 
コンから不正に情報が抜き出されることもあります。 

P POINT 

► 記録メディアを廃棄する場合も、セキュリティに気を付けてください。 CD、DVD などは 
ディスクの読み取り部に傷をつけたり、 USB メモリなどはデータを完全にミ肖去したりする 
ことをお勧めします。 


■不正使用 

{吏用する権限のないパソコンを使用することです。パスワードを設定するなどの対策で防ぐこ 
ともできますが、容易に想、像できるパスワードを使用したりすると、不正に巧用される危険性 
が高くなります。 

■を難 

不正に パソコンが 持ち出され、保存しているデータが不正に使用されることがあります。 

■ トラブルに備えて 

パソコンの セキュリティには、これで完全というものはありません。日ごろからデータの バッ 
クアップをとったり、ソフトウェアを最新のものにアップデートしたりするなどの巧策をして 
おけば、被害を少なくすることができます。 

詳しくは、「トラブルシューティング」一「トラブルに備えて J (一 P.180)、 および「セキュリ 
ティ」一 「Windows やソフトウェアのアップデート」 （一 P.105) をご覧ください。 
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2ネットワーク接続時の七キユリティ 


インターネットや電子メールなどの普及に伴い、コンピュータウイルスへの感染やパソコン内 
の情報が漏えいする危険性が高まっています。 

ここでは、ネットワークに接続しているパソコンを守るための七キュリテイ機能について紹介 
します。 

コンピュータウイルス対策 


が重要 

► コンピュータウイルスに感染したことにより本パソコンの修理が必要になった場合、保証 
期間内であってもち償修理になることがあります。ウイルスの感染を防ぐために 、 「Norton 
Antivirus 」 （一 P .103) を使用したり 、 「Windows Update 」 （一 P .105) を実巧したり対策を 
取って〈ださい。 

コンピュータウイルスは、インターネットや電子メールなどを通じてパソコンに感染し、デー 
夕を破壊したりパソコンを起動できなくしたりします。また、ウイルスに感染したパソコンを 
使用することにより、メールソフトに登録されているアドレスや保持しているデータに記録さ 
れているアドレス宛てに勝手にウイルスが配信され、ウイルスを広めてしまうこともありま 
す。 

本パソコンには、ウイルスを発見するためのソフトウエアとして 「Norton Antivirus 」 が添付さ 
れています 。 「Norton Antivirus 」 は、ウイルス定義ファイルを使用して、ウイルスの侵入と感 
染をチェックすることができます。 


■ Norton AntiVirus 

「Norton Antivirus 」 は「ソフトウェア」一「ソフトウェアー覧」（一 P .116) をご覧になり、必 
要に応じてインストールしてください。また 、 「Norton AntiVims 」 を使用する場合は、ウイル 
ス定義ファイルの更新をお勧めします。 

更新方法については、「ウイルス定義ファイルを更新する （ LiveUpdate )」 （一 P .104) をご覧く 
ださい。 

使用方法や設定にっいては、ヘルプをご覧ください。 

□注意事項 

•「Norton Antivirus 」 を起動していると、ソフトウェアが正常に インス トールされなかったり、 
ご使用のソフトウェアによっては不具合が発生したりすることがあります。この場合は次 
のいずれかの方法で 「Norton Antivirus 」 を一時的に使用不可にしてください。 

• 「スタ^ート」ボタンー「すべてのプログラム」一 「 NortonAntivirus 」 一 「 NortonAntiVirus 」 
の順にクリックします。 

「Norton Antivirus 」 ウインドウで「オプション」一 「Norton AntiVirus 」 の順にクリックし、 
「 A 山 o - Protect を有効にする」のチェックを外して、 「0 K 」 をクリックします。 

•「 NortonAntivirus 」 のアイコンが通知領域に表示されている場合は、そのアイコンを右ク 
リックし、 「 Auto - Protect を無劾にする」をクリックします。 
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•「Norton Antivirus 」 でコンピュータウイルス検査を実行しているときは、ハードディスクに 
あるプログラムを実行したり、検査中のフロッピーディスクを取り出したりしないでくだ 
さい。 

•「Norton Antivirus 」 は、コンピュータウイルスの情報を記載したデータファイルと、検査プ 
ログラム（スキャンエンジン）を使用しています。を巧的に更新してください。 

スキャンエンジンを更新する場合は、最新版の 「Norton Antivirus 」 をご購入ください。 

• 電子メールに添付されたファイルや入手したフロッピーディスクなどは、コンピュータウイ 
ルスに感染していないかをチェックしてからお使いください。また、パソコンの ハード ディ 
スクは定期的にウイルスチェックを実行してください。 

□ ウイルス定義ファイルを更新する (LiveUpdate) 


P POINT 

► 「 LiveUpdate 」 はシステム管理をの指示に従って行ってください。 

► 「 LiveUpdate 」 を実行するには、インターネットに接続できる環境が必要になります。ネッ 
トワーク管理をに確認し、あらかじめ必要な設ををしてから実行してください。 

► 「Norton Antivirus 」 の自動 LiveUpdate を「オン」に設定しておくと、インターネットを接 
統したときに最新のウイルス定義ファイルに自動更新することができます。 

• 手動で更新する 

1 . 「スタート」一「す ベてのプログラム」 一 「Norton AntiVirus 」 一 「Norton AntiVirus 」 の 
順にクリックし、画面左上の 「 LiveUpdate 」 ボタンをクリックします。 

2. 「次へ」ボタンをクリックします。 

更新ファイルがあるかどうか検索されます。 

更新ファイルがない場合は、「完了」をクリックしてウインドウを閉じます。 

3. 「次へ」ボタンをクリックします。 

更新ファイルのダウンロー ドとインストールが始まります。 

4. 「完了」をクリックします。 

P POINT 

► 更新を有効にするために再起動が必要な場合は、 Windows を再起動して〈ださい。 

• 自動で更新する 

自動でウイルス定義ファイルを更新するには 、 「Norton Antivirus 」 の自動 LiveUpdate を「ホ 
ン」に設定する必要があります。 

1. 「スタ^ー ト」ボタン ー 「すべてのプロダラム」 一「 Norton Anti Virus 」 一「 Norton AntiVirusJ 
をクリックします。 

「 Norton AntiVirusJ が起動します。 

2. 「Norton Antivirus 」 ウインドウで「オプション」一 「Norton AntiVirus 」 の順にクリック 
します。 

「Norton Antivirus オプション」ウインドウが表示されます。 

3. 「インターネット」の 「 LiveUpdate 」 をクリックします。 

4. 「自動 LiveUpdate を有効にする」にチェックを付けて 「 OK 」 をクリックします。 

自動 LiveUpdate のホンとオフが切り替わります。 
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□コンピユータウイルスの被害届け 

コンピュータウイルスを発見した場合は、被害届けを提出してください。 

コンピュータウイルスの届け出制度は、「コンピュータウイルス対策基準」（平成12年12月 
28日付通商産業省告示第952号）の規定に基づいています。コンピュータウイルスを発見し 
た場合、コンピュータウイルス被害の拡大と再発を防ぐために必要な情報を、独立行政法人情 
報処理推進機構 ( IPA ) セキュリティセンターに届け出ることとされています （ http :// 
www . ipa . go . jp / security /) 。 


Windows やソフトウエアのアップデート 


お使いの Windows やソフトウエアに脆弱性（七キュリテイホール）と呼ばれる弱点が発見さ 
れることがあります。これらの脆弱性が悪用されると、コンピュータウイルスなどの悪意ある 
プロダラムが作られる可能性があります。脆弱性をそのまま放置しておくと、お使いのパソコ 
ンに悪意あるプログラムが侵入する危険性があります。 

その対策として、システムやソフトウエアを提供しているを社が修正プログラムを無料で配布 
しています。新しい修正プログラムが発表されたときには、内容を確認の上、お使いのパソコ 
ンに適用してください。 

Windows では 、「 Windows Update 」 で Windows やソフトウエアなどを最新のが態に更新できま 
す。最新のが態にすることにより、ウイルスが侵入したり、不正アクセスされたりするセキュ 
リテイホールをなくすための対策もされます。 

Office 製品についても、 マイクロ ソフト社のホームページから、 「 Office のアップデート」を実 
行することにより、最新のが態に更新できます。 

■ Windows Update 
P POINT 

► 「Windows Update 」 を実行するためには、インターネットに接続できる環境が必要になり 
ます。ネットワーク管理者に確認し、あらかじめ必要な設定をしてから、実行してくださし、。 

► インターネットに接続しただけで感染するウイルスなどもあります。ご購入時の設をは 
「 Windows ファイアウォール」がち効になっています。 「 Windows ファイアウォール」は、 
ち効にして使巧することをお割めします。 

► rWindows Update J はシステム管理者の指示にがって行ってください。システム管理者は、 
次の点にごミ主意〈ださい。 

-「優先度の高い更新プログラム」については、適巧されることをお割めします。 

-ハードウ X ア巧の更新ブログラムは適用しないで〈ださい。ただし、お客さまが追加さ 
れたデバイスについてはお客様の判断で適巧して〈ださい。 

-自動更新機能を使うと 、 「Windows Update 」 を自動的に巧うように設定をすることがで 
きます。設定方法については、 Windows のヘルプをご覧〈ださい。ご購入時の設定で 
は、インターネットに接続しているときに、「優先度の高い更新プログラム」を自動更 
新するように設定されています。必要に応じて誤をを変更して〈ださい。 

► rWindows Update 」 は、マイクロソフト社が提供するサポート機能です 。 「Windows UpdateJ 
で提供されるプログラムについては、弊社がその内容や動作、および実施後のパソコンの 
動作を保証するものではありませんのでご了承ください。 

► rWindows Update ] の/くージョンがアップされている場合は 、 「Windows Update 」 のホー 
ムページの案内に従って、実行してください。 
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1 「スタート」ボタンー「すべてのブログラム」一 r Windows Update j の順にク 
リックします。 

「Windows Update 」 の画面が表示されます。 

P POINT 

► Windows や Office 製品などのマイク□ソフト社が提供するソフトウエアの更新プ□グラム 
を1度に入手できる 「Microsoft Update 」 を利巧することもできます 。 「Microsoft Update 」 
を利巧するには、マイクロソフト社のホームぺージからま用のソフトウエアをインストー 
ルする必要があります。 詳しくは 、 「Windows Update 」 のホームぺージにあるリンクをク 
リックし 、 「Microsoft Update 」 のホームぺージをご幫〈ださい。 

2 「カスタム」をクリックします。 

パソコンのが態を診断し、更新情報を取得します。 

更新情報のリストが表示されます。 

3 内容を確認し、更新したくない項目がある場合はその項目のチIックを外しま 
す。 

通常は、「優先まの高い更新プログラム」にっいてはすべての項目を更新することをお 
勧めします。 

4 「更新プログラムの確認とインストール」をクリックします。 

P POINT 

►インターネットへ情報をさ信するにあたっての;主意が表示されたら、「はい J をクリックし 
ます。 

5 「更新プログラムのインストール」をクリックします。 

この後は、表示される画面に従って操作してください。 


七キュリティ七ンター 


「セキュリティセンター」を使うと、 Windows のセキュリティのが態を監視したり、関連する 
機能や設定画面を呼び出したりすることができます。 

■ 七キユリティ七ンターの機能 

□七キユリティの状態を監視してを険を知らせる 

七キュリティセンターは、七キュリティ対策上で重要な次の3つのポイントをいつもチェック 
しています。 

• パソコンがファイアウォールで守られている 

•「Windows UpdateJ の「優先まの高い更新プログラム」が自動的に適用されるように設をさ 
れている 

• 最新のウイルス対策ソフトを実行している 
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例えば、ウイルス対策ソフトを導入していなかったり、ウイルス定義ファイルが古いままで最 
新の コンピュータ ウイルスに対応できないが態だったりした場合など何か問題があるときに、 
画面右下の通知領域にあるァイコンの色が変わり、注意を喚起するメッセージを表示してお知 
らせします。常に最新のセキュリティ対策を取るように心がけてください。 

□ セキュリティの設定/確認を手軽に行う 

七キュリティセンターでは、次の設定を行うことができます。 

• インターネットオプション 

r Internet Explorer ] のセキュリティ設定を変更できます。ホームページ閲覧中に突然表示さ 
れる広告（ポップァップウィンドウ）を遮断することもできます。 

• 「 Windows Update 」 の自動更新 

インターネット利用中に 「 Windows Update 」 の「優先度の高い更新プログラム」があるか 
どうかを定期的に確認し、お使いのパソコンに自動的にインストールします。 

• Windows ファイアウォール 

ネットワーク経由で悪意のある第三者や不正なプログラムが侵入するのを防ぎます。 


ファイアウオール 


パソコンを 外部のネットワークに接続している場合、外部のネットワークから不正にアクセス 
して情報を改ざんされることがあります。そのため、外部のネットワークと内部のネットワー 
クの間にファイアウォールと呼ばれる壁を作って、外部からのアクセスを コン トロールするこ 
とができます。 

Windows XPSP 2 では、 「 Windows ファイアウォール」が標準で搭載されています。 

「 Windows ファイアウォ'—ル」については、 Windows のヘルプをご覧ください。 

通信データの暗号化 _ 

ネットワーク経由してデータをやり取りしている場合、ネットワーク上で情報の漏えいを招く 
ことがあります。重要なデータは、あらかじめ暗号化するなどして保護することが大切です。 
Windows XP Professional には、データを暗号化するための機能が標準で搭載されています。暗 
号化機能の1つとして 、 「IPSec (Internet Protocol Security ) J があります。 

TCP / IP プロトコルで通信を行っている場合に 「 IPSec 」 を有効にすると、ソフトウェアに依存 
せずにデータを B 音号化させてネットワークを経由させることができます。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 
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無線 LAN 使用時 の 通信データの暗号化 _ 

■ 対を機種 

無線 LAN 搭載モデル 

無線 LAN を{まってネットワークに接続すると、無線が届く範囲内にある化の無線 LAN 搭載 
機器から通信内容を化人に読み取られてしまう危険性があるので、データを暗号化することが 
必要です。 

カスタムメイドで無線 LAN を選択した場合、本パソコンには、無線 LAN のデータを暗号化 
するための機能が搭載されています。 

詳しくは、『圧邸802.11 a / g 準拠内蔵無線 LAN をお{吏いになるホへ』をご覧ください。 

なお、無線 LAN のアクセスポイント経由でネットワークに接続している場合は、アクセスポ 
イントのマニュアルもご覧ください。 
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3不正使用からの七キュリテイ 


パソコンを使用する権限のない人が不正にパソコンを使用して、データを破壊したり漏えいし 
たりする危険からパソコンを守ることが必要になってきています。 

ここでは、本パソコンで設定できるパスワードや機能などについて説明します。なお、複数の 
パスワードや機能を組み合わせることによって、 バソコ ンのま全性も高まります。 

が重要 

► パソコンの修理が必要な場合は、必ずパスワードなどを解除してください。セキュリティ 
がかかったが態では、保証期間にかかわらず修理は有償となります。 

► パスワードを何かに書き留める際は、第=者に知られないようにま全な場所に保管して〈 
ださい。 

また、数字だけでな〈英数字や記号を入れたり、を期的に変更したりするなど、第=者に 
推測されないように工夫をして〈ださい。 


Windows のパスワード 


Windows の起動時やレジューム時、スクリーン七ーバーからの復帰時のパスワードを設をでき 
ます。複数のユーザーで1をのパソコンを使用する場合、使用するユーザーによってパスワー 
ドを'変更できます。 

パスワードの設定方法については、 Windows のヘルプをご覧ください。 

管理者権限とユーザーアカウント 


Windows では、管巧を権限を持ったユーザーアカウントを作成できます。管 a 者は、化のユー 
ザーアカウントのセットアップや管 a などを行うことができます。管 a 者がパソコンを使用す 
るユーザーを管巧することで、パソコンのま全性も高まります。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 

アク七ス権と暗号化 


Windows では、ファイルシステムとして NTFS を使用しています。 NTFS では、次のようなこ 
とができます。 

• フォルダやファイルへのアクセス権の設を 

ユーザーまたはグループごとに権限を設をできるため、権限のないユーザーからのアク七 
スに対してファイルを保護することができます。 

• フォルダやファイルの暗号化 

不慮の事故でハードディスクを紛失しても、簡単にファイルの内容を判別できないように 
保護することができます。 

ァクセス権を設定したり暗号化したりすることにより、権限のないユーザーから大切なデータ 
を守ることができます。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 
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BIOS のパスワード 


パソコン起動時や BIOS 七ットアップ起動時のパスワードを設をできます。 BIOS のパスワー 
ドには、管 a を用のパスワードと ユーザー 用のパスワードがあります。 ユーザー 用パスワード 
で作業を行う場合、パソコンの設をがを更できなくなるなどの制限がつきます。 

また、 D 5220、 K 5220、 D 3220 では、パソコンのハードディスク自体にパスワードを設をでき 
ます。ハードディスクにパスワードを設をしておくと、パスワードを知っている人な外はハー 
ドディスクに入っている情報が読み出せなくなります。 

詳しくは、 「 BIOS 」一「 BIOS のパスワード機能を巧う J P .153) をご覧ください。 


七キュリティチップ 


■ 対を機種 

セキュリティチップを搭載している機種 

セキュリティ チップは パソコ ン のが 態を確認すると共に、 ユーザー ごと の 鍵を生成し保護管 a 
する機能を持ちます。この機能を使うことで、より強固なファイル暗号化や ユーザー 認証を行 
うことができます。 

詳しくは、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお{まいになるホへ）』 
をご覧ください。 


乂マート カー ドリ ータ /ライタ 


■ 対を機種 

スマートカードリーダ/ライタを搭載している機種 

パソコン や Windows の起動時、 ソフ トウエアの ログオン 時にスマートカード認証による 七 キュ 
リテイを設をできます。スマートカードには の や パ スワードなどのセキュリテイ情報を格納 
します。1枚のスマートカードに管 a 者用とユーザー用のパスワードを、1つずつ設をできます。 
パソコンを{ま 用する場合は、 パソコン 本体にスマートカードを 七ッ トし 、 PIN (個人認証番号） 
を入力します。スマートカードを 七ッ トしないと 七 キュリテイが解除できないため、従来の パ 
スワード認証よりもを全に使用できます。 

詳しくは、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお{まいになるホへ）』 
をご覧ください。 
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Portshutter 


■対象 os 

Windows XP Professional 

が重要 

► 無効に設をしたポートは、外部機器を接続してもお使いになれません。 

USB ポートや CD - ROM ドライブなどの外部機器接続ポートの使用を制限できます。 Portsh 山 ter 
を{吏うことにより、パソコンからの情報漏洩やパソコンへの不正なプログラムの導入を防止す 
ることができます。 

USB ポートを無効にする場合、 USB 機器ごとに有効-無効の設をが可能です。 

詳しくは、添付の「ドライバーズディスク」内のマニュアルをご覧ください。 


ェグゼキュート-ディスエーブル•ビット 機能 


■ 対象機種 

エグゼキュート.デイスエーブル.ビット機能巧応の CPU を搭載している機種 

エグゼキュート.デイスエーブル.ビット機能とは、不正なメモリ領巧を使用して悪意のある 
プログラムを実行可能にするバッファ-オーバーフロー脆弱性を防止する機能です。 

詳しくは、「ハードウェア」（一 P .23) をご覧ください。 
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4パソコンのを難防止 


パソコンの 盗難とぃう危険があります。 パソコンを 鍵のかかる場抓 こ 設置または保管するなど 
の対策をとることもできますが、 パソコン 自体にも盗難防止用の機能が備えられてぃます。 

本 パソコンには、 次の機能があります。 

• 「本体 カバーキー J P .112) 

• 「ホ版の鍵」い P .112) 

• 「盗難防止用ロック取り付け穴」（一 P .112) 

D 5220 で本体カバーキーを使用したり、 D 5220、 D 3220、 E 3220 でボ販の鍵を使用したりする 
と、本体カバーの開閉を制限できるため、ハードディスクなどの装置の盗難の危険性が減少し 
ます。これらの鍵の施錠ホ法につぃては、レ、ードウエア」 （^ P .23) をご覧くださぃ。 

□ 本体カバーキー 

添付の本体 カバーキーで 本体 カバーを 施錠できます。 

が重要 

► 施錠する場合は、お客様の責任で、本体カバーキーを紛失しなぃようにしてくださぃ。 

► 本体カバーキーを紛失した場合は、引取修理による本体カバーの交換が必要となります。 
「富±通ハードウ X ア修理相談センター」にご連絡くださぃ。 

なお、保証期間にかかわらず、鍵の紛失による本体カバーの交換は有償となります。 

► 本体カバーキーを紛失した場合は、訪問修理の際も即日修理ができません。 

引取修理になりますので、あらかじめご了承〈ださぃ。 

□市販の鍵 

パソコン 本体背面の七キュリティ施錠金具に、ホ販の鍵を取り付けることができます。 

□ 盗難防止巧ロック取り付け巧 

パソコン 本体の盤難防止用 ロ ック取り付け穴に、盤難防止用ケーブルを取りイ寸けることができ 
ます。ケーブルの端を机や柱などに取りイ寸けることで、 パソコン 本体の盤難の危険性が減少し 
ます。 

盤難防止用ロック取り付け穴の場所につぃては、「各部名称」一「各部の名称と働き」（一 P .12) 
をご覧くださぃ。 

P POINT 

► 市販の鍵またはを難防止用ケーブルの鍵を紛失した場合は、ご購入元にご連絡〈ださぃ。 
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5パソコン本体廃棄時の七キュリテイ 


パソコンの廃棄-譲ミ度時のハードディスク上のデータ消去に関す 
るごを意 


最近、パソコンは、オフィスや家庭などで、いろいろな用途に{吏われるようになってきていま 
す。これらのパソコンに入っているハードディスクという記憶装置には、お客なの重要なデー 
夕が記録されています。したがって、パソコンを譲渡あるいは廃棄するときには、これらの重 
要なデータ内容を消ちするということが必要となります。 

ところが、このハードディスク内に書き込まれたデータを消まするというのは、それほど簡単 
ではありません。「データを消まする」という場合、一般に 
-データを「ゴミ箱」に捨てる 
• 「削除」操作を行う 
. 「ゴミ箱を空にする」を使って消す 
. ソフトウェアで初期化（フォーマット）する 
. ハードディスクをご購入時のが態に戻す 

などの作業をすると思いますが、これらのことをしても、ハードディスク内に記録されたデー 
夕のファイル管 a 情報が'変更されるだけで、実隙にはデータが見えなくなっているだけという 
が態です。 

つまり、一見消ちされたように見えますが、 Windows などの OS からデータを呼び出す処 a が 
できなくなっただけで、本来のデータは残っているのです。したがって、データ回復のための 
特みなソフトウェアを利用すれば、これらのデータを読みとることが可能な場合があります。 
このため、悪意のある人により、ハードディスク内の重要なデータが読みとられ、予巧しない 
用途に利用されるおそれがあります。 

パソコンの 廃棄.譲渡等を行う際に、ハードディスク上の重要なデータが流出するというトラ 
ブルを回避するためには、ハードディスクに記録された全データを、お客様の責任において消 
モすることが非常に重要となります。消まするためには、専用ソフトウェアやサービス（有 
料）を利用することをお勧めします。また、廃棄する場合は、ハードディスク上のデータを金 
植や強磁気により物 a 的-磁気的に破壊することをお勧めします。 

なお、ハードディスク上のソフトウェア （ Windows 、 ソフトウェアなど）を削除することなく 
パソコンを譲渡すると、ソフトウェアライセンス使用許諾契約に抵触する場合があるため、ホ 
分な確認を行う必要があります。 

本パソコンには、パソコンの廃棄.譲渡時のデータ流出というトラブルを回避するを全策の一 
つとして、専用ソフトウェアレ、ードディスクデータ消ち」が添付されています。レ、ードディ 
スクデータ消ち」は、 Windows などの OS によるファイル削除や初巧化と違い、ハードディス 
クの全領域について、元あったデータに固をパターンを上書きするため、データが復元されに 
くくなります。 

ただし、レ、ードディスクデータ消ち」で消ちした場合でも、特殊な設備や特殊なソフトウェ 
アの巧用によりデータを復元される可能性はゼロではありませんので、あらかじめご了承くだ 
さい。 

レ、ードディスクデータ消ま」の使いホについては、「ソフトウェア」一「ソフトウェアー覧」 
(一 P .116) をご覧ください。 







ハードディスクのデータ消去サービスについて 


弊社では、法人•企業のお客様向けに、専門スタッフがお客様のもとへお伺いし、短時間で 
データを消ちずる、「データ完全消まサービス」をご用意しております。 

消去方法は、専用ソフトウェアによる「ソフト消ま」と、消磁装置によるレ、ード消ち」があ 
りまず。 


ソフト消去 

専用ソフトウェアを使って、ハードディスクに巧して2回上書き（ラ 
ンダムデータ+ 0データ）する事により残存するデータを完全に消ち 
します。 DoD や NSA など海外のを種消ち規格にも巧応可能です。 

ハード消ち 

消磁装置を使用してハードディスクを磁気的に破攘しまず。 

(最大磁力：13000ガウス） 


消ち証明として富±通が消ま証明書を発行し、消ち済ナンバリングシールを対象ディスクに貼 
付して、納品物とします。 

詳しくは、「データ消ちサービス」 ( http :// segroup . fujitsu . com / fs / services / h _ elimination /) をご覧く 
ださぃ。 

お問い合わせ/お申し込み•先メールアドレス ： fbprj @ support.fuj itsuxom 




第 6 章 

ソフトウェア 

ソフトウエアについて説明しています。 


1ソフトウェアー覧 
2ドライバ . 


116 

130 
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1ソフトウェアー覧 


P POINT 

► -部のソフトウェアの使用方法については、ヘルプまたは 「 Readme . txt 」 などの説明ファ 
イルをご覧〈ださい。 

► 選択したカスタムメイド、または FMV / くリユーシリーズによっては、この他にソフトウェ 
アが添付されることもあります。 

► 添付されているソフトウェアは「ドライ/くーズディスク」、「リカバリディスク」などに格 
細されています。をソフトウエアの紹介を参照してインストールしてください。 


◎:ブレインストール（添付あり） 〇 :ブレインストール（添付なし ） A :添付のみ一：添付なし 



名称 

Windows XP 

Professional 

Windows XP 

Home Edition 

0 

S 

Microsoft Windows XP Home Edition ( SP 2) (一 P .117) 

- 

@ 

Microsoft Windows XP Professional ( SP 2) ( 一 P .118) 

@ 

- 

os 追加プログラム P .118) 

〇 

O 

七 

キ 

ュ 

y 

テ 

ィ 

Norton Anti Virus (一 P .119) 

@ 

@ 

Portshutter (一 P .119) 

A 

- 

SMA 民 TACCESS/Basic (一 P .119) 注 ^ 

A 

A 

ハードディスクデータ消ち P .120) 

A 

A 

C 

D 

/ 

D 

V 

D 

DVD-RAM ドライバーソフト（一 P .122) 注 2 

A 

A 

民 oxio DigitalMedia (一 P .123) 注 3 

@ 

@ 

WinDVD (一 P .123) 注 4 

A 

A 

卜 

ラ 

ブ 

ル 

予 

防 

/ 

診 

断 

Easy Backup (一 P .123) 

A 

A 

FMV 診断（一 P .124) 

@ 

@ 

PC INFORSAT (一 P .124) 注 5 

A 

- 

StandbyDisk Solo (一 P.125) 注ろ 

@ 

@ 

StandbyDisk Solo 民 B (一 P .125) 注 6 

@ 

@ 

UpdateAdvisor (本体装置）（一 P .126) 

@ 

@ 

FM Advisor (一 P .126) 

@ 

@ 

そ 

の 

化 

Adobe Reader (一 P .126) 

@ 

@ 

FM-Menu (一 P .127) 

A 

A 

FM あ大ツール（一 P . 口 7) 

A 

A 

FM キーガード（一 P .128) 

A 

A 

PC 乗換ガイド（一 P .128) 

A 

A 

パソコン入 P 弓（一 P . 口 8) 注6 

A 

A 
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カスタムメイド、 FMV バリューシリーズのソフトウエアおよび一部の添付ソフトウエアについては、機能別のマニュアルをご覧 
ください。 

プレインストールソフトは、必要に応じてアンインストールしてください。 

ま1: E 3220を除く 

ま2:スーパーマルチドライブを搭載している場合 

ま3: DVD-ROM&CD-R/RW ドライブ、またはスーパーマルチドライブを搭載している場合 
ま4: DVD-ROM ドライブ、 DVD-ROM&CD-R/RW ドライブ、スーパーマルチドライブを搭載している場合 
ま5:カスタムメイドで選択している場合 
ま日： FMV バリューシリーズをお使いの場合 


各ソフトウエアの紹介 


P POINT 

► インストールには CD/DVD ドライブが必要です。 CD/DVD ドライブが搭載されていないモ 
デルをお使いの場合は、ポータブル CD/DVD ドライブを接続してください。 

ポータブル CD/DVD ドライカよ、 r スー パーマルチ ドライブ （FMV-NSM51)」 または 「DVD- 
ROM&CD-R/RW ドライブ ユニット （USB) (FMV-NCB52)」 をお割めします。 

► 「Windows が実行する動作を選んでください」と表示されたら、「キャンセル」をクリック 
して〈ださい。 

■ Microsoft Windows XP Home Edition ( SP 2) 

□概要 

操作ホ法など詳細については、「スタート」メニューに登録されているヘルプをご覧ください。 
また 、 Windows XP Home には次のソフトウエアが含まれています。 

• Internet Explorer 6.0 SP 2 (World Wide Web ブラウザ） 

• Microsoft IME スタンダード 2002 ( 日本語入カユーテイリテイ） 

• DirectX 9.0 c (対•応ソフトウェアの高速表示/高品位を声再生を実現） 


□ 対を機種 

D 5220、 E 3220 

□ SP2 のインスIル 

SP 2 には 、 Windows XP に対する新しい修正が含まれています。 

インストールの前に、必ず管巧を権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

t 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

2 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

c:¥sp¥xpsp2. exe 

「 Windows XP Service Pack :2 セットアップウイザード」ウインドウが表示されます。 

3 「次へ」をクリックします。 

4 「追加使用許諾契約書」を読み、「同意します」をクリックし、「次へ」をクリッ 
クします。 


この後は、メッセージに従ってインストールを完了してください。 
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P POINT 

► WindowsXP のバージョン情報は、ホの操作で見ることができます。 

1. 「スタート J ボタンー「マイコンピユータ」の順にクリックします。 

2. 「ヘルプ」メニユ ーー >「バージョン情報」の順にクリックします。 

■ Microsoft Windows XP Professional ( SP 2) 

□概要 

操作方法など詳細については、「スタート」メニューに登録されているヘルプをご覧ください。 
また、 Windows XP Professional には次のソフトウェアが含まれています。 

• Internet Explorer 6.0 SP 2 (World Wide Web ブラウザ） 

• Microsoft IME スタンダード 2002 ( 日本語入カユーテイリティ） 

• DirectX 9.0 c (対応ソフトウェアの高速表示/高品位音声再生を実現） 

□ SP 2 のインストール 

SP 2 には、 Windows XP に対する新しい修正が含まれています。 

インストールの前に、必ず管 a 者権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

1 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

2 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

C : 年 sp ¥ xpsp 2. exe 

「Windows XP Service Pack ;2 セットアップウイザード」ウインドウが表示されます。 

3 「次へ」をクリックします。 

4 「追加使用許諾契約書」を読み、「同意します」をクリックし、「次へ」をクリッ 
クします。 

この後は、メッセージに従ってインストールを完了してください。 

P POINT 

► Windows XP のバージョン情報は、ホの操作で見ることができます。 

1. 「スタート」ボタンー「マイコンピユータ」の順にクリックします。 

2. 「ヘルプ」メニユ ーー* 「パ'—ジョン情報」の順にクリックします。 

■ OS 追加プ□グラム 

□概要 

出荷時の OS に適用済みの SP な降に提供されたセキュリティの問題を解みする修正プログラム 
がインストールされています。 

が重要 

► 「プログラムの追加と削除」で、「更新プログラムの表示」にチェックを付けたときに表示 
されるモジユールを削除しないでください。 
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■ Norton AntiVirus 

□概要 

コンピュータウイルスを検出.駆除します。詳しくは、「セキュリティ」一「コンピュータウ 
イルス巧策」（一 P .103) をご覧ください。 

ユーザー登録をすると「シマンテックテクニカルサポートセンター」をご利用になれます。詳 
細については「トラブルシューティング」一「お問い合わせ先」（一 P .206) をご覧ください。 

□インス I -ル方ま 

インストール 前に、必ず管 a 者権限を持った ユーザーと してログオンしてください。 

ご購入時、およびリカバリ後に七ットアップを終了すると、デスクトップ上に 
「NortonAnti Virus 2006のセットアップ」アイコンが表示されます。 

「NortonAnti Virus 2006の七ットアップ」アイコンをダブルクリックし、画面の指示に従ってイ 
ンストールを実行してください。 

また、誤って 「 NortonAntivirus 」 を削除した場合、または再まインストールが必要になった場 
合は、「ドライノく ■ —ズディスク」内の 「 app ¥ nav ¥ manual¥nv 口 Oem . pdf 」 をご覧ください。 

P POINT 

► 「 Microsoft Windows インストーラをコンピユータにインストールする必要があります。」と 
表示された場合は、「はい」をクリックして〈ださし、。 


■ Portshutter 

□概要 

USB ポートや CD / DVD ドライブなどの接続ポートを無効にするソフトウェアです。不要な機 
器を接続させないことにより、情報漏巧を防止できます。 

□巧を OS 

Windows XP Professional 

□インス I —ル方ま 

インスト ■ —ル手順については、「ドライノく ■ —ズディスク」内の巧 app 奸 ortshut ¥ manual ¥ 操作マ 
ニュアル. pdf 」 をご覧ください。 

■ SMARTACCESS/Basic 

□概要 

七キュリティチップやスマートカードを巧用するためのソフトウェアです。 

□ 巧を機種 

七キュリティチップを搭載している機種、スマートカードリーダ/ライタを搭載している機種 

□インス I —ル方ま 

インストール方法に ついては 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスを 
お使いになるホへ）』をご覧ください。なお、リカバリを実行した場合、 「 SMARTACCESS / 
BasicJ を手動でインストールする必要があります。 



製品ガイド 


■ハードディスクデータ消去 
□概要 

ハードディスク内のデータを消ちします。詳しくは「セキュリティ」ーレくソ コンの 廃棄.譲 

渡時のハードディスク上のデータ消ちに関するご注意」（一 P .113) をご覧ください。 

□ミち意事巧 

•本ツールでは、本パソコンに内蔵されているハードディスクのみを巧象としています。こ 
のため、外付けのハードディスクのデータを消ちすることはできません。 

• 1回の操作でデータを消まできるハードディスクは1つです。複数のハードディスクを消ま 
する場合は、システムを再起動してからハードディスクデータ消ちを実行する必要があり 
ます。 

•「リカバリディスク」を起動してから24時間経つと、本パソコンが自動的に再起動されます。 
そのため、「リカバリディスク」を起動してから長時間放置した場合は、再起動してから 
ハードディスクデータ消ちを実行してください。 

• 必要なデータはバックアップしてください。 

•周辺機器を取り付けている場合は、それらを一ま取り外し、ご購入時のが態に戻してくだ 
さい。 

• データ消去終了まで、数時間かかります。 

• データ消ま中に電源を切らないでください。ハードディスクが故障する可能性があります。 

• データ消ち中にリカバリディスクを取り出さないでください。処 a が継続できなくなる場 
合があります。 


□ データミ肖去方法 

次のものを用意してください。 
• リカバリディスク1 


1 次の操作を行います。 

♦ CD / DVD ドライブが内蔵されていないモデルをお使いの場合 

本 パソコンにポータ ブル CD / DVD ドライブを接続します。 

ポータブル CD / DVD ドライブは、「スーパーマルチドライブ ユニット （ FMV - 
NSM 51 )J または 「 DVD - ROM & CD - R/RW ドライブユニット （ USB ) ( FMV - NCB 52) J 
を勧めします。 

D 5220 の場合は、次の手順に従って BIOS 七ットアップの設ををを更してください。 

1. 本パソコンを起動し、 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に 【 F 2】 キーを押します。 
BIOS 七ットアップ画面が表示されます。 

2. BIOS セットアップで、次の設定を変更します。 

BIOS セットアップの設をについては 「 BIOS 」一「 BIOS セットアップの操作のし 
かた J (一 P .133) をご覧ください。 

rAdvancedJ — 「USB Features 」一 「USB Legacy Support」 ： 「EnabledJ 

3. 次の操作を行います。 

【 Esc 】 キーを 2 回押し、 「 Exit 」一 rExit Saving Changes] を実行します。 

4. 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に [ F 2] キーを巧します。 

5. 「 Boot 」一 「 Boot Device Priority 」一 「Excluded from boot order 」一 「 USB CD / DVD 」 
を選巧し、【 X 】キー押します。 

選択したドライブの《称が 「Boot Priority Order 」 のホに移動します。 
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6. 次の操作を行います。 

【 Esc 】 キーを2回押し、 「 Exit 」一 r Exit Saving Changes ] を実行します。 

参 CD / DVD ドライブが内蔵されているモデルをお使いの場合 

次の手順に進みます。 

2 「リカバリディスク1」をセットします。 

3 本パソコンを再起動します。 

4 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に、 【 F 12】 キーを押します。 

メニュ I —が表示されます。表示されない場合は、すぐににじ1】+ [ Alt ] + 【 Delete 】 キ'— 
を押して本パソコンを再起動してください。 


P POINT 

► ディスプレイの種類によっては画面の表示が遅 〈、 rpUJITSUj ロゴや Windows の起動時 
の □ ゴの表示が確認できない場合があります。 

その場合は、本パソコンの再起動後に 【 F 12】 キーを数回巧してください。 

5 次の操作を行います。 

. D 5220、 K 5220、 D 3220 の場合 ••• CD / DVD ドライブを選択して 【 Enter 】 キーを押します。 
. E 3220 の場合.. . CD / DVD ドライブを選択して [ Enter ] キーを押し、 「 Pri . S . :[お 
使いの CD / DVD ドライブあ]」を選択して [ Enter ] キーを押します。 

「使用許諾」ウィンドウが表示されます。 

6 「使用許諾」をよく読み、「同意します」をクリックします。 

「リカバリメニュー J ウィンドウが表示されます。 

7 「メニュー」から「ハードディスクデータ消去」を選択し、「実行」をクリック 
します。 

「ハ'ードディスクデ'~夕消ま」ウィンドウが表示されます。 

8 ミ主意事項をよく読み、「同意します J をクリックし、「次へ」をクリックします。 

「データを消ちするハードディスクを1を選択してください。」と表示されます。 

9 データを消去するハードディスクにチてックを付け、「次へ」をクリックしま 
す。 

「データを消ちする方式を選択してください。」と表示されます。 

10 消去する方法を選択し、「次へ」をクリックします。 

「な下の説明をお読みになり、エラー発生時の処 a を選択してください。」と表示されま 
す。 


11 エラー発生時の処理方法を選択し、「次へ」をクリックします。 

「な下の条件で、データの消まを開始します。よろしいですか？」と表示されます。 


12 「開始」をクリックします。 

レ、ードディスクデータ消ちを実行します。よろしいですか？」と表示されます。 
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13 「0K」 をクリックします。 

しばらくすると、「電源ボタンを4ゆな上押して、電源を切ってください。」と表示され 
ます。 

14 電源ボタンを4秒レ: i 上巧して電源を切ります。 

な上でハードディスクデータ消去は終了です。 

CD / DVD ドライブが内蔵されていないモデルをお{まいの場合は、次の手順に従って BIOS 七ッ 
トアップの設ををを更してください。 

1 本パソコンの電源を入れます。 

2 「FUJITSU」 ロゴが表示されている間に [F2] キーを巧します。 

3 BIOS セットアップで、次の設定を変更します。 

BIOS 七ットアップの設をについては、 「 BIOS 」一「 BIOS 七ットアップの操作のしかた」 
(一 P .133) をご覧ください。 

rAdvanced ] — 「USB Features ] — rUSB Legacy Support ] : 「 Disable 」 

4 BIOS セットアップを終了します。 

■ DVD-RAM ドライバーソフト 
□概要 

ハードディスクとほぼ同様の操作で、データ書き込みを可能にする DVD - RAM を使うことが 
できます。 

DVD - RAM の保存形式は、 FAT 形式 （ FAT 32) または UDF 形式 （ UDF 1.5 および UDF 2.0) を 
選択することができます。 

ただし、パケットライト機能を使用することはできません。 

□ 巧を機種 

スーパーマルチ ドライブを搭載している機種 

□インストール方法 

インストールの前に、必ず管 a 者権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。なお、 
リカバリを実行した場合、 「 DVD ドライバーソフト」を手動でインストールする必要がありま 
す。 

1 r DVD-RAM ドライバーソフト」 CD-ROM をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0K」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] ：¥ dvdram ¥ xp ¥ setup . exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 
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■ Roxio Dig け alMedia 

□概要 

パソコンのデータ や音楽、映像 データを CD や DVD に保存するた めの ソフトウェアです。 
使用ホ法については、ソフトウェア内のヘルプをご覧ください。 

PPOINT , 

► DVD+RDL にデータ書き込みを巧う場合、 DVD-ROM との互換性を高めるために 「Extended 
Partial Lead - out 」 （約 512 MB ) が書き込まれます。このため、最大書き込み容量は約 7.99 GB 
となります。 

► DVD-R DL の追記はサポートしていません。 

□ 対を機種 

DVD - ROM & CD - R / RW ドライブ、またはスーパーマルチドライブを搭載している機種 

□インス I -ル方ま 

リカバリを実行した場合、 「RoxioDigi は IMediaJ を手動でインストールする必要があります。 

1 r Roxio Digi ね IMedia 」 CD-ROM をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイルを指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] ：¥ roxio ¥ setup . exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 

■ WinDVD 

□概要 

映画や音楽などの DVD を再生するソフトウェアです。 

□ 巧を機種 

DVD - ROM ドライブ、 DVD - ROM & CD - R / RW ドライブ、スーパーマルチドライブを搭載してい 
る機種 

□インス I -ル方ま 

インスト ■ —ル方■法については、添付の 「WinDVDJ CD - ROM 内の 「¥ dvd ¥ dvdreadme . txt 」 をご覧 
ください。なお、リカバリを実行した場合、 「 WinDVDJ を手動でインストールする必要があ 
ります。 

■ Easy Backup 

□概要 

お客様が作成したファイルなどを簡単な操作でまとめてバックアップできるソフトウェアで 
す。 
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□インストール方法 

インストールの前に、必ず管理を権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

1 「ドライバーズディスク」をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0K」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] ：¥ app ¥ easybup ¥ setup . exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 

使用ホをについては、ヘルプまたはソフトウエア説明書をご覧ください。 

■ FMV 診断 

□概要 

ハードウエアの故障箇所を的確に診断します。 

□インストール方ま 

インストールの前に、必ず管 a 者権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

1 「ドライバーズディスク」をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0K」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ]: ¥ app¥sh i ndan ¥ fmv 1 81 0 ¥d i sk 1 ¥ setup . exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 

P POINT 

► インストール後、「スタート」メニユーに 「 FMV 診断」がを録されない場合があります。 
この場合は 、 r C :¥ fjuty ¥ fmvdiag ¥ fmvdiag . exej を直接起動するか、シヨートカットを作成 
してください。 

■ PC INFORSAT 

□概要 

パソコンの メモリ や ハードディスク などの資産の情報を表示したり、パソコンを監視し発生し 
た異常を参照できます。また、パソコンの電源を制御できます。 

□対象機種 / OS 

PC INFORSAT を選択している機種/ Windows XP Professional 

□インストール方法 

インストール手順については、添付の 「PC INFO 民 SAT 」 CD - 民 OM 内の 「民 eadme . tx りをご覧く 
ださい。 
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■ StandbyDisk Solo 

□概要 

c ドライブの内容を、同ードライブ内の隠しファイルとして保存される領虹で（スタンバイエリ 
ア）に保存し、問題が生じたときに速やかに復旧するューティリティです。スタンバイエリア 
の容量は、 C ドライブの使用領虹でと同容量になります。フォルダやファイルごとの更新や復旧、 
スケジュール機能を巧ったバックアップデータの自動更新が可能です。 

□ 巧を機種 

StandbyDisk Solo を選択している機種 

□インス I -ル方ま 

ご購入時は、セットアップ後、「スタート」メニューにインストーラが表示されます。「スター 
卜」ボタン^「すべてのプログラム 」^ 「StandbyDisk Solo インスト' —ル」の順にクリックし、 
画面の指示に従ってインストールを実行してください。 

リカバリ後は、添付の 「StandbyDisk Solo 」 CD - ROM 内のマニュアルをご覧になり、 インストー 
ルを実行してください。 

が重要 

► 「 5 ね 11 化乂 0131<3 〇 1 〇」じ 0-1^01\/! 内のマニュアルをよ〈 お読みになつてからインス I ルを実 
巧してください。 

► インストール後の C ドライブには、現在の使巧量と同等な上の空き容量が必要です。 

■ StandbyDisk Solo RB 

□概要 

c ドライブの内容を、同ードライブ内の隠しファイルとして保存される領虹で（スタンバイエリ 
ア）に保存し、問題が生じたときに速やかに復旧するューティリティです。スタンバイエリア 
の容量は、 C ドライブの使用領域と同を量になります。 

□ 巧を機種 

FMV バリューシリーズ 

□インス I -ル方ま 

ご購入時は、セットアップ後、「スタート」メニューにインストーラが表示されます。「スター 
卜」ボタン ー「すべてのプログラム 」^ 「StandbyDisk Solo RB インストール」の順にクリック 
し、画面の指示に従ってインストールを実行してください。 

リカバリ後は、添付の r StandbyDisk SoloRBJ CD-ROM 内のマニュアルをご覧になり、インス 
トールを実行してください。 

が重要 

► rStandbyDisk Solo RB 」 CD - ROM 内のマニュアルをよくお読みになつてからインストール 
を実行して〈ださい。 

► インストール後の C ドライブには、現在の使巧量と同等レ:>1上の空き容量が必要です。 
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■ UpdateAdvisor (本体装置） 

□概要 

適用すべき修正データをダウンロードして適用することができます。 

P POINT 

► 「UpdateAdvisor (本体装置)」を利巧するには、 Azby Enterprise の会員 ID、 または SupportDesk 
サービス契約ユーザー等のユーザー ID が必要です。 

Azby Enterprise および SupportDesk について は、富±通製品情報ぺージ (http:// 
www.fmworld.net/biz/fmv/) をご覧〈ださい。 

► rUpdateAdvisor (本体装置）」を利用するには、インターネットに接続し、 「UpdateAdvisor 
(本体装置)」を最新バージョンにアップデートする必要があります。起動時に、「インター 
ネットに接続し、インストールされている 「UpdateAdvisor (本体装置）」が最新/くージョ 
ンであるか確認を行いますか？」というメッセージが表示されるので、「はい」をクリック 
して〈ださい。 

□インストール方ま 

インストールの前に、必ず管 a 者権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

1 「ドライバーズディスク」をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0K」 をクリックします。 

[CD/DVD ドライブ] ：¥app¥advisor¥xp¥setup. exe 

(「FM Advisor」 が同時にインストールされます。） 

この後は、メッセージに従って操作します。 

■ FM Advisor 

□概要 

本 パソコンの 巧用環境を調査します。また、動作環境取得 ツールと しても使用できます。 

□インストール方法 

r UpdateAdvisor (本体装置）」 P.126) をインストールしてください。 「FM Advisor」 も同時 
にインストールされます。 

■ Adobe Reader 

□概要 

PDF (Portable Document Format) ファイルを表示、閲覧、印!刷できます。 

□インストール方法 

インス トールの前に、必ず管理者権限を持った ユーザー としてログオンしてください。 
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P POINT 

► セットアップ中、「読み取りま巧ファイルの検出」ウィンドウが表示された場合、「はし、」 
をクリックして操作を進めてください。 

► インストール後、再起動時にメッセージが表示される場合があります。動作上問題ありま 
せんので、そのままお使い〈ださい。 

t 「ドライバーズディスク」をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] ：¥ app ¥ adobe ¥ adberdr 705_ jpn_ful I . exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 

■ FM-Menu 

□概要 

ボタン式メニユ'一から簡単にソフトウェアを起動できます。 

□インス I —ル方ま 

インストールの前に、必ず管 a 者権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

1 「ドライバーズディスク」をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] ：¥ app ¥ fmmenu ¥ xp ¥ setup . exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 

■ FM 拡大 ツール 

□概要 

画面に表示される文字やアイコン、マウスポインタなどの大きさをお大します。 

□インス I —ル方ま 

1 「ドライバーズディスク」をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイルを指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] ：¥ app ¥ elook ¥ setup . exe 

このあとはメッセージに従って操作します。 
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■ FM キーガード 

□概要 

特定のキー入力を巧止する機能と、プログラムメニューに表示するメニューの抑止機能を追加 
するソフトウェアです。 

□インストール方法 

インストールの前に、必ず管 a 者権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

1 「ドライバーズディスク」をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] :¥ app ¥ fmkguard ¥ set 叩 . exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 

■ PC 柔換ガイド 

□概要 

々まで お使 いになっていたパソコンから、現在お使いのパソコンへ必要なデータを移行するた 
めのソフトウェアです。 

□インストール方法 

インストールの前に、必ず管巧を権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

1 「ドライバーズディスク」をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] :¥ app ¥ pGmigrat ¥ set 叩 . exe 

この後は、メッセージに従って操作してください。 

■パソコン入門 

□概要 

パソコンの操作や文字入力のホ法などについてわかりやすく説巧しています。 

P POINT 

► バソコ ン入門では 、 Macromedia Flash Player、Macromedia Shockwave Player を使巧します。 
► Macromedia Shockwave Player のインス！—ルを終了すると、自動的にインターネットに 
接続する場合があります。この場合、ブラウザや「新しい接続ウィザード」ウィンドウが 
表示されたら、ウィンドウを閉じ終了してください。 
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□対象機種 

FMV バリューシリーズ 

□インストール方ま 

1 「ドライバーズディスク」をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ]: ¥ app¥pcf irst ¥ setup . exe 

レくソコン入門の準備」ウインドウが表示されます。 

この後は、メッセージに従って操作します。 

アンインストール方ま 


■ ま意事項 

ソフトウェアをアンインストールする場合は、次の点に注意してください。 

■ソフトウェアをすべて終了してからアンインストールを始める 
• DLL ファイルは削除しない 

アンインストール時に次のようなメッセージが表示されることがあります。 

「この DLL は複数のソフトウェアで巧用されている可能性があります。削除を行います 
か」 

この DLL ファイルを削除すると、化のソフトウェアが正常に動作しなくなることがありま 
す。ソフトウェアの マニュアル、 ヘルプ、または 「 Readme . txt 」 などの説明ファイルで、特 
に指示がなレ、場合は DLL ファイルは削除しないことをお勧めします。 

■ アンインス!ル方法 

一般的に、次の方法があります。 

• アンインストール機能を使用する 

ソフ トウ ェアにアンインス トール機能が用意されている場合があります。 

• 「プログラムの追加と削除」機能を使用する 

「コントロールパネル」 ウィンドウの「プログラムの追加と削除」機能を使用して、 ソフト 
ウェアを削除できます。 

アンインストールホ法はソフトウェアによって異なります。詳細は各ソフトウェアのマニュア 
ル、ヘルプ、または rReadme.txt J などの説明ファイルをご覧ください。 
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2ドライバ 

Ta' "T m lb ■- 


が重要 

► 添付の「ドライバーズディスク」をセットすると「ドライ/くーズディスク検索」ツールが 
起動します。「ドライバーズディスク検索」ツールでお使いの OS を選択すると、使巧でき 
るドライバの一覧が表示されます。機種名が選択できる場合は、お使いの機種名も選巧し 
てください。 

誤ったソフトウ X アをインストールした場合、本パソコンが正しく動作しな〈なり、リカ 
バリが必要となることがありますので、必ず 0 S や機種名を選択し、正しいソフトウェア 
を使巧してください。 

► すでにインストールされているドライバについては、特に問題がない限リインストールし 
ないでください。 

リカバリ後はお使いの機器および選択したカスタムメイドオプションにより、ドライバのイン 
ストールが必要です。 

•インストールが必要なドライバ 
• セキュリテイチップ 
. スマートカードリーダ/ライタ 

その化のドライバをインストールする必要はありません。ただし、ドライバを誤って削除した 
り、またなんらかの理由により破損した場合、ドライバのインストールが必要になります。 
インストールについては、機能別の マニュアル、 またはをドライバの フォルダ 内にある 
「 Install . txt 」 または 「 Readme . txt 」 をご覧ください。 

□注意事項 

• 名' ドライノくの最新版は 富 ± 通製品情報 ページ （ http :// www . finworld . net / biz / fhiv / index _ support . html ) 
のドライバダウンロードページに掲載されています。 








1BIOS セットアップとは . 

2 BIOS セットアップの操作のしかた 

3 メニュー詳細 . 
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5セキュリティ機能を巧うじは.... 
6 BIOS がま示するメッセージー覧. 


第7章 


BIOS 

BIOS セットアップというプログラムについて説 
明しています。また、本パソコンのデータを守 
るためにパスワードを設定するち法について説 
明しています。 
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1 BIOS 七ットアップとは 


BIOS 七ッ トアップはメモリやハードディスク、 フロッ ピーディスクドライブなどのハード 
ウェアの環境を設をするためのプログラムです。 

本 パソコン ご購入時には、必要最小限のことはすでに設をされています。次の場合に設をのを 
更が必要になります。 

•特定の人だけが本パソコンを利用できるように、本パソコンにパスワードけ音証番号）を 
設をするとき 

• リソースの設定を変更するとき 

•省電カモード（電源を入れた状態で一定時間使用しなかったときに、消費する電力を減ら 
して待機している状態）を解除、または'変更するとき 
• 自己診断中に BIOS 七ットアップを促すメッセージが表示されたとき 
• 化の OS をお使いになるとき 

P POINT 

► BIOS セットアップで設をした内容は、パソコン本体内部の CMOS RAM と呼ばれるメモリ 
に記録されます。この CMOS RAM は、記録した内容をバッテリによってなちしています。 
BIOS セットアップを正し <設をしても、電源を入れたとき、または再桓動したときに、 
BIOS セットアップに関するエラーメッセージが表示されることがあります。このような 
場合は、バッテリがミ肖おし 、 CMOS RAM に設を内容がなをされていない可能性が考えら 
れますので、「富±通/、ードウ I ア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡〈ださし、。 
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2 BK ) S 七ットアップの操作のしかた 


BIOS 七ットアップを起動する 


1 作業を終了してデータを保存します。 

2 本パソコンをち起動します。 

3 画面下に「が2> : BIOS Set 叩」と表示されたら、 [ F 2] キーを巧します。 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入力して 【 Enter 】 キーを押してくださ 
い卜 P '155)。 

BIOS 七ットアップ画面が表示されます。 

P POINT 

► ディスプレイの種類によっては画面の表示が遅く、 「 FUJITSU 」 □ゴや Windows の起動時 
のロゴの表示が確認できない場合があります。 

その場合は、 BIOS セットアップを起動する際、本パソコンの再起動後に [ F 2] キーを数 
回押してください。 

また、 BIOS セットアップの 「 Boot 」一 「Quick Boot 」 を 「 Disabled 」 に設定することで、 
「 FUJITSU 」 ロゴや Windows の起動時のロゴを表示できるようになるディスプレイもあり 
ます。 



2 


3 


4 


機種や装置により、表示が異なる場合があります。 

1. メニユーバ ー 

メ ニュ, 一の名称が表示されます。 

2. 設定フィールド 

各メニュ ■ 一で設定する、項目と設定値が表示されます。 

3. ヘルプフィールド 

力ーソルを合わせた項目の説明が表示されます。 

4. キ-覧 

設定時に使うキーの一覧です。 
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設定を変更する 


BIOS 七ットアップは、キーボードを{まってすべての操作を行います。 

1 【^】レ】キーを押して、設定を変更したいメニユーに力ーソルを合わせます。 

2 【 t 】【 i 】 キーを押して、設定を変更したい項目に力ーソルを合わせます。 

^の付いている項目はサブメニュ'一があることを表します。 

►の付いている 項目に カーソルを 合わせ、 【 Enter 】 キーを 押すと、 サブメニューが 表示 
されます。 

3 【一】 【 Space 】 キーを巧して、設定を変更します。 

さらに化のメニューの設ををを更したいときは、手順1から繰り返します。 
サブメニューを表示していた場合は、 【 Esc 】 キーを押すと1つ前の画面に戻ります。 

BIOS セットアップを終了するときは、 「 BIOS セットアップを終了する」 （^ P .135) をご覧く 
ださい。 


各キーの 役割 _ 

BIOS セットアップで使うキーの役割は次のとおりです。 


キー 

お割 

[ F 1] キー 

BIOS 七ットアップで使用するキーについて説明しているヘルプ画 
面が表示されます。 

閉じる攝合は、 【 Esc 】 キーを押しまず。 

【叫卜】キー 

メニューを切り替えます。 

m m キー 

設定する項目にカーソルを移動します。 

【―】 【 Space 】 キー 

を項目の設を値をを更します。 

[ F 9] キー 

標準設定値が読み込まれまず。 

【 Esc 】 キー 

「 Exit 」 メニュ ■ 一が表示されます。サブメニュ'一が表示されている場 
合は、1つ前の画面が表示されます。 

【 Enter 】 キー 

次のことを行います。 

.►が付いている項目にカーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押すと、 
サブメニュ'~が表示されます。 

•設を値にカーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押すと、設を値の 一 
覧が表示され、設を値を選択できます。 

【 F 10】 キー 

を更した設を値を保存して BIOS セットアップを終了します。 

【 Tab 】 キー 

時刻や日付の設を時に時、分、秒または年、月、日の間でカーソル 
を移動します。 
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BIOS 七ットアップを終了する 


t 「 Exit 」 メニユーを表示します。 

【 Esc 】 キー または【^】【^】 キーを 押してください。 

2 【 T 】 【1】キーを押して終了方法を選び、に nter 】 キーを巧します。 

終了方■をは 、 「Exit メニュー」（一 P .152) をご覧ください。 

3 【^】【一】キーを巧して 「 Yesj に力ーソルを合わせ、 【 Enter 】 キーを押します。 

BIOS 七ットアップが終了します。 
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3タニュー詳細 


BIOS セツトアップの個々のメニューを説明します。 


が重要 

► 本 パソコンにィンストー ルされている OS は 、 ACPI モー ド （ S 3: 高度） に 設定されています。 
► BIOS セツト アップの仕様は、改善のために予告な〈変更することがあります。あらかじめ 
ご了承〈ださい。 


Main ゾニュー 


Main メニューでは、日時およびハードディスクドライブやフロッピーディスクドライブに関 
する設定を行います。 


■設定項目の詳細 


□ System Time 

24時間単位で時刻を設定します。キーボードから数値を入力します。 [ Enter ] キーを押すと、 
「時：分：秒」の順にカーソルが移動します。 

I 00:00:00〜23:59:59 

□ System Date 

年月日を設定します。キーボードから數値を入力します。 【 Enter 】 キーを押すと、「月/日/ 
年」の順に カーソルが 移動します。 

- 01/01/1981〜12/31/2099 

P POINT 

► 「System Time」、「System Date 」 は一度合わせれば電源を入れるたびに設定する必要はあ 
りません。 

□ Primary Master/Slave、Secondary Master、SATA Port 1 

サブメニューを使用して、 IDE コネクタやシリアル ATA コネクタに接続されているデバイス 
の情報を表示します。 

カーソルを 合わせて 【 Enter 】 キーを 押すと、 サブメニュー 画面が表示されます。 

なお 、 「Secondary Master 」 は、 「 Advanced 」一 「Internal Devices Configurations 」一「 IDE/SATA 
Configuration 」 を 「 Compatible」、「Secondary Channel 」 を 「 Enabled 」 に設定した場合にのみ表 
示されます 。 「SATA Port 1」は、 「 Advanced 」一 「Internal Devices Configurations 」一「 IDE/SATA 
Configuration 」 を 「 Enhanced 」 に設定した場合にのみ表示されます。 
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P POINT 

► 接統されている IDE デバイスと、各メニューとの対応は、次のとおりです。 

- Primary Master : IDE コネクタに接続されたマスターデバイス 
- Primary Slave : IDE コネクタに接続されたスレーブデバイス 

■ Secondary Master :シリアル ATA コネクタに接続されたデバイス （「 Advanced 」一 
「Internal Devices Configurations 」一「 IDE/SATA Configuration 」 力《 「 Compatible 」 の場合） 
- SATA Port 1 :シリアル ATA コネクタに接続されたデ/くイス （「 Advanced 」一 「Internal 
Devices Configurations 」一「 IDE/SATA Configuration 」 が 「 Enhanced 」 （初期値）の場合） 

• Type … IDE デバイスのタイプを設定します。 

.Auto (初期値） ：本パソコンが IDE / ATA デバイスのタイプを自動的に設定します。 

• None : IDE / ATA デバイスを使わない場合に選択します。 「 None 」 に設定すると、 「To は 1 
Sectors」、「Maximum Capacity」 、 「Transfer Mode」 、 「Ultra DMA Mode 」 は表示されません。 


P POINT 

► タイプの設定を変更する場合は、に pace 】 キーで選択してくださし、。 
► 通常は 「 Auto 」 の設定でお使いください。 


• To ね I Sectors …ハードディスク ドライブが接続されている場合に、 ハードディスク ドライブ 
のセクタ數が表示されます。 

• Maximum Capacity … ハード ディスク ドライブが接続されている場合に、ハード ディスク ド 
ライブの最大容量が表示されます。 


P POINT 

► 本項目のディスク容量記載は、 1 MB =1000 2 byte 換算によるものです。 

• Transfer Mode … デバイスホスト間のデータ転送モードが表示されます。 

- Standard, Fast PIO 1， Fast PIO 2, Fast PIO 3, Fast PIO 4, FPIO 3 / DMA 1 ， FPIO 4 / DMA 2 

• Ultra DMA Mode... ウルトラ DMA の転送モードが表示されます。 

■ Disabled, Mode 0, Mode 1, Mode 2, Mode 3, Mode 4, Mode 5 
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Advanced ^ ニュー 


Advanced メニューでは、周辺機器などに関する設定を行います。 

■設定項目の詳細 


□ Serial/Parallel Port Configurations 

サブメニューを使って、シリアル、パラレルポートの I / O アドレスなどに関する設をを行いま 
す。 

カーソルを 合わせて 【 Enter 】 キーを 押すと、 サブメニュー 画面が表示されます。 

• Serial Port 1'.' シリアルポート1の I / O ポートアドレス、割り込み番号を設をします。 

- Disabled :シリアルポート1を無効にして、リソースを解放します。 

- Enabled け刀期値）：シリアルポート1の I / O ポートアドレスと割り込み番号を設をします。 
.Auto :本パソコンが自動的に I / O ポートアドレスと割り込み番号を割り当てます。 

P POINT 

► 「 Disabled 」 に誤をすると、デバイスマネージャのデバイスから見えなくなります。 

► Windows XP でリソースを解放するには、デバイスマネージャで使用不可または無効にし 
て〈ださい。 

. Base い〇, Interrupt : 「Serial Port 1 J を 「 Enabled 」 に設をした場合に表示されます。シリ 
アル ポート1の I/O アドレス と割り込み番号を設をします。 

- 3 F 8, IRQ 4 (初期値）、 2 F 8, IRQ 3、3 E 8, IRQ 4、2 E 8, IRQ 3 

• Serial Port 2. ''シリアルポート2の I / O ポートアドレス、割り込み番号を設をします。 

.Disabled :シリアルポート2を無効にして、リソースを解放します。 

. Enabled け刀期値）：シリアルポート2の I / O ポートアドレスと割り込み番号を設をします。 
.Auto :本パソコンが自動的に I / O ポートアドレスと割り込み番号を割り当てます。 

P POINT 

► 「 Disabled 」 に誤をすると、デバイスマネージャのデバイスから見えな < なります。 

► Windows XP でリソースを解放するには、デバイスマネージャで使用不可または無効にし 
て〈ださい。 

. Base い〇, Interrupt : 「Serial Port 2」を 「 Enabled 」 に設をした場合に表示されます。シリ 
アルポート2の I / O アドレスと割り込み番号を設ちします。 

- 3 F 8, IRQ 4、2 F 8, IRQ 3 (巧期値）、 3 E 8, IRQ 4、2 E 8, IRQ 3 

• Parallel Port '.' パラレルポートの I / O ポートアドレス、割り込み番号を設定します。 

.Disabled :パラレルポートを無効にして、リソースを解放します。 

. Enabled け刀期値）：パラレルポートの I / O ポートアドレスと割り込み番号を設定します。 
- Auto :本パソコンが自動的に I / O ポートアドレスと割り込み番号を割り当てます。 

P POINT 

► 「 Disabled 」 に誤をすると、デバイスマネージャのデバイスから見えな < なります。 

► 「 Auto 」 に設をした場合、接続するプリンタによっては、正常に動作しないことがありま 
す。この場合、 「 Enabled 」 に誤をしてください。 

► Windows XP でリソースを解放するには、デバイスマネージャで使巧不可または無効にし 
てください。 
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• Mode … 「Parallel Port 」 を 「 Enabled 」 または 「 Auto 」 に設定したときに表示されます。パ 
ラレルポートの動作モードを設定します。 

- Bi-directional (初期値）：双方向モードを使う周辺機器を接続するときに選択します。 

- EPP : EPP 規格の周辺機器を接続するときに選択します。 

.ECP : ECP 規格の周辺機器を接続するときに選択します。 

• Base I / O , Interrupt : 「ParallelPo 打」 を 「 Enabled 」 に設定したときに表示されます。パラ 
レルポートの I / O ポートアドレスを設定します。 「 Mode 」 で 「 EPP 」 に設定した場合は、 
「3 BC ， IRQ 7」 を選択できません。 

- 378, IRQ 7 (初期値）、278, IRQ 5、3 BC , IRQ 7 
- DMA Channel : 「 Mode 」 を 「 ECP 」 に設定したときに表示されます。 ECP 規格の周辺機 
器を接続する場合に使う DMA チャネルを設定します。 

- DMA 1 (初期値 )、 DMA 3 

□ Keyboard/Mouse Features 

サブメニューを使って、キーボード/マウスに関する設定を行います。 

カーソルを 合わせて 【 Enter 】 キーを 押すと、 サブメニュー 画面が表示されます。 

• NumLock •••起動時または再起動時に、キーボードのテンキーを NumLock が:態にするかどう 
かを設定します。 NumLock が態にずると、テンキーから數字を入力できます。 

• On (初期値）：キーボードを NumLock が態にします。 

• Off :キーボードを NumLock が態にしません。 

P POINT 

► Windows XP をお使いの場合、電源オンすると前回電源オフしたときに OS が記録した 
NumLock 状態に戻ります。 

• Keyboard Error Detection …キーボードのエラーを表示するかどうかを設定します。 

• Disabled :自己診断中はェラーを表示しません。 

• Enabled (初期値） :キ’ ーボ^ードが接続されていないときにキ^ーボ^ードのェラ^一を表示し 
ます。 

□ Internal Devices Configurations 

サブメニューを使って、内蔵デノくイスに関する設定を行います。 

カーソルを 合わせて [ Enter ] キーを 押すと、 サブメニュー 画面が表示されます。 

• Floppy Disk Controller •.•フロッピーディスクコントローラを有 劾にするかどうか設定し ま 
す。 

•Disabled (初期値）：フロッピーディスクコントローラを無劾にして、リソースを解放し 
ます。 

• Enabled : フロッピー デ ィスクコントローラを 有劾にします。 

P POINT 

► カスタムメイドで内蔵 FDD 追加を選択した場合は、 「 Enabled 」 に設定してください。 

• IDE/SATA Configuration...IDE インターフェースおよび SATA インターフェースの動作モー 
ドを設定します。 

- Disabled : IDE インターフェースおよび SATA インターフェースを無劾にして、リソース 
を解放します。 IDE インターフェースおよび SATA インターフェースに接続されているデ 
バイスはお使いになれなくなります。 
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• Compatible : IDE インタ ■ ー フェ'一 スおよび SATA インターフェースを有効にし、従来の 
IDE インターフェースと互換性のあるモードで動作させます。 

•Enhanced (ネ刀期値）： IDE インターフェースおよび SATA インターフェースを有効にし、 
ネイティブ ATA モードで動作させます。ネイティブ ATA モードをサポートしていない 
OS では動作しません。 

• Primary Channel '.’「 IDE/SATA Configuration 」 を 「 Compatible 」 に設をしている場合に表示 
されます。 IDE インターフェースが接続されているプライマリチャネルを有効にするかど 
うかを設をします。 

• Disabled :プライマリチャネルを無効にします。この場合、 IDE コネクタに接続されたド 
ライブはお使いになれません。 

.Enabled け刀期値）： プライマリチャネルを有効にします。 

• Secondary Channel '.'「 IDE/SATA Configuration 」 を 「 Compatible 」 に設をしている場合に表 
示されます。 SATA インターフェースが接続されている七カンダリチャネルを有効にするか 
どうかを設をします。 

• Disabled :七カンダリチャネルを無効にします。この場合、 SATA コネクタに接続された 
ドライブはお{まいになれません。 

.Enabled (巧期値）： 七カンダリチャネルを有効にします。 

• Audio Controller ''’ 内蔵のサウンドデバイスを有効にするかどうかを設をします。 

• Disabled :設定できません。 

.Enabled (巧期値）： 内蔵のサウンドデバイスを有効にします。 

• LAN Controller ''’ 標準搭載の LAN を有効にするかどうかを設をします。 

.Disabled :標準搭載の LAN を無効にして、リソースを解放します。 

.Enabled (巧期値）： 標準搭載の LAN を有効にします。 

□ USB Features 

サブメ ニューを使って、 USB コントローラに関する設をを行います。 

• USB Controller - USB コント ローラを有効にするかどうかを設をします。 

.Disabled : すべての USB コントローラを 無効にして、 リソースを 解放します。 

.Rear Only :パソコン本体背面の USB コントローラのみを有効にします。 

- Auto (あ]期値）： すべての USB コントローラを有効にします。 

• USB 2.0 Controller - - USB 2.0 コント ローラを有効にするかどうかを設をします。 

.Disabled : USB 2.0 コントローラを無効にします。 

•Enabled (あ]期値）： USB 2.0 コントローラを有効にします。 

• USB Legacy Support - - USB に巧応していない OS で USB 規格の周辺機器を{吏用可能にする 
かどうかを設をします （ WindowsXP は、 USB 対•応です)。 

- Disabled 湖期値）： USB にが応していない OS では、 USB 規格の周辺機器が使用できま 
せん。 

- KB/MS : USB に巧応していない OS でも、 USB キーボードおよび USB マウスが{吏用でき 
ます。 

- Enabled : USB に巧応していない OS でも、 USB 規格の周辺機器が{ま用できます。 

• USB Power Supply ''’ 電源オフ時に USB ポートに電源を供給するかどうかを設をします。 

- Powe 卜 Off (ネ刀期値）： USB ポートに電源を供給しません。 

- Power-On : USB ポートに電源を供給します。 
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□ Video Features 

ナブメニューを使って、ディスプレイに関する設をを行います。 

カーソルを 合わせて [ Enter ] キーを 押すと、 サブメニュー 画面が表示されます。 

• Primary Video Adapter '.' プライマリディスプレイになるビデオデバイスを選択します。を 
設定項目で選択されるビデオデバイスの優先順位は次のとおりです。 

. に D :内蔵ビデオデバイス、 PCI あ張 スロットの ビデオカード 
.PCI : PCI あ張ス ロットの ビデオカード、内蔵ビデオデバイス 
- Auto (右]期値）：内蔵ビデオデバイス、 PCI あ張 スロットの ビデオカード 


P POINT 

► 「 PCI 」 に設をした場合、内蔵ビデオデバイスと PCI 化張ス□ットのビデオカードを同時に 
使用することはできません。 

□ CPU Features 

サブメニューを使って、 CPU に関する設定を行います。 

• Hyper Threading Technology. '.本項目は、 ハイパー.スレッ デ イング.テク ノロ ジ機能に巧 
応した CPU の場合に表示されます。 ハイパー•ス レッデ イング•テク ノ ロジ機能を有効に 
するか無効にするかを設をします。 

- Disabled 畑期値）：無効にします。 

- Enabled :有効にします。 

• XD Bit functionality. '. CPU の「エグゼキュート•デイスエーブル.ビット機能」を有効にす 
るか無効にするかを設定します。 

- Enabled (初期値）：有効にします。 

- Disabled :無効にします。 

• Limit CPUID Functions''' 本項目は、 CPUID 命令のあ張 Function に対応した CPU を搭載した場 
合に表示されます。 CPUID 命令のあ張 Function を制限するかどうかを設をします。 

お張 Function に対応していない OS では、システムが起動しないことがあります。その場 
合は 「 EnabledJ に設定してください。 

- Disabled (初期値）： CPUID 命令のあ張 Function を制限しません。 

- Enabled : CPUID 命令のあ張 Function を制限します。 

□ Event Longing 

ナブメニューを使って、イベントログに関する設をを行います。 

カーソルを 合わせて [ Enter ] キーを 押すと、イベントログの詳細が表示されます。 

• Event Log Capacity''' イベントログを保存可能かどうかが表示されます。 

• Space Available :イ ベント ログは保存可能です。 

. Full :イベントログは保をできません。領巧が一杯になっています。 

• Event Log Validity''' イベントログの内容が有効かどうかが表示されます。 

. Valid :イベントログの内容は有効です。 

- Invalid :イベントログの内をはお効です。内容が壊れている可能性があります。 

• View Event Log ■■■【 Enter 】 キーを押すと、イベントログの詳細が表示されます。 

• Clear All Event Logs''’ 再起動時にイベントログの内容を消去するかどうかを設をします。 

• No け刀期値）：イベントログを消ましません。 

• Yes: イベントログを次回再起動時に消去します。再起動すると設を値は「 N0 」になります。 
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• Event Logging …イベント発生時にイベントロダを記録するかどうかを設定します。 

• Disabled :イベントロダを言己録しません。 

- Enabled (初期値）：イベントログを記録しまず。 

• System Boot Event …システム起動時のイベントを記録するかどうかを設定しまず。 

• Disabled (初期値）：システム起動時のイベントを記録しません。 

• Enabled :システム起動時のイベントを記録します。 
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Security メニュ ー 

Secur かメニューでは、 本 パソコンを 特をの人だけが巧用できるように設をを行います。 


■設定項目の詳細 


□ Supervisor Password Is 

管理者用パスワードの設定状況が表示されます。 
- Clear :パスワードは設定されていません。 

• Set :パスワードが設定されています。 


□ User Password Is 

ユーザー用パスワードの設定状況が表示されます。 
- Clear :パスワードは設定されていません。 

• Set :パスワードが設定されています。 


□ Set Supervisor Password 

【 Enter 】 キーを押して、システム管理者用のパスワードを設定します（一 P .154)。 

P POINT' 

► 「Set Supervisor Password 」 を設定!すると、 BIOS セットアップの起動時にパスワード入力 
を要求されます。このときに、誤ったパスワードを3回入力すると、ビープ音が鳴り、 
「System Disabled 」 と表示され、本パソコンはキーボードからの入力に反応しなくなりま 
す。この場合、本パソコンの電源ボタンを押して電源を切り、 10 砂 Ja 上待ってから電源を 
入れ、正しいパスワードを入力してください。 

が重要 

► 管理者巧パスワードを忘れると、 BIOS セットアップを管理者権限で起動することができな 
〈なります。「パスワードを忘れると」 （一 P .153) をご賣ください。 

□ Set User Password 

「Set Supervisor Password 」 が設定されている攝合に設定できます。 【 Enter 】 キーを押して、一 

般利用者用のパスワードを設定します（一 P .154)。 

P POINT 

► 「Set Supervisor Password 」 が設定されていないと 、 「Set User Password 」 は設定できま 
せん。 

► 「Set User Password 」 を設定すると、一般利巧者が BIOS セットアップで変更できる項目を 
制限できます。 

□ Minimum User Password Length 

「Set Supervisor Password 」 が設定されている場合に設定できます 。 「Set User Password 」 で設定 

するパスワードの最低文字数を設定します。 

• 0 (初期値）〜16 
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P POINT ' 

► 本設をは管理を用パスワードで BIOS セットアップを起動した場合のみ設をできます。ユー 
ザー巧のパスワードでセットアップに入った場合は、最ほ文字数より少ない文字をユー 
ザー巧パスワードとして誤をできな〈なります。 

□ Password on Boot 


「Set Supervisor Password 」 が設定されている場合に設定できます。本パソコンの起動時にパス 
ワードの入力を要ホされるかどうかを設をします。 

- Disabled (巧期値）： 起動時にパスワードの入力を要求されません。 

- First Boot :電源を入れて最初の OS 起動時にパスワードの入力を要ホされます。 

- Every Boot : OS を起動、再起動するたびにパスワードの入力を要ホされます。 

□ On Automatic Wake up 

「Password on Boot 」 が r First BootJ または 「Every BootJ に設をされている場合に設をできま 
す 。 「Wake up on LAN」 、「 Wake up on Time」 、「 AC Power Recovery 」 機能を使ってパソコンを自 
動的に起動する場合に、パスワードの入力を要求されるかどうかを設をします。 

. Disabled :パソコンの起動時にパスワードの入力を要求されません。 

•Enabled け刀期値）： パソコンの起動時にパスワードの入力を要求されます。 

が重要 

► 「Wake up on LAN」 、 「Wake up on Time 」 磯能を使ってパソコンを自動的に起動する場合 
は 、 「AC Power Recovery 」 を 「 PowerOff 」 に設定!してください。 

□ Flash Write 

BIOS フラッシュメモリへの書き込みを可能にするかどうかを設定します。 

• Disabled :書き込みを禁止します。 

- Enabled (初期値）： 書き込みを可能にします。 

□ Hard Disk Boot Sector 

ハードディスクの起動七クタをウイルスから保護するため、起動七クタへの書き込みを禁止す 
るかどうかを設定します。 

- Normal (ネ刀期値）： 起動七クタへの書き込みを禁止しません。 

• Write Protected :起動七クタへの書き込みを禁止します。 

P POINT 

► os をインストールする場合は、 「 Normal 」 に誤をしてください。 

► 本項目は 、 Windows XP では無効になります。 

□ Chassis Open Warning 

賃体カバー開放を検出するかどうかを設定します。 

- Disabled (初期値）： 検出しません。 

- Enabled :管体カバーが開放されたときにエラーを検出します。 
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P POINT 

► 霞体カバー開放を検出すると、本パソコンの起動時に次のメッセージが表示されます。 
The system cnassis was opened . 

メッセージを確認後、 【 F 2】 キーを押して BIOS セットアップを起動し、 「 Exit 」 メニユ ー 
で 「Exit Saving Changes 」 を選択して〈ださい。霞体カバーが閉じられている場合、次回 
の起動からメッセージが表示されなくなります。 

□ Hard Disk Security 

ハードディスクの七キュリティ機能を設定します。 

• Primary Master / Slave , Secondary Master , SATA Port 1 …本パソコンに内蔵されているハー 
ドディスクのセキュリティ機能を有劾、または無効にするかどうかを設定します。 

なお、標準搭載のハードディスクは、ハードディスクセキュリティに対応しています。 
•Disabled (初期値）：ハードディスクのセキュリティ機能を無劾にします。 

.Enabled :ハードディスクのセキュリティ機能を有劾にして、特定の人だけがハードディ 
スクを使えるようにします。起動時に設定されているパスワードを、ハードディスクに 
書き込まれているパスワードと照合します。一致しない場合、ハードディスクは使えま 
せん。 


P POINT 

► 本項目は、管理者用パスワードで BIOS を起動した場合のみ設定できます。 

► SCSI のハードディスクでは本機能はお使いになれません。 

► ハードディスクがセキュリティ機能に対応していない場合や、ハードディスクが外の装置 
が接続されている場合は、灰色の文字で表示され、本設をを変更することはできません。 

► 管理者巧パスワードのみ設をした場合、ハードディスクには管理者巧パスワードが書き込 
まれます。 

管理者巧パスワードとユーザー用パスワードを設定した場合、ハードディスクにはユー 
ザー用パスワードが書き込まれます。 

► パスワードを変更または解除した場合、ハードディスクに書き込まれたパスワードも変更 
または解除されます。 

► パスワードが解除されたときは、本設定も同時に 「 Disabled 」 に設定され、ハードディス 
クのセキュリティ機能が解除されます。 

► なんらかの原因（他のハードディスクと交換している間にパスワードを変更した場合など） 
でパソコン本体のパスワードとハードディスクに書き込まれたパスワードが異なっている 
場合、そのハードディスクのパスワードを設をしたパソコンであっても、データは読み込 
めません。 

が重要 

► パスワードを忘れると、ハードディスクが使えな < なったり、ハードディスクセキュリティ 
機能を無効にすることができな < なります。「パスワードを忘れると」 P .153) をご覧 
<ださい。 

► ハードディスクセキュリティ機能の設をを変更した後は、必ず 「 Exit 」 メニューの 「Save 
& Turn-off J を選巧して電源を「オフ」にしてください。電源を「オフ」にしないと、設ま 
の変更が反映されない場合があります。 

□ Security Chip Setting 

• Security Chip 

セキュリティチップによるセキュリティ機能を使うかどうかを設をします。 

•Disabled (初期値）：セキュリティチップによるセキュリティ機能を使いません。 

.Enabled :セキュリティチップによるセキュリティ機能を使います。 
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P POINT 

► 本項目は、管理者用パスワードが設定されている場合に選択できます。 

► セキュリティチップを使巧する場合は、に MARTACCESS ファーストステップガイド（認 
証デバイスをお使いになる方へ）』と「セキュリティ機能を使うには」（一 P .156) をご覧 
ください。 

► セキュリティチップをち効にするには、 BIOS セットアップ終了後に本パソコンを再起動し 
て〈ださい。 

• Clear Security Chio 

セキュリティチップの情報を削除します。 

P POINT 

► 本項目は、 「Security Chip 」 の設定が 「 Enabled 」 の場合で、実行可能な状態でのみ表示さ 
れます。 

► セキュリティチップを使巧する場合は、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認 
証デバイスをお使いになる方へ）』と「セキュリティ機能を使うには」（一 P .156) をご覧 
<ださい。 

□ SmartCard PC Lock 

os や BIOS セットアップの起動時にスマートカードによる認証を行うかどうかを設定します。 

スマートカード（カスタムメイドオプション）をお使いの攝合、本項目を設定します。 

• Enabled :スマートカードによる認証を行います。 

• Disabled (初期値）：スマートカードによる認証を行いません。 

P POINT ； 

► 本項目は、カスタムメイドでスマートカードリーダ/ライタを選巧した場合に表示されま 
す。 

► スマートカードを使用する場合は、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デ 
バイスをお使いになる方へ) J 1 と「セキュリティ機能を使うには」（一 P .156) をご覧くださし、。 
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Power タニュー 


Power メニューでは、 省電カ モー ドに関する設定を行います。 

省電カモードは、本パソコンの電源を入れたが態で一定時間使わなかった場合に、消費ずる電 
力を減らして待機ずる機能です。 

■設定 I 員目の詳細 


□ ACPI Sleep Mode 

ACPI 対応の os のスタンバイ方式を設定します。 

•S3 (初期値）：スタンバイ方式を S 3 ( Sleep 3 :Suspend To RAM ) に設定します。システム 
のが態をメモリに保持し、その他の回路を停止させます。 

• S1 :スタンノくイ方式を S 1( Sleepl:Power On Suspend ) に設定します。システムのが:態は 
保持していますが、 CPU を停止させます。 

戶 POINT ； 

► 本誤をを変更する場合は、「機能」一 「 ACPI のスタンバイモードを設をする」卜 P .99) を 
ご賣〈ださい。 

□ Automatic Wake Up 

サブメニューを 使って自動的な起動または スタンバイが 態からの復帰に関する設定を行いま 
す。 カーソルを 合わせて [ Enter ] キーを 押すと、 サブメニュー 画面が表示されます。 

P POINT 

► 本機能は、電源ボタンを4砂が上押して電源を切った場合、動作しません。電源ボタンを4 
砂レ:>1上押して電源を切った場合は、再度電源を入れ、「電源の切り方」『取扱説明書]]) 
に従い、もう一度電源を切り直してください。 

• Wake up on LAN …標準搭載の LAN および PME 対応の LAN カードが Magic Packet を受信した 
ときに電源を入れるかどうかを設定します。 

- Disabled (初期値）：電源を入れません。 

- Enabled :電源を入れます。 

P POINT 

► WindowsXP では、本項目を設定してスタンバイが態や休止状態から復帰させることはで 
きません。デバイスマネージャで設をしてください。 

► 電源オフからの動作は、 OS にかかわらず本設定がち効です。 

► 本設定は 、 「AC Power Recovery 」 を 「 PowerOff 」 または 「 LastState 」 に設定している場 
合には、停電などの AC 電源切断後も動作します。 

► 本設定を変更した場合は、 「 Exit 」 メニューの 「Exit Saving Changes 」 を選択し、本/くソコ 
ンを再起動して〈ださい。 「 Exit 」 メニューの 「 Save & Tum - off 」 を選択した場合は、一度 
パソコンを起動しない限り、変更した設をはち効になりません。 

• Wake up on Time- -「 Wake 叩 Time」、「Wake up Date 」 で指定した時刻に電源を入れるかど 
うかを設定します。 

- Disabled (初期値）：電源を入れません。 

- Enabled :電源を入れます。 
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• Wake up Time- - 「 Wake up on Time 」 が 「 Enabled 」 に設定されている場合に設定できます。 
ウェイクアップする時刻を設定します。 

- 00:00:00 (初期1直）〜23:59:59 

• Wake up Date- - 「 Wake up on Time 」 が 「 Enabled 」 に設定されている場合に設定できます。 
ウェイクアップずる日付を設定します。 

- Every Day (初期値）：毎日、指定した時刻に電源が入ります。 

- Specified Day :指定した日付に電源が入ります。日付は！〜 31 の間で指定します。 

P POINT 

► WindowsXP では、本項目を設をしてスタンバイ状態や休止状態から復帰させることはで 
きません。次の設定をしてください。 

「コント□—ルパネル」一「パフ ホー マンスとメンテナンス」一「タスク」一「スケジ ユー 
ルされたタスクの追加」 で起動時間を設定し、プロパティの「設定」一「タスクの実行時 
にスリープを解除する」をチェックしてください。 

► 電源オフからの動作は、 OS にかかわらず本設定がち効です。 

► 本設定は、 「AC Power Recovery 」 を 「 PowerOff 」 または 「 LastState 」 に設定している場 
合には、停電などの AC 電源切断後も動作します。 

□ AC Power Recovery 

停電などで電源が切断された場合に、通電再開時の動作を設定します。 

- Disabled (初期値）：この機能を使いません。 

- Power Off :電源が切れたままになります。 

- Power On :電源が入ります。 

- Last State :電源が切齡されたときの状態に戻ります。 

P POINT 

► 「Power Off 」 に設定した場合、または 「Last State 」 に設定し、 AC 電源が切れる前の状態 
がシャットダウンや休止が態の場合、復電の際に一瞬電源が入りますが、故障ではありま 
せん。この現象を回避する場合は 「 Disabled 」 に設定して〈ださい。 

► AC 電源切断後10砂が上待ってから電源を入れてください。10砂 Ja 内に入れると正常に動 
作しない場合があります。 

► riast State J に設をした場合、 AC 電源が切れる前の状態が起動中またはスタンバイ状態の 
ときに、パソコン本体の電源が入ります。休止状態のときには、電源は入りません。 

► UPS などを使って復電時に電源を投入させたい場合は、 「 PowerOn 」 に設をしてくださし、。 
► 本設定を変更した場合は、 「 Exit 」 メニユーの 「Exit Saving Changes 」 を選択し、本 パソコ 

ンを再起動して〈ださい。 「 Exit 」 メニユーの 「Save & Turn-off 」 を選択した場合は、一度 
パソコンを起動しない限り、変更した設定は有効になりません。 
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Boot メニュー 


Boot メニューでは、 起動時の動作に ついて 設定を行います。 


■設定項目の詳細 


□ Quick Boot 

電源を入れてから、または再起動してから OS を読み込むまでの時間を短くするかどうかを設 
をします。 

• Disabled : OS を読み込むまでの時間を短くしません。 

- Enabled (初期値）： OS を読み込むまでの時間を短くします。 

- Auto : OS を読み込むまでの時間を自動的に判断します。 

P POINT' 

► 起動時に POST でエラーがを生した場合，ホ回起動時は高连起動をしません。 

□ Boot Time Diagnostic Screen 

本 パソコ ンの起動時または再起動時に自己診断 ( POST ) 画面を表示するかどうかを設をします。 
•Disabled (ネ刀期値）： 起動時または再起動時に 「 FUJITSU 」 ロゴを表示します。 

• Enabled :起動時または再起動時に自己診断 （POST) 画面を表示します。 

□ Boot Menu 

【 F 12】 キーを押して Boot Menu を表示するかどうかを設をします。 

- Disabled :無効にします。 

- Enabled (初期値）： 有効にします。 

□ Onboard LAN Boot 

標準搭載の LAN を経由してネットワークサーバーからの起動を有効にするかどうかを設をし 
ます。 

- Disabled: 標準搭載の LAN を経由したネットワークサーバーからの起動を無効にします。 
- PXE け刀期値）： 標準搭載の LAN を経由してネットワークサーバーから起動できるよう 
にします。 

P POINT 

► カスタムメイドで選択した LAN 力ードを経由してネットワークサー/く一からの起動を行う 
場合、本設定は無効になります。 

► ネットワークサー/く一から起動可能な LAN 力ードをお使いの場合 、 「Boot Device Priority 」 に、 
お使いの LAN 力ードのデバイス名が追加されます。表示されるデバイス名は、 LAN 力ード 
により異なります。 

► ネットワークサー/く一から起動するためには 、 「Wired for Management Baseline Versions . 0」 
に準拠したインストレーシヨンサーバーシステムが必要となります。 
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□ Boot Device Priority 

os を読み込むデバィスの優先順位を設ちします。 

Boot Priority Order '. 起動させるデバイスが、最大8個まで表示されます。各デバイスが起動す 
る優先順位は、番号順になります。 

Excluded from boot order - - - 「Boot Priority Order J に表示されていないデノくイスが表示されます。 
【 T 】 【丄】キーを使って優先順位を変更したいデバィスを選択し、 【 Space 】 キーまたは【+】 
キーを押すと上位に、【一】キーを押すと下位にそれぞれ項目が移動して優先順位が'変更され 
ます。【 X 】キ' —を押すと 、 「Boot Priority Order 」 と 「Excluded from boot order J 間を選択したデ 
バイスが移動します。 

• Floppy Disk Drive 

起動ディスクが七ットされているフロッピーディスクドライブから起動します。優先順位 
は、カスタムメイドで選択したフロッピーディスクドライブ 、 USB フロッピーディスクド 
ライブの順になります。 

P POINT- 

► USB フ□ッピーディスクドライブから起動する場合は、 「 Advanced 」一「 US 巨 Features 」 
— 「USB Legacy Support 」 を 「 Enabled 」 に設定してください。 

• HDD0 :[お使いのハードディスク名称]— (PM) 

「 None 」 と表示されます。 

• HDD3 :[お使いのハードディスク名称]- (P1) 

シリアル ATA コネクタに接続されたハードディスクドライブから起動します。[お使いの 
ハードディスク名称]には、接続されているハードディスクドライブの名称が表示されま 
す。ドラィブが接続されていない場合は 「 None 」 と表示されます。 

• CD/DVD :[お使いの CD/DVD ドラィブ名称]- (PS) 

CD - ROM . DVD 、 CD - R / RW などの CD - ROM 互換デバイスから起動します。 

P POINT 

► CD - ROM から超動するにはブート可能な CD - ROM が必要となります。再超動前に CD-ROM 
ドライブに CD - ROM をセットしてください。 

• NETWORK :[ネットワークモジユール名称] 

ネットワークサーバーから起動します。 「 Boot 」一 「Onboard LAN Boot 」 を 「 PXE 」 に設を 
した場合、[ネットワークモジュール《称]には標準搭載の PXE ( Pre-boot Execution 
Environment ) のを称 「MBA v 8.1.53 別 ot 0200 J が表示されます。 「 Disabled 」 に設をした場 
合は 「 None 」 と表示されます。 

P POINT' 

► ネットワークサーバーから起動可能な LAN 力ードをお使いの場合、[ネットワークモジユー 
ルち巧]にはお使いの LAN 力ードのネットワークモジユール名が表示されます。 
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Info ニュー 


Info メニューには、 BIOS セットアップやパソコン本体に ついての 情報が表示されます。設定 
の変更はできません。 

■設定 I 頁目の詳細 


□ BIOS Version 

BIOS のバージョンが表示されます。 

□ BIOS Date 

BIOS の日付が表示されます。 

□ Processor Type 

本 パソコンに 搭載され ている CPU の種類が表示されます。 

□ Processor Speed 

本 パソコンに 搭載され ている CPU の速度が表示されます。 

□ L1 Cache 

CPU の 1 次キヤッシュメモリの容量が表示されます。 

□ L2 Cache 

CPU の 2 次キヤッシュメモリの容量が表示されます。 

□ Total Memory 

本 パソコンに 搭載され ているメインメモリ （ RAM ) の合計容量が表示されます。 

• Slot 1 Ch A …メモリスロット ( DIMM1) に取り付けられているメモリの種類を検出して表 
示します。 

メモリが取り付けられ ていない 場合は 「None」 と表示されます。 

• Slot 2 Ch B …メモリスロット （ DIMM2) に取り付けられているメモリの種類を検出して表 
示します。 

メモリが取り付けられていない場合は 「None」 と表示されます。 

□ Onboard Mac Address 

本パソコンの mac アドレスが表示されます。 

□ Configuration ID 

本 パソコンの カスタムメイド （ BTO) 番号が表示されます。 
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Exit たュー 


Exit メニューでは、設定値の保存や読み込み、 BIOS セットアップの終了などを行います。 


■設定項目の詳細 


□ ExH Saving Changes 

設定した内容を CMOS RAM に保存して BIOS 七ットアップを終了するときに選びます。 

この項目にカーソルを合わせて【 Enter 】 キーを押すと 、「 Save configuration changes and exit 
now ?」 というメッ七ージが表示されます。 「 Yes 」 を選択し、 【 Enter 】 キーを押してください。 


□ Save & Turn-off 

設定した内容を CMOS RAM に保存してパソコンの電源を切るときに選びます。 

□ ExH Discarding Changes 

設定した内容を CMOS RAM に保存しないで BIOS セットアップを終了するときに選びます。 
設定を変更している場合、この項目にカーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押すと 、 「Configuration 
has not been saved ! Save before exiting ?] というメッ七ージが表示されます。 「 No 」 を選択し 
[ Enter ] キーを押してください。 

「 Yes 」 を選択すると 、 CMOS RAM に保存されます。 


□ Load Setup Defaults 

すべての設定項目を標準設定値にするときに選びます。 

この項目にカーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押すと、 「Load default configuration now ?」 とい 
うメッ七ージが表示されます。 「 Yes 」 を選択し、 [ Enter ] キーを押してください。 


□ Discard Changes 

すべての 項目に っいて、 変更した設定を取り消すときに選びます 。 CMOS RAM から変更前の 
値を読み込みます。 

この項目にカーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押すと 、 「Load previous configuration now ?」 と 
いうメッ七ージが表示されます。 「 Yes 」 を選択し、 [ Enter ] キーを押してください。 

□ Save Changes 

設定した内容を CMOS RAM に保存するときに選びます。 

この項目にカーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押すと 、 「Save configuration changes now ?」 と 
いうメッ七ージが表示されます。 「 Yes 」 を選択し、 [ Enter ] キーを押してください。 

P POINT 

► お使いのモデルによっては 、 「Load Setup Defaults 」 を実巧しても、ご購入時の設定に戻 
らない項目があります『取极説明書 J ])。 
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4 BK)S のパスワード機能を使う 


本パソコンのデータを守るためのパスワード機能を説明します。 

本パソコンは、他人による不正使用を防止するために、パスワードを設定できます。パスワー 
ドを設定すると、正しいパスワードを知っている人な外は本パソコンを使えなくなります。 

パスワードの種類 


本パソコンで設定できるパスワードは次の2つです。 

入力するパスワードにより、本パソコン操作の権限が区別されます。 

• Supervisor Password ( 管理者 ■ 用パスワード） 

特定の人だけが BIOS 七ットアップや OS を起動できるようにするためのパスワードです。 
パスワード機能を巧う場合は、必ず設をしてください。 

• User Password (ユーザー用パスワード） 

特定の人だけが BIOS 七ットアップや OS を起動できるようにするためのパスワードです。 
「Supervisor Password 」 が設をされている場合に設をできます。 

User Password で起動した場合、設をできる項目が制限されます。 

パスワードを忘れると 


管理者用パスワードを忘れると、 BIOS 七ットアップを管 a 者権限で起動できなくなります。 
そのため、パソコンを起動できなくなったり、 BIOS セットアップのほとんどの項目で設を値 
をを更できなくなったりします。 

また、ハードディスクセキュリティ機能が有効の場合、ハードディスクが{ちえなくなったり、 
ハードディスクのセキュリティ機能を無効にできなくなります。 

これらの場合は、メインボードのみ、またはメインボードとハードディスク両方の修 a (有 
償）が必要となりますので、「富±通ハードウェア修 a 申目談センター」、またはご購入元にご連 
絡ください。無償修 a 期間中でも有償となります。 

が重要 

► セキュリティチップを使巧している場合、メインボードを修理した後にセキュリティチッ 
プの復元処理が必要になります。詳しくは、 『SMARTACCESS ファーストステップガイド 
(認証デバイスをお使いになる方へ)』と「セキュリティ機能を使うには」 （一 P .156) をご 
賣ください。 

► ハードディスクの修理を巧うと、ハードディスク内のデータは初期化されるため復旧でき 
ません。データのバックアップができる場合は、必ず修理の前にバックアップしてくださ 
い。 

ただし、起動時のパスワードを設定している場合、管理者用とユーザー巧のパスワードを 
兩方とも忘れると、データのバックアップはできません。 

P POINT 

► ユーザー巧パスワードを忘れた場合 

ユーザー巧パスワードを忘れた場合は、修理の必要はありません。パソコンの管理者に管 
理者巧パスワードをいったん削除してもらった後、管理者用パスワード、ユーザー巧パス 
ワードの順にパスワードを設をし直してください。 
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パスワードを設定する 


P POINT 

► ユーザー巧パスワードを設まする前に、管理を用パスワードを設をして〈ださい。 

1 「 Security 」 メ ニユーで 「Set Supervisor Password 」、 または 「Set User Passwordj 
に力ーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを巧します。 

パスワ ■ —ド入力用のウインドウが表示されます。 


Set Supervisor Password 

Enter New Password 
Confirm New Password 

[ ] 
NumLock ON 


Set User Password 

Enter New Password 


Confirm New Password 

[ ] 
NumLock ON 


P POINT 

► 「Set Supervisor Password 」 が設定されていないと 、 「Set User Password 」 は設定できま 
せん。 

2 16が于までのパスワードを入力しまず。 

入力できる文字種はアルファべットと數字です。 

入力した文字は表示されず、代わりに「■」が表示されます。 

ユーザー用パスワードの最低文字數は 「Minimum User Password Length ] で設定できます。 

P POINT 

► パスワードを再設をする場合は、現在のパスワードを入力する項目があります。 

3 パスワードを入力したら 【 Enter 】 キーを巧します。 

r Confirm New Password ] I こ力 ’ —ソルが移り、パスワ ■ —ドの再入力を求められます。 

4 手順2で入力したパスワードをち度入力し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

「Setup Notice 」 と書かれたウインドウが表示されます。 

5 【 Enter 】 キーを巧します。 

巧入力したパスワードが間違っていた場合は 、 「Setup Warning 」 と書かれたウインドウ 
が表示されます。 【 Enter 】 キーを押して、手順2からやり直してください。 
パスワードの設定を中止するときは、 【 Esc 】 キーを押してください。 

P POINT 

► 管理を用パスワードとユーザー巧パスワードの両方が誤をされている状態で、ユーザー庙 
パスワードで BIOS セットアップをおめた場合，設を項目が制限されます。 
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6 BIOS セットアッブを終了します。 

終了の手順に ついては、 「 BIOS セットアップを終了する」（一 P .135) をご覧ください。 

P POINT 

► 設をしたパスワードは、忘れないように何かに書き留め、ま全な場所に保管してお〈こと 
をお勧めします。 

パスワードを設定した後は _ 

「Set Supervisor Password 」 を設定すると、 巨 IOS セットアップを始めるときに、パスワード入力 
用ウィンドウが表示されます。また、 OS 起動時にも、パスワ ■ —ドの入力用ウィンドウを表示 
するように設定することができます。パスワードを入力し、 【 Enter 】 キーを押してください。 


Enter Password 



NumLock ON 


P POINT 

► 誤ったパスワードを 3 回入力すると、ビープ音が鳴りシステムが停止します。この場合は、 
電源ボタンを巧して電源を切り、10秒な上待ってからもう一度電源を入れて、正しいパス 
ワードを入力してください。 

► テンキーからの入力はできません。 


パスワードを変更/削除する 


■パスワードを変更する 

•パスワードを 変更するには、 r Set Supervisor Password] または 「Set User Password 」 の項目 
に カーソルを 合わせ、新しい パスワードを 入力します。 

■パスワードを削除する 

•パスワードを削除するには 、 r Set Supervisor Password ] または 「Set User Password 」 の項目 
で、新しいパスワードを入力しないで [ Enter ] キーを押します。 

管理者用パ スワー ドを削除ずると、 ューザー 用パ スワー ドも削除されます。 

•管理者用パスワードが削除されたときは 、 「Hard Disk Security 」 （一 P .145) の設定も同時に 
「 Disabled 」 に設定され、ハードディスクの七キュリティ機能が解除されます。 

P POINT 

► ユーザーがユーザー用パスワードを削除できるのは、ユーザー巧パスワード文字数設定が 
0のときだけです。 oja 外のときは、パスワード文字数不足のメッセージが表示されます。 

が重要 

► ハードディスクセキュリティ機能を有効に設定している場合 

パスワードの設定を変更したり削除したりした後は、必ず 「 Exit 」 メニューの 「 Save & 
Turn - off 」 を選択してパソコンの電源を切ってください。 

BIOS セットアップを終了していなかったり、 BIOS セットアップを終了した後に パソコン 
の電源を切らなかったりすると、変更した内容が反映されない場合があります。 
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5七キュリテイ機能を使うには 


ここでは、七キュリティチップ、スマートカードの七キュリティ機能をお使いになるために必 
要な BIOS 七ットアップの設をについて、説明しています。 

これらの七キュリティ機能をお使いになる場合は、最初に 『 SMARTACCESS ファーストステッ 
プガイド（認証デバイスをお使いになるホへ）』をよくお読みください 。 『SMARTACCESS 
ファーストステップガイド（認証デバイスをお使いになるホへ）』では、お使いになるうえで 
の注意事項や操作の手順について記載しています。確認のうえ、 BIOS セットアップを操作し 
てください。 


七キュリティチップ 


が重要 

► セキュリティチップをお使いになるには、 『SMARTACCESS ファーストステップガイド（認 
証デバイスをお使いになる方へ)』をご覧〈ださい。その中に BIOS セットアップの操作が 
必要な場合があります。必要に応じて、次の BIOS セットアップの設定を巧うようにして 
〈ださい。次の BIOS セットアップの誤をだけではセキュリティチップはお使いになれま 
せん。 


■ 管理者用パスワードの設定方法 

レくスワードを設をする」（一 P .154) をご覧ください。 

■ メニユーの設定 

□七キユリテイチップを使用する 

1 BIOS セットアップを起動します。 

起動の手順については、 「 BIOS セットアップを起動する」（一 P .133) をご覧ください。 

2 「 Security 」 メ ニユーで、 「Security Chip Setting 」 （一 P .145) を選択して 【 Enter 】 
キーを巧します。 

rSecurity ChipJ が表示されます。 

3 に pace 】 キーまたは【一】キーを巧して 、 「Security Chip 」 の項目を 「 Enabled 」 
に設定します。 

4 [ Esc ] キーを2回巧します。 

rExitJ メニュ ■ —が表示されます。 

5 「Exit Saving Changes 」 を選択し、 BIOS セットアップを終了します。 

終了の手順については、 「 BIOS セットアップを終了する」 （^ P .135) をご覧ください。 
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が重要 

► セキュリティチップの設定をち効にするには、 BIOS セットアップ終了後に 「Exit Saving 
Changes 」 を選おし、本パソコンを再起動してくださぃ 。 「Save & Turn - off 」 を選択してパ 
ソコン本体の電源を切ったり、 「 SaveChanges 」 を選巧した後で電源を切ると、設定が正 
し〈巧われません。その場合は、次回起動時にエラーメッセージが表示されます。 

□セキュリティチップの鍵を消去する 

が重要 

► この後の操作は、通常行う必要がありません。 

鍵の消‘去につぃては、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお使 
ぃになるちへ) J 1 をお読みになり、確認してくださぃ。 

1 BIOS セットアッブを起動します。 

起動の手順にっぃては、 「 BIOS セットアップを起動する」（一 P .133) をご覧くださぃ。 

2 「 Security 」 メ ニュー で、 「Security Ch い Setting 」 （一 P .145) の 「Clear Security 

Chip 」 を選択し、に nter 】 キーを巧します。 

クリアの続行を確認するメッセージが表示されます。 

3 「 Yes 」 を選択し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

4 Esc 】 キーを 2 回押しまず。 

「 Exit 」 メニュ ' 一が表示されます。 

5 「Exit Saving Changes 」 を選択し、 BIOS セットアップを終了しまず。 

終了の手順に っぃては、 「 BIOS セットアップを終了する」（一 P .135) をご覧くださぃ。 

が重要 

► セキュリティチップの設定を有効にするには、 BIOS セットアップ終了後に 「Exit Saving 
Changes 」 を選択し、本パソコンを再起動してくださぃ 。 「Save & Turn - off 」 を選択してパ 
ソコン本体の電源を切ったり、 「 SaveChanges 」 を選択した後で電源を切ると、設をが正 
しく巧われません。その場合は、次回起動時にエラーメッセージが表示されます。 


スマートカード 


が重要 

► カスタムメイドの選択によってはお使いになれません。 

► スマートカードをお使いになるには、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証 
デバイスをお使いになる方へ)』をご賣〈ださい。その中に BIOS セットアップの操作が必 
要な場合があります。必要に応じて、次の BIOS セットアップの操作を巧うようにして〈 
ださい。次の BIOS セットアップの操作だけではスマートカードはお使いになれません。 
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■パスワードの設定方法 

あらかじめスマートカードに登録した BIOS ロック用パスワードと同じパスワードを、管理者 
用パスワードとユーザー用パスワードに設定します。 

レ^スワードを設定する」（一 P .154) をご覧くださぃ。 

が重要 

► 必ず、スマートカードを作成したときに誤をしたパスワードと同じパスワードであること 
を確認してくださぃ。管理者用パスワードの設定に失敗すると、パソコン本体が起動でき 
なくなります。 

■ メニユーの設定 

□スマートカードを使用する 

1 BIOS セットアップを起動します。 

起動の手順につぃては、 「 BIOS セットアップを起動する」（一 P .133) をご覧くださぃ。 

2 「 Security 」 メ ニユーで 、 「SmartCard PC Lock 」 （一 P .146) を選択します。 

3 に pace 】 キーまたは 【一】 キーを巧して、 「 Enabled 」 に設定します。 

P POINT 

► 必要に応じて、 「 Security 」 メニユーで 、 「Password on Boot 」 の設定をしてくださぃ（一 
P .144)。 

4 [ Esc ] キーを巧します。 

「 Exit 」 メニューが表示されます。 

5 BIOS セットアップを終了します。 

終了の手順につぃては、 「 BIOS セットアップを終了する」（一 P .135) をご覧くださぃ。 

□パスワードを変更する 

パスワードをを更する場合、を更前に必ず 「 Security 」 メニューで 「SmartCard PC Lock 」 を 
「 Disabled 」 に設定してくださぃ。 「 Disabled 」 に設定しなぃでパスワードを変更すると、本パ 
ソコンが起動できなくなります。ユーザー用パスワードは 「 Enabled 」 に設定したまま変更で 
きますが、カードが破損した場合などに、使用できなくなります。 

パスワードのを更後、「スマートカードを{ち用する」い P .158) をご覧になり 、 rSmartCardPC 
LockJ (一 P .146) を 「 Enabled 」 に設をしてくださぃ。 

が重要 

► パスワードの変更は、管理を巧、ユーザー用とも、管理を権限でのみ行うことができます。 
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■ スマートカー ド使用時の エラーゾッ七ージ 


There is no Smartcard 
Insert Smartcard 
[ Continue ] 

スマートカードが挿入されていないときに表示されます。 

Invalid PIN 

化 u can try nn limes before Smartcard locked 
[ Continue ] 

PIN の入力を間違えたときに、 PIN を入力できる残り回数を表示します。 

Invalid PIN 

You can try once before Smartcard locked 
[ Continue ] 

PIN を入力できる残り回數が1回のときに表示されます。 


Failed to connect with Smartcard 
Try again 
[ Continue ] 

スマートカードリーダ/ライタやスマートカードに異常がある場合に表示されます。この場 
合、スマートカードが正常にセットされているか、カードに損傷がないか確認してください。 
それでも本メッセージが表示される場合は、「富±通ハードウェア修理相談センター」、または 
ご購入元にご連絡ください。 


Invalid Smartcard 
Insert the correct Smartcard 
[ Continue ] 

読み取りに必要な情報がないときに表示されます。この攝合、 『 SMARTACCESS ファーストス 
テップガイド（認証デバイスをお使いになる方へ）』をご覧になり、正常なカードをお使いに 
なるか、ログホン情報を登録してください。それでも本メッセージが表示される場合は、「富 
±通ハードウエア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 


System Disabled 

読み取りに必要な情報がないスマートカードをす串入し、 PIN を3回が上入力したときに表示さ 
れます。この攝合、電源ボタンを押して、パソコン本体の電源を切ってください。 


rhe Smartcard is locked 

スマートカードがロックされたときに表示されます。この場合、電源ボタンを押して、パソコ 
ン本体の電源を切ってください。 
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The Smartcard is locked already 

スマートカードがすでにロックされているときや、読み取りに必要な情報がロックされている 
とき、 アクセス 権がないときに表示されます。この場合、電源ボタンを押して、 パソコン 本体 
の電源を切ってください。 

P POINT 

► 本書に記載されていないエラーメッセージが表示された場合は、 「富 ±通ハードウ I ア修理 
丰目談センター」、またはご購入元にご連絡〈ださい。 
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6 BK ) S が表示するゾッ七ージー覧 

本パソコンが表示するエラーメッセージの対処方法を説明します。必要に応じてお 
読みください。 

メッ七ージが'表示されたときは _ 

「メッセージー覧」（一 P .161) に記載の処置や次の姐置をしてください。 

• BIOS セットアップを実行する 

BIOS 七ットアップに関するエラーメッセージが表示された場合は、 BIOS 七ットアップを 
再実行してください。 

• 周辺機器の取り付けを確認する 

技:張カードなどを取り付けているときは、それらが正しく取り付けられているか確認して 
ください。また、カードの割り込み要求など正しく設をされているかどうかも確認してく 
ださい。このとき、あ張カードの マニュアルや、 ユーティリティソフトがある場合は、そ 
れらの マニュアル もあわせてご覧ください。 

処置を実施しても、まだエラーメッセージが発生する場合は、本パソコンが故障している可能 
性があります。「富±通ハードウェア修 a 丰目談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

メッ七ージー覧 


本パソコンが表示するメッセージの一覧は、次のとおりです。 

• BOOT: Couldn't find NTLDR 
Please insert another disk 

フロッピーディスクドライブにシステムが外のフロッピーディスクを七ットしたまま電源 
を入れると、表示されます。フロッピーディスクを取り出して何かキーを押してください。 

• Check date and time settings 

「System Time 」 と 「 SystemDate 」 の設定を確認してください。 

• CPU Fan Error 

CPU ファンが壌れていないこと、ファンの電源ケーブルが正しく接続されていることを確 
語してください。確認後、 BIOS 七ットアップを起動し、 「 Exit 」 メニューの 「Exitsaving 
Changes 」 または 「 Exit Discarding Changes 」 を実行してください。 

• Diskette drive A error 

フロッピー ディスクドライブテストで エラーが 発生しました。 フロッピー ディスクドライ 
ブが正しく取り付けられているか、確認してください。 

• Event Log area is full. No more events will be logged. 

To clear event logs, please enter BIOS setup. 

BIOS ィベントログがいっぱいになった場合、次回起動時に本メッセージが表示されます。 
BIOS イベントログを確認して処置した後に、 BIOS イベントログをクリアしてください。 
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• Expansion ROM not initialized - PCI Device Error in slot nnn 
Bus:nnn, Devic 色 : nnn, Function:nnn 

次のいずれかの エラーが 発生しました。 

-増設した拡張カードで、拡張民 OM が初期化されなかった 
•増設した拡張カードに、故障が発生した 

拡張カードの取り付けや設定が正しく行われているか確認してください。 

• Expansion ROM not initialized - PCI Device Error on MainBoard 
Bus:nnn, Device:nnn, Function:nnn 

メインボード上のデバイスに故障が発生しました。「富±通ハードウェア修理相談セン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Extended RAM Failed at address line:nnn 
Failing Bit:nnn 

メモリテスト中に、エラーが発生しました。メモリが正しく取り付けられているか、確認 
してください。 

メモリが正しく取り付けられている状態で本メッセージが表示される場合は、「富±通ハー 
ドウェア修理相談七ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Failure Fixed Disk n 

ハードディスクドライブの設定に誤りがあります。 BIOS 七ットアップの 「 Main 」 メニュー 
の 「Primary Master/Slave 」 または 「Secondary Master 」 、 「SATA Port 1」 の 設定を確認して く 
ださい。 

• Flash ROM access failed. 

「富 ± 通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Invalid NVRAM Data 

システム 情報が壊れていまず。「富±通ハードウェア修理相談七ンター」、またはご購入元 
にご連絡ください。 

• Invalid system disk 

Replace the disk, and then press any key 

フロッピーディスクドライブにシステムが外のフロッピーディスクをセットしたまま電源 
を入れると、表示されます。フロッピーディスクを取り出して何かキーを押してください。 

• IRQ not confiaured - PCI Device Error in slot nnn 
Bus:nnn, Device:nnn, Function:nnn 

増設した拡張カードに、故障が発生しました。拡張カードの取り付けや設定が正しく行わ 
れているか確認してください。 

• IRQ not confiaured - PCI Device Error on MainBoard 
Bus:nnn, Device:nnn, Function:nnn 

メインボード上のデバイスに故障が発生しました。「富±通ハードウェア修理相談七ン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Keyboard Controller Failed 

キーボー ド コントローラのテスト 中に エラーが 発生しました。「富±通 ハー ドウェア修理相 
談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Keyboard error 

キーボードテストでエラーが発生しました。電源を切って、キーボードが正しく接続され 
ているか確認し、10秒が上待ってから電源を入れ直してください。 

また、キーボードを接続せずにお使いになる場合は、エラーが表示されないように BIOS 
七ットアップの 「 Advanced 」 一 「 Keyboard/Mouse Features 」 一 「Keyboard Error Detection 」 を 
「 Disabled 」 に設定してください。 
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• Non - System disk or disk error 
Replace and press any key to ready 

フロッピーディスクドライブにシステムが外のフロッピーディスクをセットしたまま電源 
を入れると、表示されます。フロッピーディスクを取り出して何かキーを押してください。 

• NTLDR is missing 
Press any key to restart 

フロッピーディスクドライブにシステムが外のフロッピーディスクを七ットしたまま電源 
を入れると、表示されます。フロッピーディスクを取り出して何かキーを押してください。 

• Operatina svstem not found 

OS が見つかりませんでした。巨 lOS セットアップでドライブが正しく設定されているか、指 
定したドライブに OS が入っているかを確認してください。 

• Password locked: Fixed Disk n 

ハードディスクのセキュリティ機能が有劾のままになっているため、ハードディスクが使 
えません。 

• PCI Parity error Bus nn Dev nn Fun nn 

ホンボードデバイスまたは拡張カードでエラーが発生しました 。 「Bus 0 A Dev 03 Fun 00」と 
表示された場合は、拡張カードが正しく接続されているかご確認ください。それでも改善 
されない場合やこの化の場合は、「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入 
元にご連絡ください。 

• PCI System error Bus nn Dev nn Fun nn 

ホンボードデバイスまたは拡張カードでエラーが発生しました 。 「Bus 0 A Dev 03 Fun 00」ま 
たは FBus 00 Dev IE Fun 00 J と表示された場合は、拡張カードが正しく接続されているか 
ご確認ください。それでも改善されない場合やこの他の場合は、「富±通ハードウェア修理 
相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Press <F1> to resume, <F2> to Setup 

POST 中にエラーが発生すると OS を起動する前に本メッセージが表示されます。 [ F 1] キー 
を押すと OS の起動を開始します。 【 F 2】 キーを押すと BIOS 七ットアップを起動して設定 
を変更することができます。 

• PXE-E32:TFTP open timeout 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ネットワークブートに失敗しました。 
ブートサーバーを正しく設定するか、 BIOS 七ットアップの 「 Boot 」一 「Onboard LAN Boot 」 
を 「 Disabled 」 に設定してください。 

• PXE-E51: No DHCP or proxyDHCP offers were received 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブートサーノく一がクライアントから認 
識されていない場合に発生するエラーです。ブートサーバーを正しく設定するか 、 BIOS 
セットアップの 「 Boot 」一 「Onboard LAN Boot 」 を 「 Disabled 」 に設定してください。 

• PXE-E53:No boot filename received 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブートサーバーがクライアントから認 
識されていない場合に発生するエラーです。ブートサーバーを正しく設定するか 、 BIOS 
セットアップの 「 Boot 」一 「Onboard LAN Boot 」 を 「 Disabled 」 に設定してください。 

• PXE-E61 : Media test failure, Check cable 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。 LAN ケーブルが正しく接続されていま 
せん。 LAN ケーブルを正しく接続してください。 
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• PXE-E78:Could not locate boot server 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブートサーノスーがクライアントから認 
識されていない場合に発生するエラーです。ブートサーバーを正しく設定するか 、 BIOS 
セットアップの 「 Boot 」一 「Onboard LAN Boot 」 を 「 Disabled 」 に設定してください。 

• PXE-T01: File not found + PXE-E3B: TFTP Error - File Not found 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブートサーバー上のブートファイルイ 
メージが取得できませんでした。ブートサーバーを正しく設定するか、巨 IOS セットアップ 
の 「 Boo り一 「Onboard LAN Boo りを 「 Disabled 」 に設定してください。 

• PXE-T01:File not found 
PXE-E89:Could not download boot image 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブートサーノスー上のブートイメー ジ 
ファイルが取得できませんでした。ブートサーバーを正しく設定するか、 BIOS セットアッ 
プの 「 Boot 」一 「Onboard LAN Boot 」 を 「 Disabled 」 に設定してください。 

• Real time clock error 


「富 ± 通ハードウエア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Remove disks or other media 
Press any key to restart 

フロッピーディスクドライブにシステムが外のフロッピーディスクをセットしたまま電源 
を入れると、表示されます。フロッピーディスクを取り出して何かキーを押してください。 

• Resource Conflict - PCI Device Error in slot nnn 
Bus:nnn, Device:nnn, Function:nnn 

次のいずれかの エラーが 発生しました。 

-増設した拡張カードが、本パソコンに巧応していない 
•増設した拡張カードで、リソース競合が発生した 
•増設した拡張カードに、故障が発生した 

拡張カードが本パソコンに対応しているか、また拡張カードの取り付けや設定が正しく行 
われているか確認してください。 

• Resource Conflict - PCI Device Error on Mainboard 


Businnn, Device:nnn, Function:nnn 


メインボード上のデバイスでリソース競合が発生しているか、メインボード上のデバイス 
に故障が発生しました。「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご連 
絡ください。 

• Security Chip initialization error 

七キュリ ティチップのテス ト中に エラーが 発生しました。「富±通 ハー ドウェア修理相談セ 
ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Security Chip MAD function error 

七キュリ ティチップのテス ト中に エラーが 発生しました。「富±通 ハー ドウェア修理相談セ 
ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Security Chip MPD function error 


七キュリ ティチップのテス ト中に エラーが 発生しました。「富±通 ハー ドウエア修理相談七 
ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Security Chip MPD function execution error 

七キュリ ティチップのテス ト中に エラーが 発生しました。「富±通 ハー ドウエア修理相談七 
ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 
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• Security Chip not found 

七キュリティチップが外れた場合に表示されます。「富±通ハードウェア修理相談セン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• System CMOS checksum bad - Default confiauration used 

CMOS チェックサムが間違っています。すべての BIOS 設定項目が標準設定値に変更され 
ました。カスタムメイドで内蔵 FDD 追加を選択した場合は、 「 Advanced 」一 「Internal Devices 
Configurations ] — 「Floppy Disk Controller 」 を 「 Enabled 」 に変更して ください。 

雜 System timer error 

「富 ± 通ハードウェア修理相談七ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• The system chassis has been ooened 

管体カバーの開放が検出されました。確認後、 [F2] キーを押して BIOS セットアップを起 
動し、 「 Exit 」 メニューで 「Exit Saving Changes 」 を選択してください。次に本パソコンを起 
動するときから通常に起動します。 

P POINT 

► 本書に記載されていないエラーメッセージが表示された場合は、「富±通ハードウ X ア修理 
相談センター」、またはご購入元にご連絡〈ださい。 



Memo 



第 8 章 

巧が情報 

本パソコンの仕様などを記載しています。 


1 仕様一貴 ... 
2 コネクタ仕様 


168 

175 
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仕様_覧 


本体化様 

■ D5220 


製品名称 

FMV-D5220 

CPU 

注1 

Intel® Celeron® D プロセッサ336 


2.80 GHz 巧2 

キヤッシュメモリ 

1次： 12KmOps 実行トレース +16KB データ、2次： 256KB (CPU 内蔵）件-^ 

チップ七ット 

Intel® 91 5GV Express チップ七ット 

システム.バス 

533MHz 件4 

メインメモリ 

標準 256MB じ40ピン PC2-4200 DDR2 SDRAM DIMM) ECC なし最大 2 GB 

メモリスロット 

X 2 (空きスロットX 1) 巧5 

表 

示 

グラフィックアク七ラレ—夕 

チップ七ットに内蔵 

ビデオメモリ 

最大 128MB (メインメモリと共用）巧6 

機 

能 

ビデオ出力信号 

ビデオ：アナログ RGB、 同期信号： TTL コンパチブル 

解像度/発色数 

最大1600 X1200ドット/最大1677万色 

フロ 

ッピーディスクドライブ巧7 

3.5 インチX1 (3 モード対■応）け-8 

へ — 

ドディスクドライブ件-9 

40GB 件-10 {Serial ATA/150 巧り） 

CD ドライブ 

なし巧じ 

ホ 

丄‘ 

イ 

ホ 

機 

ホーデイオコントローラ 

チップ七ット内蔵 High Definition Audio バスコントローラ 
+ High Definition Audio コーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数最大％はた、24ビット（再生時）件じ、 
サンプリング周波数最大 96kHz、 20ビット（録昔時）注じ、 

同時録音再生機能 

能 

MIDI 再生機能 

OS 標準機能にてサポート 

通 

信 

LAN 

1000 BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T 準拠、 Wakeup on LAN 対■応注！气 ASF 対■応 

機 

能 

無線 LAN 注7注け 

IEEE 802.1 la (J52/W52/W53) 準拠、 IEEE 802.1 lb 準拠、 
lEEESOS.llg 準拠 （Wi-Fi® 準拠）注1〇 

七 

キ 

ユ 

スマートカード注7 

あり 

七キュリテイチップ 

TCGVerl.lb 準拠注1? 

ソ 

テ 

盗難防止用ロック取り付け穴 

おり 

イ 

機 

能 

本体カバーキー注7 

叔り 

舊体施錠 

叔り 


ディスプレイ 

アナログ RGB ミニ D-SUB 15ピンX1 


シリアル 

非同期 民 S-232C 準拠 D-SUB9 ピンX 2 (IGSSOA 互換） 

イ 

パラレル 

セントロニクス準拠 ECP 巧■応 D-SUB25 ピンX1 

ン 

夕 

1 

キ'—ボ'—ド/マウス 

PS/2 準拠 Mini-DIN 6ピン（キーボード用X し マウス用X 1) 

USB 巧18 

USB2.0 準拠X 8 (前面X 2、背面X 4、内部X 2) ^ 

フ 

LAN 

RJ-45 X 1 

エ 

1 

ス 

ホーデイホ 

マイク：ホ 3.5mm ミニジャック 

(入力： lOOmV な下、 入カインピーダンス (AC) 5k Q な上 （DC) 2k Q な上）、 
ヘッドホン：ホ 3.5mm ステレオ • ミニジャック 
(出力： ImW な上、負荷インピーダンス 32Q)、 

ライ ンイン：ホ 3.5mm ステレオ•ミニジャック、 

ラインアウト：ホ 3.5mm ステレオ*ミニジャック 

障害監視機能 （POST 瞒 

カバーセンサー、 CPU ファン停止 
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製品名称 

FMV - D 5220 

拡張スロット数 

X 2 

PCI (民 ev 2.3 準拠 ）X 2 (ハーフ： 176 mm ) 

ストレージベイ数 

標準モデル ：X 3 

カスタムメイドで CD - ROM ドライブ （24 倍速）を選択した場合 ：X 4 

前面：フロントアクセスベイ 
標準モデル： X 1 ( CD - 民 OM 搭載済み） 

カスタムメイドで CD - ROM ドライブ （24 倍速）を選択した場合 ：X 2 
(うち1つに CD - ROM 搭載済み） 

前面：スマートカードベイ {カスタムホイ ドオプション専用）、 

内部： 3.5 インチハードディスクドライブ搭載済み 

電源/周波数 

AC 100 V ± 10%、 50/60 HZ + 2% - 4% 

消費電力を 2 0 

電源 OFF 時を 2 1 

約 2.1 W な下 

動作時を 22 

通常約 65 W 最大約 583 W をの（本体のみ 358 W ) スタンバイ時約 2.1 W 

定格電流 

動作時 

最大 7 A (アウトレット最大 3 A を含む） 

省エネ法に基づくエネルギー消費 
効率[単位： W / MTOPS ] を24 

P 区分： 0.00019 

省エネルギー基準達成率注 25 

AAA 

外形寸法（突起部含まず} 

縦置きの場合 ： W 89 X D 338 X H 332 mm 

W 179 X D 338 X H 344 mm (フット装着時） 

横置きの場合 ： W 332 X D 338 X H 89 mm 

W 422 X D 338 X H 101 mm (フット装着時} 

質量 

標準モデル：約 7.6 kg 

温湿度条件 

温度10〜35で/湿度20〜80% RH (動作時）、 

温度-10〜60で/湿度20〜80% RH (非動作時） 

(ただし、動作時、非動作時とも結露しないこと） 

プレインストール OS 

Windows XP Professional モデル ： Windows XP Professional 注ごら (DirectX 9.0 c 巧応 K 
Windows XP Home Edition モデル ： Windows XP Home Edition 注ミら (DirectX 9.0 c 对応 } 

サポート OS な27 

Windows XP Professional ホ- 28 、 Windows XP Home Edition ホ- 28 、 Windows 2000 Professional 注 29 


本パソコンの仕様は、改善のために予告な〈変更することがあります。あらかじめご了承〈ださし、。 


をについて 

ミ主1:ソフトウェアによっては、 CPU 名表記が異なる場合があります。 

ま2 : ■カスタムメイドの選択によっては、次の CPU が搭載されている場合があります。 

Intel ® Pentium ® 4プロセッサ521 (2.80 GHz ) 

Intel ® Pentium ® 4プロセッサ 630 (3.0 GHz ) 

Intel ® Pentium ® 4 プロセッサ 640 (3.20 GHz ) 

Intel ® Pentium ⑥ 4 プロセッサ 541(3.20 GHz ) 

Intel ® Pentium ®4 プロセッサ 524 (3.06 GHz ) 

ミ主 3 : カスタムメイドで CPU 変更を選択している場合は、次の値になります。 

■ Intel ® Pentium ® 4プロセッサ521 (2.80 GHz )、 Intel ® Pentium ® 4プロセッサ524 (3.06 GHz )、 Intel ® Pentium ® 4 プ 
ロセッサ 541(3.20 GHz ) 

1次： 12 K " Ops 実行トレース +16 KB データ、2次： 1 MB ( CPU 内蔵） 

- Intel ® Pentium ⑥4プロセッサ630 (3.0 GHz )、 Intel ® Pentium ® 4プロセッサ640 (3.20 GHz ) 

1次： 12 K " Ops 実行トレース +16 KB データ、2次： 2 MB ( CPU 内蔵） 

ま4 :カスタムメイドの CPU 変更で Intel ® Pentium ®4 プロセッサ524 (3.0 日 GHz ) 外を選択している場合は、800 MHz にな 
ります。 

ま5 :カスタムメイドの選択によっては、空きスロットがない場合もあります。 

ま6 : ■ Intel ® Dynamic Video Memory Technology ( DVMT ) により、パソコンの動作状態によってビデオメモリ容量がを化し 
ます。ビデホメモリの容量を任意に変更することはできません。 

ま7 :カスタムメイドの選択によっては、搭載されておりません。 

ま8 : ■フロッピーディスクは、フォーマットした環境（メーカー、機種、ソフトウェア）によっては、データを読み書きでき 

ない場合があります。 

対応メディアは、 2 HD (1.44 MB 、1.2 MB ) と 2 DD 口 20 KB ) です。 

- Windows XP では、1 .44 MB 外のフォーマットはできません。 

ま9 :本書に記載のディスク容量は、 1 MB =10002 byte 、1 GB =10003 byte 換算によるものです。 1 MB =10242 byte 、1 GB =1 024^16 
換算で Windows 上に表示される実際の容量は、本書に記載のディスク容量より少なくなります。 

ま10:カスタムメイドの選択によっては、 80 GB または 160 GB の場合もあります。 

ま11:最高 150 MB / S の転送が可能です。 
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を12;カスタムメイドの選巧によって、次のドライブが搭載されていることがあります。なお、を数値は仕様上の最大値であ 
り、使巧メディアや動作環境によって異なる場合があります。 


CD-ROM ドライブ（薄型） 

CD-ROM 読出：最大24倍速 

CD-ROM ドライブ 

CD-ROM 読出：最大40倍速 

DVD-ROM ドライブ（薄型） 

CD-ROM 読出：最大24倍速、 CD-RW 読出：最大24倍速、 

DVD-RAM 読出：最大2倍速、 DVD-R 読出：最大4倍速、 

DVD-RW 読出：最大4倍速、 DVD-ROM 読出：最大8倍速、 

DVD-Video 読出：最大4倍速、 DVD+R 読出：最大4倍速、 

DVD+RDL 読出：最大4倍速、 DVD+RW 読出：最大4倍速 

DVD-ROM&CD-R/RW ドライブ(薄型） 

CD-ROM 読出：最大24倍速、 CD-R 読出/書込：最大24倍速、 

(バッファアンダーランエラー防止機 

CD-RW 読出：最大24倍速、 CD-RW 書込/書換：最大10倍速、 

能あり） 

DVD-RAM 読出：最大5倍速、 DVD-R 読出：最大6倍速、 

DVD-RW 読出：最大4倍速、 DVD-ROM 読出：最大8倍速、 

DVD-Video 読出：最大4倍速、 DVD+R 読出：最大6倍速、 

DVD+RDL 読出：最大4倍速、 DVD+RW 読出：最大4倍速 

スーパーマルチドライブ（薄型） 

CD-ROM 読出：最大24倍速、 CD-R 読出/書込：最大24倍速、 

(バッファアンダーランエラー防止機 

CD-RW 読出：最大24倍速、 CD-RW 書込/書換：最大10倍速、 

能あり） 

DVD-RAM 読出/書込/書換:最大5倍速、 DVD-R 読出/書込:最大8お速、 
DVD-RW 読出：最大6倍速、 DVD-RW 書込/書換：最大4倍速、 
DVD-ROM 読出：最大8倍速、 DVD-Video 読出：最大4倍速、 

DVD+R 読出/書込：最大8倍速、 DVD+RDL 読出：最大4倍速、 

DVD+R DL 書込：最大 2.4 倍速、 DVD-RDL 読出：最大4倍速、 

DVD-R DL 書込：最大2倍速、 DVD+RW 読出：最大6倍速、 

DVD+RW 書込/書換：最大4倍速 

スーパーマルチドライブ 

CD-ROM 読出：最大40倍速、 CD-R 読出：最大40倍速、 

(バッファアンダーランエラー防止機 

CD-R 書込：最大40倍速、 CD-RW 読出：最大24倍速、 

能あり） 

CD-RW 書込/書換：最大10倍速、 

DVD-RAM 読出/書込/書換：最大5倍速、 

DVD-R 読出：最大12倍速、 DVD-R 書込：最大16倍速、 

DVD-RW 読出：最大8倍速、 DVD-RW 書込/書換：最大6倍速、 
DVD-ROM 読出：最大16倍速、 DVD-Video 読出：最大6倍速、 

DVD+R 読出：最大12倍速、 DVD+R 書込：最大16倍速、 

DVD+R DL 読出：最大8倍速、 DVD+R DL 書込：最大4倍速、 

DVD-R DL 読出：最大8倍速、 DVD-R DL 書込：最大4倍速、 

DVD+RW 読出：最大8倍速、 DVD+RW 書込/書換：最大8倍速 


を13:使用できるサンブリングレートは、ソフトウェアによって異なります。 

ま14 :本パソコンには1000 BASE-T の LAN 機能が搭載されています。 

-本パソコンの LAN 機能は1000 BASE-T に対応し、 1Gbps (1000Mbps) の高速なデータ通信をサポートします。 

また、従来の100 BASE-TX、10BASE-T もサポートしているため、通信速度の自動認識を巧い、既巧の口ーカル■エリ 
ア■ネットワーク （LAN) にそのまま接続することができます。 

■本パソコンでは、 ACPI モード（ご購入時の設定）のときにスタンバイと休止状態からの Wakeup on LAN 機能がお使 
いになれます。 

ま15 : Super AGTM に対応しています。 Super AG*™ は Super AG"™* に対応したアクセスポイントとの通信を行うときのみ利巧 
できます。 

ま16: Wi-Fi® 準拠とは、無線 LAN の相互接続性を保証する団体 「Wi-Fi Alliancej のネ目互 f 妾続性テストに合格していることを示 
します。 

ま17:ご購入時のセキュリティチップの設定は、無劾になっています。 

を18 : ■ すべての USB 対応周辺機器について動作保証するものではありません。 

- USB1.1 準拠の周辺機器を接続している場合、 USB1.1 の仕巧でお使いになれます。 

-外部から電源を取らない USB 機器を接続するときの消費電流の最大容量は、1ポートにつき 500mA です。詳し〈は、 
USB 機器のマニュアルをご覧ください。 

ま19 :カスタムメイドでスマートカードリーダ/ライタを選択した場合、内部の USB インターフェースを1つ使用します。 

ま20 :ディスプレイの電源をアウトレットから供給しない場合の電力値です。 

を21:電源 OFF 時のエネルギー消費を回避するには、メインスイッチを 「Oj 側に切り替えるか、 AC ケーブルの電源プラグを 
コンセントから f 友いて〈ださい。 

ま22 : ■ ご使巧になる機器構成により値は変動します。 




製品ガイド FMV - D 5220、 FMV - D 3220 


-カスタムメイドで CPU 変更を選択している場合は、次の値になります。 
lntel ® Pentium ⑥4プロセッサ521 (2.80 GHz ) :通常約 66 W 
Intel ® Pentium ⑥4プロセッサ630 (3.0 GHz ) :通常約 87 W 
Intel ® Pentium ⑥4プロセッサ640 (3.20 GHz ) :通常約 66 W 
lntel ® Pentium ⑥4プロセッサ524 (3.06 GHz ) :通常約 69 W 
lntel ® Pentium ⑥4プロセッサ541 (3.20 GHz ) :通常約 62 W 

ま23 :アウトレット： 3 A / 300 VA を含んだ値です。 

ま24 : ■ エネルギー消費効率とは省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除し 
たものです。 

-カスタムメイドで CPU 変更を選択している場合は、次の値になります。 
lntel ® Pentium ®4 プロセッサ521 (2.80 GHz ) : 「P 区分： 0.00019 J 
Intel ® Pentium ⑥4プロセッサ630 (3.0 GHz ) ; 「p 区分： 0.00018 J 
lntel®Pentium ⑥4プロセッサ640 (3.20 GHz ) : 「P 区分： 0.00017 J 
lntel ® Pentium ®4 プロセッサ524 (3.06 GHz ) : 「P 区分： 0.00017 J 
lntel®Pentium ⑥4プロセッサ541 (3.20 GHz ) : 「P 区分： 0.00016 J 

ま25 :省エネルギー基準達成率のを製品欄にあるアルファベットは 「 A は10 0% ia 上、 AA は 200% ia 上、 AAA は50 0% ia 上 J 
に達していることを示します。 

ま2日：出荷時に、 Microsoft ® Windows®XP Service Pack 2セキュリティ強化機能搭載が適用されています。 

ま27 :プレインストール la 外の OS をお使いになるときは、富±通製品情報ページ内にある「他の OS をお使いになる方へ J 
( http :// www . fmworld . net / biz / fmv / driversearch/main shiftos . html ) をご覧く ださい。 

ま28 : Microsoft ® Windows ® XP Service Pack 2 セキュリティ強化機能搭載が適用されている必要があります。 

ま29 : Service Pack 4が適用されている必要があります。 
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■ D3220 


製品名称 

FMV - D 3220 

CPU 注1 

Intel ® Pentium ® 4プロセッサ630 

Intel ® Pentium ® 4プロセッサ524 

3.0 GHz 

3.06 GHz 

キヤッシュメモリ 

1次： 12 Km Ops 実行トレース +16 KB デー 
夕、2次： 2 MB ( CPU 内蔵） 

1次： 12 Km Ops 実行トレース +16 KB デー 
夕、2次： 1 MB ( CPU 内蔵） 

チップセット 

Intel ® 9 15 GV Express チップセット | 

システム.バス 

800 MHz 

533 MHz 

メインメモリ 

標準 256 MB / 512 MB じ40ピン PC 2-4200 DDR 2 SDRAM DIMM ) ECC なし最大 2 GB 

メモリスロット 

X 2 (空きスロット X 1) 

表 

示 

機 

能 

グラフィックアク七ラレ—夕 

チップ七ットに内蔵 

ビデオメモリ 

最大 128 MB (メインメモリと共用）沖-2 

ビデホ出力信号 

ビデオ：アナロダ RGB 、 同期信号： TTL コンパチブル 

解像度/発色数 

最大1600 X 1200ドット/最大1677万色 

ハ—ドディスクドライブ巧3 

40 GB / 80 GB (Serial ATA / ISO が- 4 } 

CD ドライブ 

CD - ROM ドライブ/スーパーマルチドライブ巧-5 

ホ 

1 

斗 

ホ 

機 

能 

ホーデイオコントローラ 

チップ七ット内蔵 High Definition Audio バスコントローラ 
+ High Definition Audio コーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数最大 96 kHz 、 24ビット（再生時）ホ- 6 、 
サンプリング周波数最大 96 kHz 、 20ビット（録音時）注 6 、 

同時録音再生機能 

MIDI 再生機能 

OS 標準機能にてサポート 

通 

信 

機 

能 

LAN 

1000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BASE-T 準拠 、 Wake 叩 on LAN 巧■応注 '、 ASF 巧■応 

七 

キ 

ユ 

ソ 

テ 

イ 

機 

能 

スマ—卜力—ド 

拉り 

七キュリテイチップ 

TCGVerl.lb 準拠を8 

盗難防止用ロック取り付け穴 

拉り 

本体カバーキー 

あり 

舊体施錠 

叔り 

斗 

ン 

夕 

1 

フ 

エ 

1 

ス 

ディスプレイ 

アナログ RGB ミニ D - SUB 15ピン X 1 

シリアル 

非同期 民 S -232 C 準拠 D - SUB 9 ピン X 2 ( IGSSOA 互換） 

パラレル 

セントロニクス準拠 ECP 対応 D - SUB 25 ピン X 1 

キ'—ボ'—ド/マウス 

PS /2 準拠 Mini-DIN 6ピン（キーボード用 X し マウス用 X 1) 

USB 汗9 

USB 2.0 準拠 X 8 (前面 X 2、 背面 X 4、 内部 X 2) 

LAN 

RJ -45 X 1 

ホーデイホ 

マイク：ホ 3.5 mm ミニジャック 

(入力： lOOmV な下、入カインピーダンス （ AC ) 5 k Q な上 （ DC ) 2 k Q な上）、 
ヘッドホン：ホ 3.5 mm ステレオ • ミニジャック 
(出力： ImW な上、負荷インピーダンス 32 Q }、 

ラインイン：ホ 3.5 mm ステレオ.ミニジャック、 

ラインアウト：み 3.5 mm ステレオ*ミニジャック 

障害監視機能 （ POST 時） 

カバーセンサー、 CPU ファン停止 

拡張スロット数 

X 2 

PCI (Rev 2.3 準拠} X 2 レ、ーフ： 176 mm ) 

ストレージベイ数 

X 2 

前面： CD - ROM ドライブ搭載済み、 

内部： 3.5 インチハードディスクドライブ搭載済み 

電源/周波数 

AC 100 V ± 10%. 50/60 HZ + 2% - 4% 

消費電力を10 

電源 OFF 時巧-11 

約 2.1 W な下 

動作時を I 2 

通常約 65 W 最大約 583 W な じ （本体のみ 
358 W ) スタンバイ時約 2.1 W 

通常約 69 W 最大約 583 W 巧 • じ （本体のみ 
358 W ) スタンバイ時約 2.1 W 

定格電流 

動作時 

最大 7 A (アウトレット最大 3 A を含む} 
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CD - ROM ドライブ 

CD - ROM 読出：最大40倍速 

スーパー マルチドライブ 
(バッファアンダーランエラー防止機 
能あり） 

CD - ROM 読出：最大40倍速、 CD - R 読出：最大40倍速、 

CD - R 書込：最大40倍速、 CD - RW 読出：最大24倍速、 

CD - RW 書込/書換：最大10倍速、 

DVD - RAM 読出/書込/書換：最大5倍速、 

DVD - R 読出：最大12倍速、 DVD - R 書込：最大16倍速、 

DVD - RW 読出：最大8倍速、 DVD - RW 書込/書換：最大6お速、 
DVD - ROM 読出：最大16倍速、 DVD - Video 読出：最大6倍速、 

DVD + R 読出：最大12倍速、 DVD + R 書込：最大16倍速、 

DVD+R DL 読出：最大8倍速、 DVD+R DL 書込：最大4倍速、 

DVD-R DL 読出：最大8を速、 DVD-R DL 書込：最大4倍速、 

DVD + RW 読出：最大8倍速、 DVD + RW 書込/書換：最大8倍速 


使用できるサンプリングレートは、ソフトウエアによって異なります。 

本パソコンには1000 BASE - T の LAN 機能が搭載されています。 

-本パソコンの LAN 機能は1000 BASE - T に対応し、 1 Gbps (1000 Mbps ) の高速なデータ通信をサポートします。 

また、が来の100 BASE - TX 、10 BASE - T もサポートしているため、通信速度の自動認識を行い、既存の口ーカル.エリ 
ア■ネットワーク （ LAN ) にそのまま接続することができます。 

-本パソコンでは、 ACPI モード（ご購入時の設定）のときにスタンバイと休止が態からの Wakeupon LAN 機能がお使 
いになれます。 

ご購入時のセキュリティチッブの設定は、無効になっています。 

-すべての USB 対応周巧機器について動作保証するものではありません。 

- USB 1.1 準拠の周辺機器を接精している場合、 USB 1.1 の仕様でお使いになれます。 

-外部から電源を取らない USB 機器を接続するときの消費電流の最大容量は、1ポートにつき 500 mA です。詳しくは、 
USB 機器のマニュアルをご覧ください。 

ディスプレイの電源をアウトレットから供給しない場合の電力値です。 

電源 OFF 時のエネルギー消費を回避するには、メインスイッチを 「 Oj 側に切り替えるか、 AC ケーブルの電源プラグを 
コンセントからおいてください。 

ご使用になる機器構成により値は変動します。 

アウトレット： 3 A /300 VA を含んだ値です。 

エネルギー消費効率とは省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネまで定める複合理論性能で除した 
ものです。 

省'エネルギー基準達成率のを製品欄にあるアルファベットは 「 A は100%レ:!上、 AA は2000/〇レツ上、 AAA は500%レ:!上 J 
に達していることを示します。 

出荷時に、 Microsoft ® Windows®XP Service Pack 2セキュリティ強化機能搭載が適用されています。 

プレインストール OS のみサポートします。 


製品名称 

FMV - D 3220 

省エネ法に基づくエネルギー消費 
効率[単位： W / MTOPS ] を14 

P 区分： 0.00018 

P 区分： 0.00017 

省エネルギー基準達成率注け 

AAA 

外形寸法（突起部含まず} 

縦置きの場合： W 89 X D 338 X H 332 mm 

W 179 X D 338 X H 344 mm (フット装着時} 

横置きの場合： W 332 X D 338 X H 89 mm 

W 422 X D 338 X H 101 mm (フット装着時） 

質量 

約 7.6 kg 

温湿度条件 

温度10〜35で/湿度20〜80% RH (動作時）、 

温度-10〜60で/湿度20〜80% RH (非動作時） 

(ただし、動作時、非動作時とも結露しないこと） 

プレインストール OS 

Windows XP Professional モデル ： Windows XP Professional 巧-1 。 (DirectX 9.0 c 巧応} 

サポート OS ホ17 

Windows XP Professional 


本 パソコンの 仕様は、改善のために予告な〈変更することがあります。あらかじめご了承〈ださし、。 


をについて 

ま1:ソフトウ X アによっては、 CPU 名表記が異なる場合があります。 

ミ主2 : Intel ® Dynamic Video Memory Technology ( DVMT ) により、パソコンの動作状態によってビデオメモリ容量が変化しま 
す。ビデオメモリの容量を任意に変更することはできません。 

ま3 :本書に記載のディスク容量は、 1 MB =10002 byte 、1 GB =10003 byte 換算によるものです。 1 MB =10242 byte 、1 GB =10243 byte 
換算で Windows 上に表示される実際の容量は、本書に記載のディスク容量より少なくなります。 

ま4 :最高 150 MB / S の転送が可能です。 

ま5 :ご購入時の選巧によって、次のドライブが搭載されています。なお、を数値は仕様上の最大値であり、使巧メディアや動 
作環境によって異なる場合があります。 


をを 


をを 


をを 


2 3 4 5 
まままま 


をを 
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LAN 機能 


LAN コントローラ 

Broadcom BCM 5751 

送受信バッファ用 RAM 

送受信 各 40 kbyte 

外部イ ンターフェース 

ISO 8802-3 1000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BASE-T 

伝送媒体 

ツイストペアケーブル化1 

(IGbps :カテゴ y 5 E が上、 100 Mbps :カテゴリ5、 10 Mbps :カテゴリ3〜 5) 

伝送方式 

ベースバンド 

アク七ス方式 

CSMA/CD 

データ 転送速度 

IGbps 、100 Mbps 、10 Mbps 

配線斤き態 

スター型 

セグ?^ント最大長 

100 m 

最大ノード数/セグメント 

ハブュニッ ト注2による 


を1:ケーブルは、必ずお使いのネットワーク■スピードに対応したデータグレードのケーブルをお使い〈ださし、。 

データグレードのほいケーブルを使うと、データ紛失が発生します。 

ま2 :ハブユニットとは、1000 BASE -1 7100 BASE - TX /10 BASE - T のコンセントレータです。 


P POINT 

► 本パソコン標準搭載の LAN はネットワークのスピードに自動で対応します。 

ハブ ユニッ トの変更などでネットワークのスピードが変更される場合、スピードに対応し 
た適切なデータグレードのケーブルを必ずお使い〈ださい。 
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2コネクタ仕様 


各コネクタのピンの配列および信号名は、次のとおりでず。 


■ディスプレイコネクタ 


5-1 



15-11 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

RED 

出力 

ホ出力 

2 

GREEN 

出力 

緑出力 

3 

BLUE 

出力 

青出力 

4 

NC 

- 

未接続 

5〜8 

GND 

- 

グランド 

9 

+5V 

- 

+5V 

10 

GND 

- 

グランド 

11 

NC 

- 

未接続 

12 

IDl(SDA) 

入出力 

DDC データ 

13 

HSYNC 

出力 

水平同期信号 

14 

VSYNC 

出力 

垂直同期信号 

15 

SCL 

入出力 

データクロック 
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■ LAN コネクタ （1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T) 



□ 1000 BASE-T 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

TRD0+ 

入出力 

送受信 データ0+ 

2 

TRD0- 

入出力 

送受信 データ 0- 

3 

TRD1 + 

入出力 

送受信 データ1+ 

4 

TRD2 + 

入出力 

送受信 データ2 十 

5 

TRD2 - 

入出力 

送受信 データ2- 

6 

TRD1- 

入出力 

送受信 データ 1- 

7 

TRD3 + 

入出力 

送受信 データ3+ 

8 

TRD3 - 

入出力 

送受信 データ3- 


□100BASE-TX/10BASE-T 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

TD+ 

出力 

送信データ+ 

2 

TD- 

出力 

送信データ- 

3 

RD+ 

入力 

受信データ+ 

4 

NC 

- 

未接続 

5 

NC 

- 

未接続 

6 

RD- 

入力 

受信データ- 

7 

NC 

- 

未接続 

8 

NC 

- 

未接続 
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■パラレルコネクタ 



ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

ホ STROBE 

入出力 

ストローブ 

2 

DATA0 

入出力 

データ 0 

3 

DATA 1 

入出力 

データ 1 

4 

DATA 2 

入出力 

データ 2 

5 

DATA 3 

入出力 

データ 3 

6 

DATA 4 

入出力 

データ 4 

7 

DATA 5 

入出力 

データ 5 

8 

DATA 6 

入出力 

データ 6 

9 

DATA 7 

入出力 

データ 7 

10 

ホ ACK 

入力 

アクノリッジ 

11 

BUSY 

入力 

ビジー 

12 

PE 

入力 

用紙切れ 

13 

SELECT 

入力 

七レタト 

14 

夺 AUTOFD 

出力 

自動送り 

15 

夺 ERROR 

入力 

エラー 

16 

ホ INIT 

出力 

初期化 

17 

SLCTIN 

出力 

セレクト 

18〜25 

GND 

- 

グランド 


■ シリア J レコネクタ 


1 


5 


@ を。。。。。。。 



6——9 


ピン奮号 

信号名 

方向 

説明 

1 

CD 

入力 

キャリア検出 

2 

RD 

入力 

受信データ 

3 

TD 

出力 

送信データ 

4 

DTR 

出力 

データ端未レディ 

5 

GND 

- 

グランド 

6 

DS 民 

入力 

データセットレディ 

7 

RTS 

出力 

送信要ボ 

8 

CTS 

入力 

送信可 

9 

RI 

入力 

リングインジケート 
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■ マウスコネクタ 



ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

DATA 

入出力 

データ 

2 

NC 

- 

未接続 

3 

GND 

- 

グランド 

4 

VCC 

- 

電源 

5 

CLK 

入出力 

ク〇ック 

6 

NC 

- 

未接続 


■ キーボードコネクタ 



ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

DATA 

入出力 

データ 

2 

NC 

- 

未接続 

3 

GND 

- 

グランド 

4 

VCC 

- 

電源 

5 

CLK 

入出力 

ク〇ック 

6 

Reserved 

— 

本パソコン固有の信号が割り付けられ 
ています 


■ USB コネクタ 


U U U U 

12 3 4 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

VCC 

- 

ケーブル.電源 

2 

ぶ ATA 

入出力 

-データ信号 

3 

+DATA 

入出力 

十データ信号 

4 

GND 

- 

ケーブル.グランド 








第 9 章 


トラブ J レシューテイング 

おかしいなと思ったときや、わからないことが 
あったときの対処方法について説明していま 
す。 


1トラブルに備えて . 180 

2トラブル発生時の基本操作 . 182 

3起動■終了時のトラブル . 188 

4 Windows ■ソフトウェア関連のトラブル . 191 

5ハードウェア関連のトラブル . 193 

6それでも解決できないときは . 206 
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1トラブ J レに備えて 

---— 


テレビ/ラジオなどの受信障害防止について 


本 パソコンは、 テレビやラジオな どの 受信障害を防止する VCCI の 基準に適合しています。し 
かし、設置場所によっては、本 パソコンの 近くにあるラジオやテレビなどに受信障害を与える 
場合があります。このような現象が生じても、本 パソコンの 故障ではありません。 

テレビやラジオなどの受信障害を防止するために、次のようなおにご注意ください。 

■本パソコンのを意事項 

• 本体カバーを外したが態でお{吏いにならないでください。 

•周辺機器と接続するケーブルは、指をのケーブルを巧い、それな外のケーブルは巧わない 
でください。 

• ケーブルを接続する場合は、コネクタが確実に固をされていることを確認してください。ま 
た、ネジなどはしっかり締めてください。 

• 本パソコンの電源プラグは、テレビやラジオなどを接続しているコンセントとは別のコン 
セントに接続してください。 

■テレビやラジオなどの注意事項 

• テレビやラジオなどを、本パソコンから遠ざけて設置してください。 

• テレビやラジオなどのアンテナのホ向や位置を変更して、受信障害を生じない方向と位置 
を探してください。 

•テレビやラジオなどのアンテナ線の配線ルートを本パソコンから遠ざけてください。 

• アンテナ線は同軸ケーブルをお{まいください。 

本 パソコン や周辺機器などが、 テレビ やラジオなどの受信に影響を与えているかどうかは、本 
パソコンや 周辺機器など全体の電源を切ることで確認できます。 

テレビやラジオなどに受信障害が生じている場合は、前述の項目を再点検してください。 
それでも改善されない場合は、「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご購入元にご 
連絡ください。 


Windows の七ットアップ後の操作 


Windows の七ットアップが終了したら、バックアップを行ったり、セキュリティホール巧策の 
ための修正プログラムを適用したりすることをお勧めします。 

• 「セキュリティ」一「コンピュータウイルス対•策」 （^ P .103) 

•「セキュリティ」一 「Windows やソフトウェアのアップデート」（一 P.105) 

『取あ説明書』もあわせてご覧ください。 
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修正プログラムの適用について 


七キュリティの強化、安定した システム 運用のため、本パソコンに最新のサービスパックや修 
正モジュ'—ルを適用することを基本的にお勧めします。ただし、お客様の環境によっては、 
サービスパックや修正モジュールの適用により、予期せぬ不具合が発生する場合もありますの 
で、ご利用前には「民 eadme . txt 」 などを必ずご'確認ください。 

また、万一、インストールに失敗したときのことを考慮し、システムのバックアップをとるこ 
とをお勧めいたします。 

なお、弊社の富±通製品情報ページ （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / index _ support . html ) でも、 
本パソコンに関連したサポート情報やドライバを提供しておりますので、ご覧ください。ま 
た、 「 UpdateAdvisor 」 を利用すると、本パソコンに関連したソフトウェアを自動的にダウン 
ロードすることができます。 

Windows については 、 「Windows Update 」 で最新の修正プログラムを入手できます。 Office 製 
品については、 「 Office のアップデート」で最新の修正プログラムを入手できます。 


デ—夕のバックアップ 


ハードディスクに障害が発生した場合などは、データが失われることがあります。必要なデー 
夕は フロ ッピーデイスクや CD などの別媒体や、バックアツプ装置を備えた フ アイ ル ナーバー 
などに定期的にバックアップしてください。 


ドキュメントの確認 


周辺機器の取り付けやソフトウェアのインストールを行う前に、製品に添付されているドキュ 
メントを読み、次の点を確認してください。 

■ハ' —ドウェア/ソフトウェア要件 

{吏用したい周辺機器やソフトウェアが本パソコンのハードウェア構成や Windows で使用で 
きるか確認します。 

• 取り付け時やインストール時に注意すべき点 

特に 「 Readme . txt 」 や 「 Install . txt 」 などのテキストフアイルがある場合は、 マニュアルに 記 
述できなかった重要な情報が記載されている場合があります。忘れずに目を通してくださ 

い。 

また、製品添付のドキュメントだけではなく、 Web 上の情報もあわせて確認してください。ベ 
ンダーの Web サイトからは、かのような情報やプログラムを得ることができます。 

• 製品出荷後に判明した問題などの最新情報 
• 問題が解みされたドライバやソフトウェアの修正モジュール 

富±通製品情報ページ （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / index _ support . html ) でも、本 パソコンに 
関連したナポート情報やドライバを提供しておりますので、ご覧ください。 
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2トラブル発生時の基本操作 


本パソコンや周辺機 器の電源を確認する _ 

電源が入らない、画面に何も表示されない、ネットワークに接続できない、などのトラブルが 
発生したら、まず本パソコンや周辺機器の電源が入っているか確認してください。 

• 電源ケーブルや周辺機器との接続ケーブルは正しいコネクタに接続されていまずか？また 
ゆるんだりしていませんか？ 

• 電源コンセント自体に問題はありませんか？ 

他の電器製品を接続して動作するか確認してください。 

• 0 A タップを使用している場合、 0 A タップ自体に問題はありませんか？ 

他の電器製品を接続して動作するか確認してください。 

• 使用する装置の電源ボタンはすべて入っていますか？ 

ネットワーク接続ができなくなった場合は、ネットワークを構成する機器（サーバー本体 
やハブなど）の接続や電源も確認してください。 

• キーボードの上に物を載せていませんか？ 

キーが押され、本パソコンが正常に動作しないことがありまず。 

この化、「起動•終了時のトラブル」（一 P .188) の「電源が入らない」、「画面に何も表示され 
ない」もご覧ください。 


な前 の状態に戻す _ 

周辺機器の取り付けやソフトウェアのインストールの直後にトラブルが発生した場合は、いっ 
たんな前のが態に戻してください。 

•周辺機器を取り付けた場合は、取り外します。 

• ソフトウェアをインストールした場合は、アンインストールします。 

その後、製品に添付されている マニュアル、 「 Readme . txt 」 などの補足説明書、 Web 上の情報 
を確認し、取り付けやインストールに関して何か問題がなかったか確認してください 
P '181)。 

発生したトラブルに該当する記述があれば、ドキュメントの指示に従ってください。 

■ 前回起動時の構成に戻す 

問題が発生した周辺機器を取り外したにもかかわらず Windows が起動しない場合は、前回起 
動時の構成に戻してみてください。 

1 本パソコンの電源を入れます。 

2 「FUJITSU」 ロゴが消えたら、 [F8] キーを押します。 

「 Windows あ張オプションメニュ'~ J が表示されます。 

[ F 8] キーは怪く押しただけでは認識されない場合があります。数回押してください。 
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3 「前回正常起動時の構成（正し〈動作した最新の設定）」を選択し、に nter 】 キー 
を巧します。 

画面の指示に従つて操作します。 


Safe モードで起動する 


Windows が起動しない場合、 Safe モードで起動できるか確認してください。 

起動方をは、次のとおりです。 

1 本パソコンの電源を入れます。 

2 「Fujrrsu」 ロゴが消えたら、 [F8] キーを押します。 

「 Windows 技:張オプション メニュー」 が表示されます。 

[ F 8] キーは怪く押しただけでは認識されない場合があります。数回押してください。 

3 「セーフモード」を選択し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

「オペレーティングシステムの 選択 J が 表示されます。 

4 お使いの Windows が選択されていることを確認し、 【 Enter 】 キーを押します。 
5 管理者権限を持ったユーザーとしてログオンします。 

「Administrator パスワード」 を設定している場合は、 バスワ ’ —ドを入力してログオンし 
ます。 

rWindows は七 ' —フモ ■ —ドで実行されています。」と表示されます。 

6 「はい」をクリックします。 

必要に応じて、「ソフトウェア」一「ドライバ」卜 P .130) をご覧になり、問題がある 
ドライバを再インストールしてください。 


八ードウェアの競合を確認する 


周辺機器を正しく取り付けたにもかかわらず動作しない場合、ハードウェア （ IRQ ) の競合が 
起こっていないか確認してください。 

確認ホ法は次のとおりです。 

1 「スタート」ボタンをクリックし、「マイコンピユータ」をちクリックして「プ 
ロパティ」をクリックします。 

「システムのプロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

2 「ハードウエア」タブをクリックし、「デバイスマネージャ」をクリックします。 
3 競合しているデバィスを確認します。 

競合しているデバイスをにはエクスクラメーシヨンマークのが表示されています。 
または、 X 巧が表示されている場合もあります。 
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4 競合しているデバイスがある場合、 IRQ を変更します。 

変更ホ法については、「スタート」メニューに登録されているヘルプで調べることがで 
きます。 

また、デバイスに添付されているマニュアルもあわせてご覧ください。 


バックアップを行う 


ハードディスクの障害などで本パソコンの動作が不まをになった場合は、必要なデータをただ 
ちにバックアップしてください。 


メッ七ージなどが'表示されたらメモしておく 


画面上にメッセージなどが表示されたら、メモしておいてください。マニュアルで該当する障 
害を検索する際や、お問い合わせの際に役立ちます。 


診断/修正プログラムを使用する 


本パソコンでは、次のパソコン診断/修正プログラムを用意しています。 

• UpdateAdvisor (本体装置） 

• Windows 環境調査ッ'ール （FM Advisor ) 

• FMV 診断 

• QT - PC/U 


■ UpdateAdvisor (本体装置） 

適用すべき修正データをダウンロードして適用することができます。 

P POINT 

► rUpdateAdvisor (本体装置）」を利巧するには 、 Azby Enterprise の会員 ID 、 または 
SupportDesk サービス契約ューザー等のューザー ID が必要です。 

Azby Enterprise および SupportDesk について は、富±通製品情報ぺージ ( http :// 
www . fmworld . net / biz / fmv /) をご賣〈ださい。 

► rUpdateAdvisor (本体装置）」を利巧するには、インターネットに接続し 、 「UpdateAdvisor 
(本体装置)」を最新バージョンにアップデートする必要があります。起動時に、確認のメッ 
セージが表示されたら、「はい」をクリックしてアップデートして〈ださい。 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 「UpdateAdvisor」 一 
rUpdateAdvisor (本体装置)」の順にクリックしまず。 

調査結果が表示されます。 

この後は、調査結果に従って操作します。 
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■ FM Advisor 

「FM Advisor 」 で使用環境を調査すると、問題解みのヒントを得ることができます。 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 「FM Advisor 」 一 「FM 
Advisor 」 の順にクリックします。 

調査結果が表示されます。 

■ FMV 診断 

「 FMV 診断」でハードウェアの障害箇所を彰断できます。 

P POINT 

► 起動中のソフトウエアや常駐プログラムはすべて終了してください。 

► スクリーンセーパ'—は「なし」に設定してください。 

► フロッピーディスクドライブを診断する場合は、フオーマット済みのフ□ッピーディスク 
をセットしてください。 

► CD - ROM ドライブを診断する場合は、お手持ちの CD - ROM をセットしてください。 

► ネットワーク機能の診断を巧う場合は、あらかじめ固定 IP を設定しておいてください。 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 「 FMV 診断」の順にクリック 
します。 

この後はメッセージに従って操作します。 

■ QT - PC/U 

Windows が起動しないために 「 FMV 診断」が使用できない場合、「ドライバーズディスク」か 
ら起動できる 「 QT - PC / U 」 を使用することで、ハードウェアの障害箇所を診断できます。 

診断後にエラーコードが表示された場合は、メモしておき、「富±通ハードウェア修 a 相談七 
ンター」にお問い合わせの際におならせください。 

診断時間は通常5〜10分程度ですが、診断するパソコンの環境によっては長時間かかる場合 
があります。 

次のものを用意してください。 

• ドライバーズディスク 

t 次の操作を行います。 

参 CD/DVD ドライブが内蔵されていないモデルをお使いの場合 

本 パソコンに ポータブル CD/DVD ドライブを接続します。 

ポータブル CD/DVD ドライブは、 「スーパーマルチ ドライブ ユニット （ FMV - NSM 51)」 
または 「 DVD - 民 OM & CD - R/RW ドライブ ユニット （ USB ) ( FMV - NCB 52 )J を勧めし 
ます。 

D 5220 の場合は、次の手順に従って BIOS 七ットアップの設ををを更してください。 

1. 本パソコンを起動し、 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に 【 F 2】 キーを押します。 
BIOS 七ットアップ画面が表示されます。 

2. BIOS セットアップで、次の設定を変更します。 

BIOS セットアップの設定については、 「 BIOS 」 _ 「BIOS セットアップの操作のし 
かた」 （^ P .133) をご覧ください。 

rAdvanced ] — 「USB Features 」一 「USB Legacy Support : 「 Enabled 」 



3. 次の操作を行います。 

【 Esc 】 キーを 2 回押し、 「 Exit 」 一 r Exit Saving Changes] を実行します。 

4. 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に [ F 2] キーを押します。 

5. 「 Boot 」一 「Boot Device Priority 」一 「 Excluded from boot order 」一 「 USB CD / DVD 」 
を選択し、 【X】 キー押します。 

選択したドライブのを称が 「Boot Priority Order 」 のホに移動します。 

6. 次の操作を行います。 

【 Esc 】 キーを 2 回押し、 「ExitJ —「Exit Saving Changes J を実行します。 

参 CD / DVD ドライブが内蔵されているモデルをお使いの場合 

次の手順に進みます。 

「ドライバーズディスク」をセットします。 

本パソコンの電源を一度切り、再び電源を入れます。 

「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に、 【 F 12】 キーを巧します。 

メニュ ' 一が表示されます。 

【 F 12】 キーは怪く押しただけでは認識されない場合があります。数回押してください。 

P POINT 

► ディスプレイの種類によっては画面の表示が遅<、 「 FUJITSU 」 □ゴや Windows の起動時 
の □ ゴの表示が確認できない場合があります。 

その場合は、本パソコンの再起動後に 【 F 12】 キーを数回押してください。 

次の操作を行います。 

. D 5220、 K 5220、 D 3220 の場合 • . ’ CD/DVD ドライブを選択して 【 Enter 】 キーを押します。 
. E 3220 の場合.. . CD/DVD ドライブを選択して 【 Enter 】 キーを押し、 「 Pri . S . : [お 
使いの CD/DVD ドライブぶ]」を選択して 【 Enter 】 キーを押します。 

自動的に義断が開始されます。義断は6項目にっいて行われ、を項目の診断結果が画面 
の 「 STATUS 」 の部分に表示されます。 

•診断でエラーが発生した場合は、 「 STATUS 」 部に 「ERRORJ と表示され、画面の 
「Message Display 」 部に 8 巧のエラーコードが表示されます。 

お問い合わせの隙は、表示された エラーコー ドをお知らせください。 

-診断でエラーが発生しなかった場合は、 「 STATUS 」 部に 「NOERRORJ と表示されます。 

診断が終了し、画面の 「Message Display 」 部に次のように表示されたら、 CD - 
ROM を取り出します。 

Eject CD-ROM. 

Press Ctrl + ALT + DEL for power off 


【 Ctrl 】+ [ Alt ] + [ Delete ] キーを巧します。 


次のように表示されたら、 【 Enter 】 キーを押しまず。 

[ Ctrl + ALT+DEL Push ] -> Power off execute ok ( ENTER )? 

約 5 秒後に電源が切れます。 

ただし、機種によっては次のように表示され、自動的に電源が切れない場合があります。 

Please power off manually 

この場合は、パソコン本体の電源を切ってください。 
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な上で QT-PC/U での診断は終了です。 

CD / DVD ドライブが内蔵されていないモデルをお{吏いの場合は、次の手順に従って BIOS 七ッ 
トアップの設ををを更してください。 

1 本パソコンの電源を入れます。 

2 「FUJtSU」 ロゴが表示されている間に [F2] キーを巧します。 

3 BIOS セットアップで、次の設定を変更します。 

BIOS 七ットアップの設をについては、 「 BIOS 」 _ 「 BIOS 七ットアップの操作のしかた」 
(^ P .133) をご覧ください。 

「 Advanced」—「USB Features」—「USB Legacy Support」 ： 「DisabledJ 

4 BIOS セットアップを終了します。 


リカパリ 


トラブル発生時の基本操作をした後も回復しない場合には、リカバリを実行します。 

リカバリの方法については、『取扱説明書』をご覧ください。 

■ リカバリ起動時に「起動エラー」が発生した場合 

• 周辺機器を取り外してください。 

• 媒体を柔らかい布で拭いてください。 

■ リカバリ後も状態が改善されない場合 

リカバリ後もが態が改善されない場合は、「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご 
購入元に連絡してください。 
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3起動•終了時のトラブル 


□ ビープ音が鳴った 

電源を入れた後の自己診断 （ POST ) 時に、ビープ音が鳴る場合があります。ビープ音が鳴る 
原因と対処方法は、次のとおりです。 

P POINT 

► ビープ音によるエラー通知は、 「ピッ」「ピッピッ」「ピッピッ」「ピッピッピッ」 のように、 
1回または連続したビープ音の組み合わせにより行われます。ここではビープ音の回数の 
組み合わせを、 「1-2-2-3」 のように表記しています。 

► 下表の組み合わせなかの鳴りちをした場合は、「富±通ハードウ I ア修理ネ目談センター J 、 
またはご購入元にご連雜〈ださい。 

► ディスプレイカー ド 上の ROM で エラーがを 生した場合や メモリテストエラーの 場合は、画 
面が表示されません。 


ビープ音の回数 

原因と巧化方ま 

1-2(1 回目のビー 

PCI デバイス上の ROM でエラーが発生しています。 

プ音は「ピーッ」 

-オプシヨンの PCI カードを取り付けている場合は、正しく取り付けて 

と長めに鳴りま 

あるか確認してください。正しく取り付けてもビープ音が鳴る場合 

す） 

は、「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご購入元にご連 
絡ください。お版の PCI カードの場合は、製造元•販売元にご確認く 
ださい。 

- PCI カードを取り付けていないにもかかわらず、ビープ音が鳴る場合 
は、「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご購入元にご連 
絡ください。 


メモリのテストエラーです。 

1-3-3-1 

メモリが正しく取り付けられていないか、本パソコンでサポートしてい 

1-3-3-2 

ないメモリを取り付けている可能性があります。 

1-3-4-1 

メモリが正しく取り付けてあるか確認してください。正しく取り付けて 

1 -3-4-3 

もビープ音が鳴る場合は、「富±通ハードウェア修 a 申目談センター」、ま 

1-4-1-1 

たはご購入元にご連絡ください。巿販のメモリを増設している場合は、 
製造元-販売元にご確認ください。 


□メッセージが表示された 

電源を入れた後の自己診断 （ POST ) 時に、画面にメッセージが表示される場合があります。 
メッセージ内容と意ホについては、 「 BIOS 」一「 BIOS が表示するメッセージー覧」（一 P .161) 
をご覧ください。 

□電源が入らない 

• 電源ケーブルは接続されていますか？ 

接続を確認してください。 

• パソコン本体背面、または左側面のメインスイッチはホンになっていますか？ 

• 電源スイッチ付きの AC タップをお使いの攝合、 AC タップの電源は入っていますか？ 
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□ 画面に何も表示されなぃ 

• パソコン本体の電源は入ってぃますか？ 

• パソコン本体背面、または左側面のメインスイッチはオンになってぃますか？ 

• ディスプレイに関して次の項目を確認してくださぃ （ K 5220 を除く）。 

-電源スイッチは入ってぃますか？ 

. ディスプレイケーブルは、正しく接続されてぃますか？ 

. ディスプレイケーブルのコネクタのピンが破損してぃませんか？ 

. ディスプレイの電源ケーブルは、アウトレットもしくはコンセントに接続されてぃます 
か？ 

-ディスプレイのブライト ネス/コン トラストボリュームは、正しく調節されてぃますか？ 
■デジタルディスプレイを使用する場合、パソコン本体の電源を入れる前に、ディスプレイ 
の電源を入れてぃますか？ 

• 省電カモードが設をされてぃませんか？ 

マウスを動かすか、どれかキーを押してくださぃ。 

パソコン 本体の電源ランプがオレンジ色になってぃる場合は、 ACPI モードの高ま (ACPI 
S 3) に移行してぃる可能性があります。 パソコン 本体の電源ボタンを押してくださぃ。電 
源ボタンを押してから30砂な上たっても画面に何も表示されなぃ場合、電源ボタンを4秒 
な上押し続け、電源を一度切ってくださぃ。 

• 電源ボタンを押すな外の方法で本パソコンをスタンバイモードからレジュームさせた場 
合、画面は表示されません。詳しくは、「機能」一「スタンバイまたは休止が態からのレ 
ジューム」 （^ P . W ) をご覧くださぃ。 

マウスを動かすか、どれかキーを押してくださぃ。画面が表示されます。 

• 複数台のディスプレイを接続してぃる場合い P .79、 ^ P .77) 、かの項目を確認してくださぃ。 
• 2台目のディスプレイを使用する場合、パソコン本体の電源を入れる前に、ディスプレイ 
の電源を入れてぃますか？ 

. 七ットアップ前に、2を目のディスプレイを接続してぃませんか？ 

必ず七ットアップ後に接続してくださぃ。 

• メモリなどの周辺機器は正しく取り付けられてぃますか？ 

□ マウスが使えなぃため、 Windows を終了できなぃ 

• キーボードを使って Windows を終了させることができます。 

1. 【 Windows 】 キーまたは にじ1】 + 【 Esc 】 キーを押します。 

「スタ'—卜」 すニュ . —が表示されます。 

2. 【 t 】【丄】キーで終了メニューの選択、 【 Enter 】 キーでみをを行うことで Windows の 
終了操作を行ぃます。 

マウスが故障してぃる場合は、「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元 
に連絡してくださぃ。 

□ Windows が動かなくなってしまぃ、電源が切れなぃ 

• 次の手順で Windows を終了させてくださぃ。 

1. 【 Ctrl 】 + 【 Alt 】 + 【 Delete 】 キーを押します。 

2. Windows を終 T します。 

表示されるウィンドウによって手順が異なります。 

•「 Windows タスクマネージャ」ウィンドウが表示された場合 
「シャットダウン」メニューー>「コンピュータの電源を切る」の順にクリックします。 
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- 「 Windows のセキュリティ」ウィンドウが表示された場合 

1. 「シャットダウン」をクリックします。 

「 Windows のシャットダウン」ウィンドウが表示されます。 

2. 「シャットダウン」を選択し、 「 OK 」 をクリックします。 

P POINT 

► 強制終了した場合には、プログラムでの作業内容をなちすることはできません。 

► 強制終了した場合は、ハードディスクのチェックをお勧めします（一 P .197)。 

もしこの操作で強制終了できないときは、電源ボタンを4砂が上押して電源を切り、10砂 
■1^ 上待ってから電源を入れてください。 
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4 Windows •ソフトウェア関連のトラブル 


ここでは、 Windows 、 ソフトウェアに関連するトラブルを説明します。トラブルに 
合わせてご覧ください。 


□ Windows が起動しなくなった 


• 周辺機器を取り付けませんでしたか？ 

いったん周辺機器を取り外し、 Windows が起動するか確認してください （^ P .182)。 

もし起動するようであれば、周辺機器の取り付け方法が正しいか、もう一ま確認してくだ 
さい。 

• Safe モードで起動できますか？ 

いったん Safe モードで起動し（一 P .183)、 問題を解み（ドライバの再インストールなど） 
してください。 

■「ドライバーズディスク」に入っている 「 QT - PC / U 」 という診断プログラムでパソコンの診 
断をしてください （^ P .185)。 

「 QT - PC / U 」 でエラーが発生しなかった場合は、リカバリを行い、本パソコンをご購入時の 
が態に戻してください『取な説明書』)。 

それでも解みしない場合は、「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご購入元に 
ご連絡ください。 

• Windows を正常に終了できなかった場合、次回起動時に自動的にセーフモードになり、「キー 
ボードの選択」画面が表示されることがあります。この場合、そのままセーフモードで起 
動し、起動が完了したら本パソコンを再起動してください。 

□ Windows にログオンできない 

•セキュリティチップ搭載モデルで、セキュリティチップを使用し、「 SMARTACCESS/BasicJ 
による機器監査機能を使用している場合、ハードウェアの構成をを更すると、 Windows に 
ログオンできなくなります。この場合、ハードウェアの構成を登録したときの設をに戻す 
か、機器構成を登録しなおす必要があります。機器構成を登録にっいては 、 『SMARTACCESS 
ファーストステップガイド（認証デバイスをお使いになるホへ)』をご覧ください。 
•セキュリティチップ搭載モデルで、七キュリティチップを使用して Windows ログオンを行っ 
ている場合、 BIOS 七ットアップの設をを次のようにすると、 Windows にログオンできなく 
なります。 

•「 Security 」 ブニユ ■ - 「Security Chip Setting 」 一 「Security Chip 」 ： 「 Disabled 」 

この場合、 BIOS セットアップの設をを 「 Enabled 」 に設定しなおしてください。また、「回 
避パスワード」でログオンすることもできます。「回避パスワード」については、 
『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお使いになるホへ)』をご覧 
ください。 


□ プ□グラムが動かなくなってしまった 

• 次の手順でプログラムを終了させてください。 

1. に比1】+ 【 Shift 】 + 【 Esc 】 キーを押します。 

rWindows タスクマネージャ」ウインドウが表示されます。 

2. 「アプリケーション」タブをクリックします。 
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3. 動かなくなったプログラムを選択し、「タスクの終了」をクリックします。 
プログラムが強制終了されます。 

4. 「 Windows タスクマネージャ」ウインドウを閉じます。 

P POINT 

► プログラムを強制終了した場合、プログラムでの作業内容をなちすることはできません。 

► プログラムを強制終了した場合は、ハードディスクのチェックをお勧めします （一 P.197 )。 

□省電力機能が実行されない 

• 「コントロールパネル」 や BIOS の 設定を確認してください。 

省電力機能の詳細にっいては、「機能」一「省電力」（一 P .93) をご覧ください。 

□ 周辺機器の動作が不安定になった 

• なんらかの a 由でドライバが削除されているか破損している場合があります。 

「ソフトウェア」一「ドライバ」 （^ P .130) をご覧になり、ドライバを再インストールして 
ください。 

□ソフトウエアのインス!ルが正常に巧われない 

• ウイルス検索ソフトを起動している場合、その影響が考えられます。 

ウイルス検索ソフトを終了させ、ソフトウェアのインストールができるか試してください。 
ウイルス検索ソフトを終了させてもインストールが正常に行われないときは、各ソフト 
ウェアのサポートを口にお問い合わせください。 
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5ハ-^ドウエア関連のトラブル 


ハードウエア関連のトラブルー覧 


• BIOS の「七ットアップパスワードまたは管 a 者用パスワードを忘れてしまった」（一 P .194) 
• 「システムパスワードまたは ユーザー 用パスワードをちれてしまった」（一 P .194) 
■パソコン本体起動時に「エラーメッセージが表示された」 （^ P .194) 

• 「仮想、メモリが足りなぃ」（一 P .194) 

• 「ネットワークに接続できなぃ」（一 P .195) 

• 「ネットワークリソースに接続できなぃ」（一 P .196) 

• 「ネットワークアダプタをが同じぶ前で表示される」（一 P .196) 

• LAN の通信時に 「1000 BASE - T を使用してぃるが、速をが遅ぃ也5220、 K 5220、 D 3220 の場 
合)」（一 P .197) 

• レ、ードディスクが使えなぃ」 （^ P .197) 

• レ、ードディスクからカリカリ音がする」（一 P .197) 

• 「頻繁にフリーズするなど動作が不まを」（一 P .197) 

■次の「機器が使用できなぃ」（一 P .198) 

- USB 
. CD/DVD 

.フロッピ ■ — ディスク 

• PC カード 

-シリアル 
• パラレル 

• (CD / DVD ) 「ディスクからデータの読み出しができなぃ」 （^ P .198) 

• ( CD / DVD ) 「ディスクが取り出せなぃ」い P .198) 

•「 WinDVD が起動しなぃ」 （^ P .199) 

•「 DVD の再生が円滑に行われなぃ」 （^ P .199) 

• 「外部ディスプレイに再生画面が表示されなぃ。」 HP . 199) 

•「 DVD の再生をが小さぃ。」（一 P .199) 

•「 DVD - RAM ディスクにデータが書き込めなぃ」 （^ P .199) 

• 「ディスクへの書き込み速度が遅ぃ」（一 P .199) 

• 「フロッピーディスクが使えなぃ」（一 P .200) 

•「 USB フロッピーディスクドライブから起動できなぃ （ D 5220 でカスタムメイド「内蔵 
FDD 追加」を選択しなかった場合、または K 5220、 D 3220 の場合)」い P .200) 

• 「画面に何も表不されなぃ」（一 P .201) 

• 「ディスプレイの表示が見にくぃ」 P .201) 

• 「表示が乱れる」 （^ P .201) 

• 「画面の両サイドが欠ける」 （^ P .201) 

• 「リカバリ後、ディスプレイドライバをインストールし直してもディスプレイが自動的に設 
定されなぃ」 （^ P .201) 

• 「スピーカーからをが出なぃ、音が小さぃ、またはをが割れる」 （^ P .202) 

•「キ ■ ~ボ'ードから入力した文字が表示されなぃ」 P .202) 

• 「押したキーと違う文字が入力される」 （^ P .202) 
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• 「マウスカーソルが動かない J (一 P .203) 

• 「マウスカーソルが正しく動作しない （ USB マウス（光学式）の場合）」（一 P .203) 

• 「マウスが{まえないため、 Windows を終 T できない」 P .203) 

•「 USB デバイスが{まえない」 （^ P .203) 

•「 USB デバイスが {まえず、 「デバイス マネージャ」で 確認するとエクスクラ メーシ ヨン マー 
ク （!） が表示される」（一* P .204) 

• 「本体 カバーキーを なくしてしまった （ D 5220 でカスタムメイド「本体 カバーキー追加」 を 
選択している場合）」（一 P .204) 

•「プリンタを{吏用できない」 （^ P .204) 

• 「使用中の製品に関する最新情報を知りたい J P .205) 

BIOS 


□七ットアップパスワードまたは营埋者用パスワードをちれてしまった 

七ットアップパスワードまたは管 a 者用パスワードを忘れると、 BIOS 七ットアップを管 a 者 
権限で起動することができなくなり、項目のを更やパスワード解除ができなくなります。この 
場合は、修 a が必要となりますので「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご購入 
元にご連絡ください。なお、保証期間にかかわらず修 a は有償となります。 

□ システムパスワードまたはユーザー用パスワードをちれてしまった 

システムパスワードまたはユーザー用パスワードを忘れた場合は、修 a の必要はありません。 
パソコンの管 a をに管理者用パスワードをいったん削除してもらった後、管理者用パスワー 
ド、ユーザー用パスワードの順にパスワードを設をし直してください。パスワードの設を方法 
にっいては、 「 BIOS 」 _ 「 BIOS のパスワード機能を{吏う」（一 P .153) をご覧ください。 

□エラー メッ七ージが表示された 

パソコン 本体起動時に、画面に エラーメッセージが 表示される場合があります。 
エラーメッセージの 内容と意ホにっいては 、 「BIOSJ -「 BIOS が表示する メッセージ ー覧」 
(^ P .161) をご覧ください。 


メモリ 


□仮想メモリが足りない 

仮想、メモリ（ページングファイル）の設をを行います。 

仮想、メモリの設定を行うには、仮想、メモリの「最大サイズ」分の空き容量がハードディスクに 
必要です。本体搭載メモリ容量が大きい場合などに、選択したドライブに巧分な空き容量がな 
いときは、別のドライブに設をしてください。 

ただし、ブートパーティションな外に設をする場合、あるいはページングファイルサイズが小 
さい場合などは、メモリダンプをファイルに出力できなくなります。ダンプファイルを取得す 
る場合は、システムドライブに最化でも物 a メモリ+ 1 MB (仮想、メモリの容量は含まず）の 
空き容量が必要です。 
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P POINT 

► 仮想メモリの巧奨値は、ホのとおりです。 

あ]期サイズ：本体搭載メモリの1 .5 倍 
最大サイズ：巧期サイズの2倍 

t 管理を権限を持ったユーザーとしてログオンします。 

2 「スタート」ボタンをクリックし、「マイコンピュータ」をちクリックして「プ 
ロパティ」をクリックします。 

「システムのプロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

3 「詳細設定」タブをクリックし、「パフ ォーマンス」 の「設定」をクリックします。 

「パフォーマンスオプション」ウィンドウが 表示されます。 

4 「詳細設定」タブをクリックします。 

5 「仮想メモリ」の「変更」をクリックします。 

「仮想メモリ J ウィンドウが表示されます。 

6 ぺージングファィルが保巧されているドラィブを変更する場合は、「ドラィブ」 
の一覧で変更するドライブをクリックします。 

システム ドライブにホ分な空き容量がある場合は、ドライブの'変更は必要ありません。 

7 「選択したドライブのぺージングファイルサイズ」の「初期サイズ」または「最 
大サィズ」を適切な値に変更し、「設定」をクリックします。 

8 roKj をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

9 本パソコンをち起動します。 


内蔵 LAN 


□ネットワークに接続できない 

• ネットワークケーブルは正しく接続されていますか？ 

パソコン 本体と の 接続、ハブと の 接続を確認してください。 

• ネットワークケーブルに関して次の項目を確認してください。 

. ケーブルのコネクタやケーブルは損傷していませんか？ 

. D 5220、 K 5220、 D 3220 で1000 Mbps の通信をしている場合は、 エンハンス ドカテゴリ5の 
ケーブルを使用してください。 

. 100 Mbps で通信している場合、カテゴリ5のケーブルを使用してください。 

• 内蔵 LAN に関して次の項目を確認してください。 

-無線 LAN 設定が正しく設定されていますか？ 

必要に応じて、『圧 EE 802.11 a / g 準拠内蔵無線 LAN をお使いになるホへ』をご覧になり、再 
度設を等を確認してください。 

無線 LAN と有線 LAN で、同じ設定にはできません。 

. ハードウエアの競合が起こっていませんか？ （一 P .183) 
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• LAN ドライノくは正しくインスト ' —ルされていますか？ 

必要に応じて、「ソフトウェア」一「ドライバ」 (^ P .130) をご覧になり、再インストー 
ルしてください。 

• TCP / IP プロ トコ ルをお{まいの場合は、 コマンド プロンプトで次のように入力し 、 「Reply from 
〜」という応答が表示されるか確認してください。 

ping nnn. nnn. nnn. nnn 

( nnn には通信巧手の IP アドレスを入力します） 

• ハブに関して次の項目を確認してください。 

-電源は入っていますか？ 

. ACT / LNK ランプはおげしていますか？ 

• Speed (1 OOOMbps /100 Mbps / lOMbps / Auto ) , Duplex ( F 山 1/ Half / Auto ) の設をは、パソコン 
側の設定と合っていますか？ 

□ネットワークリソースにお続できない 

各種 サーバーに 接続できない場合は、 ネット ワーク管 a をに原因を確認してください。一般的 
に、次の点を確認します。 

• お使いのネットワークに適したコンポーネント（クライアント/サービス/プロトコ/レ）をイ 
ンストールしていますか？ 

•各コンポーネントの設をは、正しいですか？ 

• サーバーに アクセスするための ユーザーぶ やパスワ ー ドは正しいですか？ 

• サーバーにアクセスする権限を与えられていますか？ 

• サーバーがなんらかの a 由で停止していませんか？ 

□ネットワークアダプタ名が同じ名前で表示される 

複数 LAN カードを使用している場合、デバイスマネージャで表示されるネットワークアダプ 
夕をが同じを前で表示され、ネットワークアダプタの判別が困難なため、設を環境の構築がで 
きないことがあります。 

この場合、次の手順によりネットワークアダプタを判別し、設をを行います。なお、設を内容 
については、ドライバに添付されている 「 Readme . txt 」 および 「 Install . txt 」 を参照してください。 

1 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル J ウィンドウが表示されます。 

2 「ネットワークとインターネット接続」をクリックします。 

「ネットワ' —クとインタ ■ —ネット接続」ウィンドウが表示されます。 

3 「ネットワーク接続」アイコンをクリックします。 

「ネットワーク接続」ウィンドウが表示されます。 

4 使用しているどちらか片方の LAN ケーブルを外します。 

LAN ケーブルを外すと、「ローカルエリア接続」にホい X が表示されます。 

5 ホい X が表示された「口ーカルエリア接続」を右クリックし「プロパティ」を 
クリックします。 

「ローカルエリ ア接続のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 
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6 「構成 J をクリックします。 

「[お使いの LAN デバイス]のプロパティ」ウインドウが表示されます。 


P POINT 

► LAN デバイスの設をは、「詳細設を」タブで巧います。 

► ドライバの更新は、「ドライバ J タブで巧います。 

□ 1000 BASE - T を使用しているが、速度が逼い （ D 5220、 K 5220、 D 3220 の場合) 

• LAN デバイスで速まは正しく設をされていますか？ 

• お使いのネットワークケーブルやハブは1000 BASE - T に対応していますか？ 

• 通信巧手の機器は1000 BASE - T にが応にしていますか？ 

ハードディスク 


□ハードディスクが使えない 


• エラー メッセージは出ていませんか？ 

「 BIOS 」一「 BIOS が表示するメッセージー覧 J HP .161) をご覧ください。 

□ハードディスクからカリカリ音がする 

• 次のような場合に、ハードディスクからカリカリという音がすることがあります。 

• Windows を終了した直後 
-スタンバイや休止が態にした直後 

. パソコンの操作を一時中断した場合レ、ードディスクアクセスが数秒間なかった場合） 

-中断したが態から再度パソコンを操作させた場合 

.パソコンを 操作しない場合で も、 常駐しているソフトウェアなどが動作した場合レ、 一 
ドディスクアクセスされた場合） 

これらはハードディスクの特性です。故障ではありませんので、そのままお使いください。 

□ 頻繁にフリーズするなど動作が不安定 

• 次の手順でハードディスクをチェックしてください。 

し 実行中のプログラムをすべて終了します。 

2. 「スタート」ボタン^「マイコンピュータ」の順にクリックします。 

3. プログラムをインストールしてあるディスクを右クリックし、「プロパティ」をクリッ 
クします。 

4. 「ツール」タブをクリックし、「エラーチェック」の「チェックする」をクリックします。 

5. 「チェックディスクのオプション」内の項目をチェックし、「開始」をクリックします。 
「ファイルシステム エラーを自動的に修復する」をチェックして C ドライブを検査する 
場合は、「次回のコンピュータの再起動後に、このディスクの検査を実行しますか？」 
と表示されます。「はい」をクリックすると、次回 Windows 起動時にエラーのチェッ 
クが行われます。それな外の場合は、ディスクのチェックが開始されます。終了する 
と「ディスクの検査が完了しました。」と表示されます。 

6. 「 OK 」 をクリックします。 

修復してもトラブルが頻繁に発生する場合は、リカバリを実行してください『取极説 
明書』)。 
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デバイス 


□機器が使巧できない 

• Portsh 山 ter のポート設定は、有効になっていますか？ 

次の機器が{ま用できない場合は、 システム 管理者に Portsh 出 ter のポート設をが有効になっ 
ているか確認してください。 

情報漏洩や不正プログラムの導入を防ぐために、 Portsh 山 ter を巧用して接続ポートを無効に 
設をしている場合があります。 

- USB 
- CD/DVD 

.フロッピ ■ — ディスク 

• PC カード 

-シリアル 

• ノ 《ラレル 


CD / DVD 


□ディスクからデータの読み出しができない 

•ディスクが正しくセットされていますか？ 

ディスクの表裏を間違えないよう、正しくセットしてください。 

• ディスクが巧れていたり、水滴がついたりしていませんか？ 

巧れたり水滴がついたりしたときは、少し湿らせた布で中央から外側へ向かっておいた後、 
乾いたホでおき取ってください。 

• ディスクが傷ついていたり、極端に反っていたりしませんか？ 

ディスクを交換してください。 

• 規格外のディスクを{ま用していませんか？ 

規格に合ったディスクをお{吏いください。 

• ドライブはパソコン本体にしっかり装着されていますか？ 

もう一度しっかり装着し直してください。 


□ディスクが取り出せない 

• パソコン本体は動作が態になっていますか？ 

本 パソコンの 内蔵ドライブは電子ロックのため、 パソコン 本体が動作状態の場合のみディ 
スクの七ット/取り出しが可能です。 

なお、なんらかの原因でトレーが出ない場合は、「マイコンピュータ」ウィンドウのディス 
クアイコンを右クリックし、「取り出し」をクリックしてください。それでも出ない場合は、 
内蔵ドライブユニット前面のディスク取り出しボタン横にある穴を、曲がりにくレ、針金（大 
きなクリップをのばしたものなど）でつついてください。 
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□ WinDVD が起動しない 


• ホ版されているアンチウイルスソフトを起動していませんか？ 

ボ販されているアンチウイルスソフトと WinDVD を同時に起動することはできません。ア 
ンチウイルスソフトを終了してから、 WinDVD を起動してください。なお、本パソコンに 
添付の 「 NortonAntivirus 」 は問題ありません。 

•自動検索機能付きのアンチウイルスソフト（巿版）をインストールしていませんか？ 

自動検索機能付きのアンチウイルスソフトをインストールしていると、 WinDVD を起動す 
ることはできません。 

アンチウイルスソフトをアンインストールしてから WinDVD を起動してください。なお、本 
パソコンに添付の 「Norton Antivirus 」 は問題ありません。 

□ DVD の再生が円滑に巧われない 

• WinDVD を正しくインストールしましたか？ 

WinDVD を再インストールしてください。 

• DMA 転送はアクティブですか？ 

「機能」一 「 DMA の設定」（一 P .91) の操作をご覧になり、 DMA 転送を有効にしてくださ 
い。その後、すべてのソフトウェアを閉じ、パソコン本体を再起動してください。 

• 管 a 者権限を持ったユーザーとしてログオンしてからインストールしましたか？ 

いったんアンインストールしてから管 a 者権限を持ったユーザーとしてログオンし直し、 
WinDVD (一 P .123) のインストールの手順に従って再インストールしてください。 

• Wave を源の再生または AVI ファイル等の映像再生をしていませんか？ 

Wave 音源または AVI ファイル等の映像と同時再生はできません。 


□ 外部ディスプレイにち生画面が表示されない。 

■パ ソコ ン本体がマルチ モニタ 機能を使用していませんか？ 

マルチモニタ機能に設をしている場合、再生映像は「プライマリディスプレイ」側にしか 
表示できません。 

□ DVD の再生音が小さい。 

• パソコン本体のボリュームの設定は正しいですか？ 

DVD ディスクによっては音のレベルが小さく録音されているものがあります。 Windows の 
「音量の調整」または「ボリュームコントロール」の設をを調節してください。 

□ DVD - RAM ディスクにデータが書き込めない 

• DVD-RAM ディスクに書き込む場合は、次の設をを行ってください。 

し「スタート」ボタン^「マイコンピュータ」の順にクリックします。 

2. 「 DVD-RAM ドライブ」を右クリックし、 「プロパティ」 をクリックします。 

3. 「書き込み」タブで「このドライブで CD 書き込みを有効にする」のチェックを外します。 

4. 「 OK 」 をクリックします。 

□ディスクへの書き込み速度が遅い 

• ウイルス巧策ソフトなどを常駐させていませんか？ 

ウイルス巧策ソフトなどを常 I 主し、ファイルアクセスの監視を行った状態でディスクに書 
き込むと、書き込み速まが低下する場合があります。 
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フロッピーディスク 


□ フロッピーディスクが使えない 

• ディスクは正しくセットされていますか？ 

ディスクのシャッタのある側から、カシャッと音がするまでしっかりと差し込みます。 

• ディスクはフォーマットしてありますか？ 

ディスクを フォーマッ トしてください。 

• ディスクは、 1.44 MB の容量にフォーマットしてありますか？ 

D 5220、 D 3220、 E 3220 でその化の フォーマッ トのディスクを{吏う場合は、「3モード フロッ 
ピーディスクドライバ」を「ドライバーズディスク」からインストールしてください 
P '130)。 

• BIOS 七ットアップの項目を正しく設をしていますか？ 

BIOS 七ットアップの設をについては、 「 BIOS 」 _「メニュー詳細」 P .136) をご覧ください。 
• ディスクが書き込み禁止になっていませんか？ 

ディスクの書き込み禁止タブを書き込み可能な位置にしてください。 

• 別のディスクは使用できますか？ 

別のディスクが{ま用できる場合、使用できないディスクは壊れている可能性があります。 

• フロッピーディスクドライブのへッドが巧れていませんか？ 

クリーニング フロッ ピーディスク でへッ ドの汚れを落としてください。 

詳しくは、レ、ードウ エア」ー レ、ードウ エアの お手入れ」 （^ P .53) をご覧ください。 

□ USB フロッピーディスクドライブから起動できない 

( D 5220 でカスタムメイド「内蔵 FDD 追加」を遇択しなかった場合、または K 5220、 
D 3220 の場合） 

• BIOS 七ットアップの設ををを更していますか？ 

外付けの USB フロッピーディスクドライブから起動させる場合、または K 5220 で内蔵のフ 
ロッピーディスクから起動する場合、次の手順に従って BIOS セットアップの設をを'変更し 
てください。 

外付けの USB フロッピーディスクを使用する場合は、パソコン本体に接続した上で設をを 
行ってください。 

1. 起動ディスクを USB フロッピーディスクドライブに挿入します。 

2. 本 パソコンの 電源を入れます。 

3. 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に 【 F 2】 キーを押します。 

4. BIOS セットアップで、次の設定をを更します。 

BIOS セットアップの設をについては、 「 BIOS 」一「 BIOS セットアップの操作のしか 
た」 （^ P .133) をご覧ください。 

「Adv 皿 ce 山一 r USB Features ] — 「USB Legacy Support J : 「 Enabled 」 

5. 「 Boot ! — r Boot Device Priority J を選択して 、 「Floppy Disk Drive 」 の優先順位が最上位 
であることを確認します。 

6. 次の操作を行います。 

【 Esc 】 キーを2回押し、 「 Exit 」一 rExit Saving Changes ] を実行します。 

USB フロッピーディスクドライブから起動します。 
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ディスプレイ 


□ 画面に何も表示されない 

• 「起動•終了時のトラブル J い P.188) の「電源が入らない」、「画面に何も表示されない」 
をご覧くださぃ。 

□ディスプレイの表示が見にくい 

• ディスプレイは見やすい角まになっていますか？ 

ディスプレイのち度を調節してください。 

• 明るさなどを調節しましたか？ 

明るさをブライトネスボリュームで調節してください。 

□ 表示が乱れる 

• Windows の画面が正常に表示されない場合は、次のように操作してください。 

「ソフトウェア」一「ドライバ」 （^P.130) をご覧になり、ディスプレイドライバを再イン 
ストールしてください。 

Windows が起動しないときは、 Safe モードで起動してからインストールしてください（一 
P'183)。 

■ソフ トウェアを使用中に、アイコンやウィンドウの一部が画面に残ってしまった場合は、次 
の手順でウィンドウを再表示してください。 

1. ウィンドウの右上にある最小化ボタンをクリックし、ソフトウェアを最小化します。 

2. タスクバーに最小化されたソフトウェアのボタンをクリックします。 

P POINT 

► ホのような場合に表示が乱れることがありますが、動作上は問題ありません。 

- Windows 起動時および画面の切り替え時 
- DirectX を巧用した一部のソフトウェア使用時 

■近くにテレビなどの強い磁界が発生するものがありませんか？ 

強い磁界が発生するものは、ディスプレイやパソコン本体から離して置いてください 
P.180)。 


□画面の両サイドが欠ける 

• 使用しているディスプレイの調整ボタンで、水平画面サイズを調整してください。 


□ リカバリ後、ディスプレイドライバをインストールし直してもディスプレイが自 
動的に設定されない 

• 次の手順で設定し直してください。 

し 管理を権限を持ったユーザーとしてログオンします。 

2. 「ドライバーズディスク」をセットします。 

3. デスクトップで右クリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

4. 「設定」タブの「詳細設を」をクリックします。 

5. 「モニタ」タブの 「プロパティ」 をクリックします。 

6. 「ドライバ」タブの「ドライバの更新」をクリックします。 

「ハ ■ —ドウエアの更新ウィザ ■ —ド」ウィンドウが表示されます。 
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7. 「いいえ、今回は接続しません订)」を選択して、「次へ」をクリックします。 

8. 「一覧または特をの場所からインストールする（詳細）」をクリックし、「次へ」をク 
リックします。 

9. 「リムーバブルメディア（フロッピー、 CD - ROM など）を検索」のみをチェックし、「次 
へ」をクリックします。 

10. 「次へ」をクリックします。 

レ、ードウェアの更新ウィザードの完了」ウィンドウが表示されます。 

P POINT 

► 「..インストールしようとしているソフトウエアは、 Windows XP との互換性を検証する 

Windows □ゴテストに合格していません。 J と表示されたら、「続行」をクリックして < だ 
さし、。 

11. 「完了」をクリックします。 

口. すべてのウインドウを閉じます。 


サウンド 


□スピーカーから音が出ない、音が小さい、または音が割れる 

• 外付けスピーカーに関して次の項目を確認してください。 

. パソコン本体と正しく接続されていますか？ 

.スピーカーの電源ケーブルは接続されていますか？ 

. スピーカーの 電源ボタンは入っていますか？ 

-音量ボリュームは正しく調節されていますか？ 

-へッドホン端子にへッドホン（または化のデバイス）が接続されていませんか？ 

• Windows の「音量の調整」または「ボリュームコントロール」などの設定（ミュートや音量 
など）を確認してください。 

• 音が割れる場合は音量を小さくしてください。 

• ハードウエアの競合が起こっていませんか？（一 P .183) 

• サウンドドライバが正しくインストールされていますか？必要に応じて、「ソフトウエア」 一 
「ドライバ」（一 P .130) をご覧になり、再インストールしてください。 


^-み—卜 


□ キーボードから入力した文字が表示されない 

•キ'ーボ'ードは正しく接続されていますか？ 

□押したキーと違う 文字が入力 される 

•【 NumLock 】 キーや 【 CapsLock 】 キーが有効になっていませんか？ 

キーボード上のインジケータで、 【 NumLock 】 キーや 【 CapsLock 】 キーが有効になっていな 
いか確認してください。 

• 「コントロ ■ —ルパネル」の「キ ■ —ボ'—ド」の設定は正しいですか？ 

次の手順で確認してください。 
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し「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウインドウが表示されます。 

2. 「プリンタとその化のハードウェア」をクリックします。 

3. 「キーボード」アイコンをクリックします。 

「キ ■ —ボ'ードのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

4. レ、ードウェア」タブの「デバイス」で、正しい日本語キーボードが設定されているか 
確認します。 

マウス 


□ マウスカーソルが動かない 

• マウスは正しく接続されていますか？ 

• ボールやローラーなどにゴミが付いていませんか？（光学式マウスな外の場合） 
マウス内部をクリーニングしてください。 

■オプティカルセンナー部分が巧れていませんか？ （ USB マウス（光学式）の場合) 
オプティカルセンナー部分をクリーニングしてください。 

□マウスカーソルが正しく動作しない （ USB マウス（光学式）の場合） 


• 次のようなものの上で操作していませんか？ 

-鏡やガラスなど反がしやすいもの 
. 光がのあるもの 

-濃淡のはっきりした縮模様や柄のもの（木目調など） 

. 網点の印刷物など、同じパターンが連続しているもの 

マウスパッドをお使いになる場合は、明るい色の無地のマウスパッドをお使いになること 
をお勧めします。 

□ マウスが使えないため、 Windows を終了できない 

• キーボードを使用して Windows を終了してください卜 P .189)。 


USB 


□ USB デバイスが使えない 

• ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ケーブルが正しく接続されているか確認してください。 

• USB デバイスがルートハブな外に接続されていませんか？ 

USB デバイスはルートハブに直接接続してください。 

• USB デバイスに不具合はありませんか？ 

USB デバイスに不具合がある場合、 Windows が動かなくなります。 

パソコンを再起動して、 USB デバイスを接続し直してみてください。それでも正常に動作 
しない場合は、 USB デバイスのご購入元にご連絡ください。 
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□ USB デバイスが使えず、「デバイスマネージャ」で確認するとエクスクラメー 
シヨンマークり）が表示される 


• デバイスドライバに問題はありませんか？インストールされていますか？ 

必要なドライバをインストールしてください。 

• 外部から電源を取らない USB デバイスの場合、消費電力に問題はありませんか？ 

次の手順で USB コネクタの電力{吏用が況を確認してください。 

1. 「スタート」ボタンをクリックし、「マイコンピュータ」を右クリックし、 「プロパティ」 
をクリックします。 

「システムのプロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

2. レ、ードウエア」タブをクリックし、「デバイスマネージャ」をクリックします。 
「デバイスマネージャ」ウィンドウが表示されます。 

3. 「USB (Universal Serial Bus ) コントローラ」を ダブルクリックし、 「USB ルートハブ」 
を ダブルクリックします。 

「USB ルートハブのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

4. 「電力」タブをクリックし、 USB バスの電力{吏用が況がデバイスマネージャで{吏用可能 
な電力の合計を超えていないか確認します。 


本体カバーキー 


□本体カバーキーをなくしてしまった （ D 5220 でカスタムメイド r 本体カバーキー 
追加」を選択している場合） 

• 本体カバーキーを紛失した場合は、引取修 a による本体カバーの交換が必要となります。 
「富±通ハードウェア修 a 申目談七ンター」にご連絡ください。 

なお、保証期間にかかわらず、鍵の紛失による本体カバ'—の交換は有償となります。 
『取扱說巧書』） 

•本体 カバーキーを 紛失した場合は、訪問修 a の際も即日修 a ができません。引取修理にな 
りますので、あらかじめご了承ください。 


プリンタ 


□プリンタを使用できない 

• 次の点を確認してください。 

.プリンタケーブルは正しく接続されていますか？ 

. ケーブルのコネクタやケーブルは損傷していませんか？ 

. プリンタの電源は入っていますか？ 

. プリンタドライバは正しくインストールされていますか？ 

プリンタのマニュアルをご覧になり、再インストールしてください。 

. ネットワークプリンタの場合、ネットワーク管 a をの指示に従って設をを行いましたか？ 
.ネットワークプリンタの場合、ネットワーク自体へのアクセスはできていますか ？（^ 

P .195) 
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その他 


□使用中の製品に関する最新情報をなりたい 

• 製品出荷後に半り明した問題などの最新情報は、弊社の富±通製品情報ページ （ http :// 
www . fmworld . net / biz / fmv/index support . html ) で公開しています。必要に応じてご覧ください。 
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6それでも解みできないときは 


お問い合わせ先 


■ 弊社へのお問い合わせ 

故障かなと思われたときや、技術的なご質問-ご相談などについては、『取破説明書』をご覧 
になり、弊社までお問い合わせください。 

■ソフトウエアに関するお問い合わせ 

本 パソコンに 添付されている、次のソフトウェアの内容については、を連絡先にお問い合わせ 
ください。 

なお、記載の情報は、2006年4月現在のものです。電話番号などが'変更されている場合は、『取 
扱説明書』をご覧になり、「富±通パーソナル製品に関するお問合せを 口」 へお問合せください。 

• Norton AntiVirus 2006 

• 株式会社 シマンテック 
シマンテックテクニカルサポート七ンター 

本七ンターをご利用いただくためには、ユーザー登録が必要でず。また、ご利用期間は 
登録日から90日間となります。期間経過後のご利用は、有償サポートをご購入いただく 
か、またはパッケージ製品へのアップダレードをご検討ください。 

URL : http ://www. Symantec store .j p/oem/fuj itsu (ユーザー登録ホームページ） 

電話 -FAX :テクニカルサポートセンターの連絡先は、ご登録された電子メールアドレ 
ス宛に通知いたします。 

電話受付時間：10:00〜18:00 (±曜-日曜•祝日*年末年始を除く） 

• Adobe Reader 7.0 

ソフトウェア提供会社より無償で提供されている製品のため、ューザーサポートはござい 
ません。ご了承ください。 

• StandbyDisk Solo、StandbyDisk Solo 民 B 
• 株式会社ネットジャパン 

営業本部サポート&サービスグループ 
URL : http://www.netjapan.co.Jp/e/ 

じメ ー / レ： sbd-support@neijapanxo.Jp 
電話： 03-5256-0860 
FAX : 03-5256-0867 

電話受付時間：10:00〜12:00、13:00〜17:00 (休日•祝日を除く月曜日から金曜日まで） 
•ソフトウェア（カスタムメイド、または FMV バリューシリーズ） 

各ソフトウェアのマニュアルをご覧ください。 
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